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はじめに
1. 研究背景
「船が走る」
「船を買う」
「船に乗る」
「船から降りる」
「船でアメリカへ行く」
上記の例文の「船が」・「船を」・「船に」・「船から」・「船で」は名詞相当語
句であり、文中の支配要素を持ち、後ろの動詞と結びつき、両者の間で事柄上
の関係（素材＝関係的な意味）の違いを表している。例えば、「船が」の
「が」は主格で、「船を」の「を」は対格を示す。これらの「格」が名詞の形
をとって動詞と結びつくとき、二つの側面を持つ。一つは、その両者の間の関
係がどのような表現手段（表現形式）によって実現されるのかという側面で、
これを表層格（形式面から）と名づける。もう一つはある表現手段で実現され
る両者の関係（格の名詞と動詞との結びつき）が意味的にどのような関係を表
しているのかという側面で、それを深層格（意味格）と名づける。
前述したように、格文法では、格というものは表層格と深層格の二種類に分
けられる。表層格は、個々の言語によって表示方法が異なり、日本語では格助
詞で表される。深層格とは、述語と共起する名詞句の述語に対する意味的関係、
または、述語の意味する現実の一断面、あるいは動作・状態・関係、シチュエ
ーション・事柄などの意味役割をする。表層格の種類は限りがあるが、深層格
の種類は無限である(木村1997:p.8)。なおかつ、深層格はすべて、いかに言語
が異なろうとも、必ず定義することが可能である。
日本語の格には、ガ格・ヲ格・ニ格・ヘ格・カラ格・ト格・デ格・マデ格・
ノ格などがある。格の機能上での種類について三上（1972）と鈴木（1972）よ
り、次頁の表のように分類できる。
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三 上 鈴 木
（1972:pp.106-107） （1972:p.206）
が格 主格 ぬし格、し手格（主格）
を格 対格 うけ手格（対格）
に格 位格、与格、奪格 ありか格、あい手格（与格）
へ格 与格 ゆくさき格（方向格）
から格 奪格 でどころ格（奪格）
で格 具格 しどころ格、てだて格（具格、造格）
と格 共格 なかま格（共格）
まで格 とどき格
の格 領格 もちぬし格（属格）
名詞が個々の格助詞と結びつき、そして後ろの動詞と組み合わせさって一つ
の合成的な単語になり、何らかの意味を表す単位（句）を「連語」という。
連語の意味とは『学研国語大辞典』(1980:p.2095)によれば、「船に」「船か
ら」・「乗る」「降りる」のような「二つ以上の単語が結合して一つの観念をあ
らわすが、結合のしかたからみて語としても文としても扱えないもの。すなわ
ち単語と文の中間的単位のものをいう」と定義される。また、「二つあるいは
二つ以上の単語が何らかの文法的な関連（主語＋述語、目的語＋動詞、修飾＋
被修飾など）のもとに結びついて用いられるとき、その組み合わせによって、
全体の意味が成り立ちの組み合わせ」である（『日本語学研究事典』
(2007:p.171)より抜粋）。このような単語同士が連結し、その間で単語よりも複
雑な観念を表すものを日本語文法上では連語と呼ぶ。
連語には、形容詞が名詞にかかった名詞句の形のものもあれば、名詞が名詞
にかかる名詞句の形のものなども含まれる。連語の研究においては、奥田靖雄
を中心とする言語学会研究会が連語の研究を徹底的に行った。『日本語文法・
連語論（資料編）』(1983)は先駆的な研究成果と言っても過言ではない。同書
でいう連語とは、二つあるいは三つの単語から成り立っているもので、単語と
同様に、文を組み立てる材料とし、それらの自立的な単語の組み合わせによっ
てかざり＝修飾（名詞）とかざられ＝被修飾（動詞）の関係に立ち、何らかの
意味を表わす言語単位である。例えば「パンをたべる」の中で、「パンを」は
「たべる」をかざる要素であり、「たべる」は「パン」にかざられる要素であ
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る。
格助詞の研究は数多く、日本語の名詞の格の意味の記述としては、「格助
詞」という単語＝品詞を立てて、その意味を取り上げていくというのが普通で
ある。現代日本語に関する実例に基づいた労作である、永野(1951)『現代語の
助詞・助動詞』もその方法論をとっている。さらに格助詞デの表層面と深層面、
つまり意味・用法を整理したもの（国立国語研究所(1997)『日本語における表
層格と深層格』）や、格の間にどのような隣接関係があるか（山梨(1995)『認
知文法論』）の研究なども近年盛んである。格助詞デの様々な意味・用法がこ
れまでの辞書や研究において、どのように分類されているかを次頁以下に表の
形に整理して示す。
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 空
間
 
    原
因
 
     規
定
 
     対
象
 
 分
類
 
○
そ
の
動
作
・
作
用
が
、
ど
ん
な
場
所
・
場
面
で
行
わ
れ
る
か
を
表
わ
す
。
 
例
：
日
本
で
万
博
が
行
わ
れ
た
。
 
 ○
そ
の
動
作
・
作
用
が
、
ど
ん
な
原
因
・
理
由
で
行
わ
れ
る
か
を
表
わ
す
。
 
例
：
病
気
で
休
む
か
も
し
れ
な
い
。
 
 ○
そ
の
動
作
・
作
用
が
ど
う
い
う
状
態
で
行
わ
れ
る
か
を
表
わ
す
。
 
例
：
フ
ル
ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
た
。
 
○
そ
の
だ
動
作
や
状
態
が
ど
ん
な
時
点
で
問
題
に
さ
れ
る
か
を
表
わ
す
。
 
例
：
現
在
で
は
、
な
ん
ら
の
疑
惑
も
い
だ
い
て
い
な
い
。
 
○
そ
の
動
作
・
作
用
が
、
ど
ん
な
方
法
・
手
段
や
材
料
で
行
わ
れ
る
か
を
表
わ
す
。
 
例
：
鉛
筆
で
書
く
。
 
 １
．『
新
明
解
国
語
辞
典
』（
１
９
７
２
） 
○
場
所
な
ど
、
空
間
的
条
件
を
示
す
。
 
例
：
今
日
ネ
、
団
子
坂
で
お
眼
に
懸
ッ
た
。
 
○
組
織
や
団
体
の
名
は
動
作
の
主
体
を
 
間
接
的
に
示
す
。
 
例
：
お
隣
で
お
は
ぎ
を
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
わ
。
 
○
原
因
・
理
由
な
ど
、
発
生
条
件
を
示
す
。
 
例
：
流
行
の
疱
瘡
で
死
ん
だ
。
 
 ○
時
間
的
条
件
を
示
す
。（「
で
は
」、「
で
も
」
 
の
形
で
）
 
例
：
今
日
で
は
恒
産
の
あ
る
も
の
は
、
 
む
し
ろ
恒
心
の
な
い
も
の
ら
し
い
。
 
○
動
作
・
作
用
が
行
わ
れ
る
時
の
様
態
・
 
条
件
な
ど
を
示
す
。
 
例
：
私
達
を
見
つ
け
た
喜
び
で
真
裸
の
ま
ま
 
日
の
光
の
中
に
飛
び
出
し
、
 
 ○
手
段
・
材
料
な
ど
、
依
拠
す
べ
き
条
件
を
示
す
。
 
例
：
僕
、
貨
物
船
で
南
米
に
行
く
ん
だ
。
 
 ２
．『
学
研
国
語
大
辞
典
』（
１
９
８
０
）
 
○
場
所
を
表
わ
す
。
 
例
：
運
動
場
で
遊
ぶ
。
 
 ○
原
因
や
理
由
を
表
わ
す
。
 
例
：
待
遇
に
つ
い
て
の
不
満
で
争
議
が
 
お
こ
る
。
 
 ○
あ
る
範
囲
の
時
を
表
わ
す
。「
で
は
・
 
で
も
」
と
い
う
形
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
 
例
：
最
近
で
は
赤
と
ん
ぼ
を
あ
ま
り
 
見
か
け
ま
せ
ん
。
 
○
な
に
か
を
す
る
よ
う
す
や
や
り
か
た
を
 
表
わ
す
。
 
例
：
飛
行
機
は
す
こ
い
ス
ピ
ー
ド
で
 
接
近
し
て
き
た
。
 
 ○
な
に
か
を
す
る
、手
段
や
方
法
を
表
わ
す
。 
例
：
ナ
イ
フ
で
切
る
。
 
 ３
．『
例
解
新
国
語
辞
典
』（
１
９
８
４
）
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○
動
作
の
行
わ
れ
る
場
所
を
示
す
。
 
例
：
人
前
で
恥
を
か
く
。
 
 
○
原
因
・
理
由
・
根
拠
・
動
機
を
示
す
。
 
例
：
病
気
で
欠
席
す
る
。
 
 
○
動
作
の
行
わ
れ
る
時
や
時
限
を
示
す
。
 
例
：
五
時
間
で
終
る
。
 
○
基
準
や
数
量
を
示
す
。
 
例
：
一
日
で
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
む
。
 
○
動
作
や
作
用
の
行
わ
れ
る
際
の
状
態
を
 
示
す
。
 
例
：
み
ん
な
で
歌
う
。
 
○
（
団
体
名
や
組
織
名
の
し
た
に
つ
け
て
）
動
作
を
行
う
主
体
を
示
す
。
 
例
：
政
府
で
金
を
出
す
。
 
例
：
み
ん
な
で
歌
う
。
 
 
○
手
段
や
材
料
な
ど
を
示
す
。
 
例
：
船
で
行
く
。
 
 ４
．『
詳
解
国
語
辞
典
』（
１
９
８
５
）
 
○
動
作
主
 
例
：
そ
の
仕
事
は
わ
れ
わ
れ
で
や
り
ま
す
。 
 
○
動
作
・
出
来
事
の
行
わ
れ
る
具
体
 
的
・
抽
象
的
な
場
所
 
例
：
そ
の
会
議
は
ア
メ
リ
カ
で
 
開
か
れ
る
。
 
 
○
原
因
 
例
：
病
気
で
学
校
を
休
む
。
 
 
○
範
囲
・
限
度
 
例
：
３
０
人
で
締
め
切
る
。
 
○
様
態
 
例
：
裸
足
で
歩
く
。
 
 
○
手
段
・
道
具
 
例
：
自
転
車
で
通
学
す
る
。
 
○
材
料
 
例
：
紙
で
飛
行
機
を
作
る
。
 
５
．『
シ
リ
ー
ズ
３
格
助
詞
』（
１
９
８
７
）
 
○
人
間
を
限
定
す
る
。
 
例
：
彼
等
で
旅
行
の
こ
と
を
相
談
 
す
る
。
 
  ○場
所
を
ど
こ
と
限
定
す
る
。
 
例
：
日
本
で
は
毎
年
台
風
が
や
っ
て
 
来
て
大
き
な
被
害
を
出
す
。
 
 ○
原
因
を
表
わ
す
。
 
例
：
ガ
ス
で
死
ん
だ
。
 
○
数
量
範
囲
を
ど
れ
だ
け
と
限
定
す
る
。
 
時
間
・
期
間
の
長
さ
を
限
定
す
る
。
 
例
：
あ
と
一
年
で
終
る
。
 
数
や
量
を
限
定
す
る
。
 
例
：
古
本
を
五
百
円
で
買
う
。
 
○
時
点
を
い
つ
と
限
定
す
る
。
 
例
：
余
震
は
三
時
十
分
で
や
ん
だ
。
 
 ○
事
物
を
何
と
限
定
す
る
。
 
例
：
紙
で
人
形
を
こ
し
ら
え
る
。
 
６
．『
基
礎
日
本
語
辞
典
』（
１
９
８
９
）
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○
動
作
・
行
動
が
行
わ
れ
る
場
合
の
主
語
（
主
題
）
 
の
数
的
状
態
を
表
す
。
 
 
例
：
家
族
全
員
で
ド
ラ
イ
ブ
に
行
き
ま
し
た
 
○
動
作
・
行
動
が
行
わ
れ
る
場
所
・
空
間
を
示
す
。
 
 
例
：
図
書
館
で
本
を
読
み
ま
す
。
 
○
団
体
や
機
関
が
主
体
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
。
 
例
：
交
通
費
は
会
社
で
負
担
し
て
く
れ
ま
す
。
 
○
原
因
・
理
由
を
表
わ
す
。
 
例
：
台
風
で
、
電
話
が
遅
れ
ま
し
た
 
○
あ
る
範
囲
を
示
す
。
 
 
例
：
一
年
の
う
ち
で
、
い
ち
ば
ん
暑
い
月
は
８
月
で
す
。
 
○
動
作
・
行
動
が
行
わ
れ
る
場
合
の
主
語
（
主
題
）
の
状
態
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
空
腹
で
乗
り
物
に
乗
る
と
、
気
持
ち
が
悪
く
な
り
ま
す
。
 
○
述
語
で
示
し
て
い
る
動
作
・
行
動
が
行
わ
れ
た
り
、
 
そ
の
状
況
に
な
っ
た
り
す
る
の
に
必
要
な
数
量
 
（
人
数
・
時
間
・
金
額
な
ど
）
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
こ
の
建
物
は
１
０
人
で
10
日
で
で
き
ま
し
た
。
 
○
合
計
し
た
数
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
往
復
で
２
０
０
円
か
か
る
。
 
○
そ
れ
以
上
は
必
要
で
は
な
い
と
い
う
「
程
度
・
限
度
」
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
千
円
で
十
分
で
す
。
 
○
「
～
の
と
き
に
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
ご
飯
を
食
べ
た
後
で
、「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。」
 
と
言
い
ま
す
。
 
 
例
：
あ
の
人
は
３
０
歳
で
、
社
長
に
な
り
ま
し
た
。
 
 ○
手
段
・
方
法
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
字
を
書
き
ま
す
。
 
○
材
料
を
表
わ
す
。
 
 
例
：
木
で
机
や
い
す
な
ど
を
作
り
ま
す
。
 
７
．『
文
法
の
基
礎
と
そ
の
教
え
方
』（
１
９
９
１
）
 
 
○
陳
述
 
 
 例
：
私
の
考
え
で
は
、
長
い
方
が
よ
い
か
と
存
じ
ま
す
。
 
○
動
作
主
 
 
例
：
此
の
旅
館
で
出
し
て
く
れ
る
さ
し
み
は
、
 
○
経
験
者
 
 
例
：
役
場
の
方
で
お
忘
れ
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
 
か
と
思
ひ
ま
し
て
、
 
○
範
囲
規
定
 
 
例
：（
略
）
日
本
で
は
珍
し
い
程
美
し
い
鳥
が
來
ま
す
。 
○
場
所
 
 
例
：
一
番
安
く
賣
る
店
で
買
ひ
ま
す
。
 
 ○
原
因
・
理
由
 
 
例
：
雷
の
音
で
目
を
さ
ま
し
て
、
 
○
目
的
 
 
例
：
此
の
間
、
遠
足
で
旅
順
へ
行
き
ま
し
た
。
 
○
時
 
 
例
：
七
難
八
苦
の
生
涯
は
、
三
十
四
歳
で
終
を
告
げ
た
。 
○
方
式
 
 
例
：
非
常
な
速
さ
で
押
寄
せ
て
来
た
。
 
○
条
件
 
 
例
：
ハ
ル
ベ
ン
へ
は
十
三
時
間
餘
り
で
行
け
ま
す
。
 
 ○
対
象
 
 
例
：
神
社
・
寺
院
の
境
内
も
、
一
時
に
花
で
埋
ま
る
。
 
○
手
段
・
道
具
 
 
例
：
わ
し
が
扇
で
合
圖
を
す
る
。
 
○
材
料
 
 
例
：
椰
子
の
葉
で
あ
ん
だ
か
ご
を
さ
げ
て
、
 
○
構
成
要
素
 
 
例
：
大
審
院
は
五
人
の
判
事
で
組
織
さ
れ
る
。
 
 ８
．『
日
本
語
に
お
け
る
表
層
格
と
深
層
格
』（
１
９
９
７
） 
 
○
動
作
主
 
例
：
み
ん
な
で
や
っ
た
。
 
  ○行
為
・
イ
ベ
ン
ト
の
場
所
 
例
：
公
園
で
あ
そ
ぶ
。
 
  ○
原
因
・
理
由
 
例
：
病
気
で
ね
る
。
 
例
：
事
故
で
電
車
が
と
ま
る
。
 
○
目
的
 
例
：
出
張
で
い
っ
て
る
。
 
 ○
範
囲
 
例
：
俳
句
で
雲
の
峰
と
い
う
の
は
こ
の
雲
で
す
。
 
○
限
定
／
基
準
 
例
：
１
０
０
人
で
募
集
を
う
ち
き
る
。
 
○
時
間
 
例
：
３
４
歳
で
部
長
に
な
る
。
 
例
：
か
え
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
で
後
悔
し
た
。 
 ○
道
具
・
手
段
 
例
：
ハ
ン
マ
で
た
た
く
。
 
例
：
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
め
る
。
 
例
：
テ
レ
ビ
で
み
る
。
 
○
材
料
 
例
：
毛
糸
で
編
む
。
 
○
対
象
 
例
：
会
場
は
人
で
う
ず
ま
る
。
 
○
対
象
 
例
：
こ
の
物
質
は
三
つ
の
構
成
要
素
で
で
き
 
て
い
る
。
 
 ９
．『
現
代
言
語
理
論
と
格
』（
１
９
９
９
）
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前表に示した結果を踏まえ、デ格の意味・用法を以下のようにおおむね分類
してみる。
Ａ．対象：道具・材料・構成要素
Ｂ．規定：様態・状態・方法・方式・手段・時・数量・基準・範囲・限度
Ｃ．原因：原因・理由・目的・根拠・動機
Ｄ．空間：場所・組織や団体
Ｅ．動作主
２．研究内容
奥田の「デ格の名詞と動詞との組み合わせ」（以下は「デ格」と略す）とい
う論文は未完成のままであると言われているが、これらの分類から見れば、デ
格の種類はほとんど、上記の A ～ D の四つの枠に含まれている。奥田の「デ
格」分類の枠の完成度は高いと判断される。そこで小論では、具体名詞から抽
象名詞まで、つまり物・人（の様態）・事の順で「対象的な結びつき」・「副詞
的な結びつき」・「原因的な結びつき」・「空間的な結びつき」の四つの項目を
立てる。今回は紙面の都合で「空間的な結びつき」という項目を割愛する。
３．研究方法
デ格の研究については、菅井(1997)、間淵(2000)、森山(2001a,2004c,2005)な
どの格助詞デ格の分類や意味・用法構造についての論文がある。日本語のデ格
の役割には，格助詞「デ」が他の格助詞に交替可能である表層格と，「道具」
と同時に「原因」または「様態」を表すという深層格とがある。なお、デ格の
表層格と深層格について次頁の図のように示される｡「←→」を付したところ
は深層格が互いに隣接したところで、これを、デ格を表す「カテゴリーの間の
相互関係」と呼ぶ。
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交替可能である表層格：ニ格・ヲ格・カラ格・マデ格…
デ格
深層格：道具 様態
動作主
原因 空間
このような厳密な研究は未だに見つかっていない。そこで、前述した項目に
基づき、文学作品から取り上げた実例を分類し、デ格についてさらに詳細に分
析しつつ、さらに中国語とどのように対応するかを明らかにする。
なお、小論で用いる例文は、筆者自らが様々な文学作品から収集したもの（総用
例数 10,000 点以上）である。作品の翻訳を考える場合、その作品の時代やジャンル
によって翻訳者の表現に差があり、さらに訳者自身の出身地域さ（方言差）、教育程
度や個人的嗜好（擬古体を好むことなど）、また 文脈によっても様々な表現や文型
が生じる可能性は否定できない、特に方言差の大きい中国語の場合はその差を詳
細に検討する余地が十分にあるものと考えられる。小論では、日本語のデ格が中国
語では一律ではなく様々な介詞を用いた表現や文型（構文）に対応するということが
明らかとなるが、上記のような翻訳に関する要因を考慮すれば、より多様な文法的対
応が得られることと予想される。しかしこのような詳細な検討については今後の研究に
委ねることとし、小論ではあくまでも訳例としてごく典型的なものを扱うこととした。この
方針により、作品の翻訳には中国流の中国語訳（普通話）と台湾流のそれ（台湾話）
とがあるが、小論では両者の区別を特に設けずに用いている。なお、小論で用いる例
文の下線はすべて筆者のものである。
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一．対象的な結びつき
日本語のデ格は名詞の形をとって動詞と組み合わさると、文中の中で道具、
手段・方法・材料・原料・原因・空間など、様々な意味を表す。同じ形態のデ
格で表されていても、場合によって担う役割が違ってくる。「《で格》の名詞
は、ときとしては道具をあらわす対象語でもありうるし、ときとしては空間を
あらわす状況語でもありうる。この事実からこの機能的にことなる、ふたつの
《で格》を形態論的にくべつすることはしない」と奥田(1975:p.83)が述べて
いる。「車で学校へ行く」「素足で学校へ行く」では、同じかざられ動詞であ
りながら、デ格のかざり名詞はその意味クラスによって果たす機能が異なる。
「車で」のデ格は学校へ行く手段を行う道具を表す対象語であり、「素足で」
のデ格は動作の様態を表す規定語である。
動詞の性質によって格の間に交替現象もあらわれる（つまり、表層格とい
う）。奥田が厳密に分析し、「手で壁にたたく」と「壁に手をたたく」(奥田19
60:p.178)の「たたく」のような動詞が「とりつけ」動詞(注１)と「ふれあい」
動詞(注２)の二つの性質を持ち、名詞と組み合わさってデ格をとるか、ニ格をと
るかということはこれらの動詞が決めるのである。また、動詞の条件、つまり
変化（位置変化や状態変化など）によって格の交替現象が起こるデ格とニ格を
中心とする先行研究として川野(1997:pp.28-40,2001:pp.61-72)は示唆をあた
える。
また、「包丁で怪我をした」のような文のデ格の意味役割（深層格）は道具
と原因の両方の意味役割を持っている。さらに、「熱でローソクを溶かす」の
「熱デ」は「石で割る」の「石」のような具体名詞と比べれば、抽象度が高い
ほど、「具体的に言語化されるにつれて、具格から原因格の解釈が相対的に強
くなる」と山梨(1995:pp.44-45)が示唆する。
そこで、先行研究を踏まえつつ、対象を表すデ格の名詞が動詞との組み合わ
せについては、おおむね以下のように分類を行う。デ格を中心とし、それに関
わるほかの格助詞にも加え、格の意味役割をどうのように果たすかということ
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にもふれる。さらに、中国語の介詞と文構造にどう対応するかも実例を挙げ、
分析してみたい。
１．道具の結びつき
２．乗物の結びつき
３．身体部分の結びつき
４．原料・材料の結びつき
５．言語活動を表す結びつき
６．中国語に対応する文構造
１．道具の結びつき
動作で使う道具はデ格の具体名詞と、具体的な動作を示す動詞との組み合わせ
によって示される。名詞の意味クラス（カテゴリカルな意味）の違いによって、つまり、
具体的なものを表すか、抽象的な事柄を表すかなどの違いによって動作の手段であ
る道具・方法などが区別される。例えば「ぼくは土のうえに石で字を書いた」という文に
おいては、デ格の具体名詞（石）と具体的な動作（書いた）とが組み合わさって、本来
の道具という性格を表すとき、奥田（1967:pp.325-340）も指摘するように、「もっとも典
型的な対象的なむすびつき」をつくっている。また、道具の定義について宮島は次の
ように述べる。
「道具は具体的な物体でなければならない。大学を出世の道具にするのような比
喩的な用法では「手段」と同じで、抽象物でもかまわないが基本的な意味ではモノで
ある。おおくの道具は人の手によって加工されたものだが、木の枝をつえにし、山か
らはこんだ石をつけものの重しにしたとき、それも道具である」(宮島2005:pp.232-
233)
ここで道具の定義について宮島の道具の定義により、より広い定義を下して
みる。山口(1985:p.710)によれば、「物をつくったり、仕事をしたりするのに
使う器具。また日常生活に使う品々。体に備わる部分の称。何かのための手
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段・方便として利用されるもの。また他人に利用される人」とする。小論では
「石」・「刀」・「布」・「車」などのような形のあるものも、「水」・「油」・「イン
ク」のような形が備わっていないものも、さらに、身体部分や人なども、物扱
いされるときには、道具の機能を果たし、これも道具という。火や水などのよ
うな形がない物は石、刀のように具体性を持っていなくても、道具として使わ
れるとき、道具の意味役割を果たすが、「刀」と「火」の抽象度の違いからし
て、具格性（道具性）の度合は異なり、抽象化が強いほど、具格性（道具性）
は薄くなる（山梨1995:p.44-45を参照）。
(1.1) （略）石で殻を割り、（略）（世84）
対訳：用石头敲开壳,
(1.2) ガスの火であぶって、殺菌すれば平気ですよ。（博180）
対訳：用瓦斯炉的火熏一熏，消毒一下就好了。(博171)
(1.3) あんたもよう知っとるように、とり残された手榴弾で自決して、（略）
（深155）
対訳：你也清楚那是跟不上队伍的士兵以手榴弹自裁，（略）（深124）
道具には「石で割る」に見られるように自然物もあれば、通常用途に従って
「刀」・「はさみ」のような変形、加工されているものもある。または、道具
名詞であっても、「本で顔を覆う」「椅子でぶっ叩く」のように、本来の用途
としてでなく利用される場合もある。これらの場合は、いずれも道具の意味役
割を持っているので、道具の枠組みに含めておく。
(1.4) 杏子は、思わずカウンターの上に置いてあった本で顔を覆った。（ビュ
11）
対訳：杏子无意识地拿柜台上的一本书 脸盖在 上，（略）
(1.5) ピアノの上乗っかったり、椅子でぶっ叩いて弾いたり、燃やしたりす
んだ。（ロ125）
対訳：不是坐在钢琴上摔椅子弹啦，就是烧东西。
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ここでのデ格の名詞が動詞との組み合わせは中国語の道具を表す介詞“用”
“拿”“以”の三つと対応する。“拿”の基本的な意味は（手またはその他の
方法で）「つかむ」・「持つ」・「取る」・「運ぶ」という動詞の意味である。
“用”は（「道具」・「材料」・「方法」・「人」などを）「使う」・「用いる」・「使
用する」の意味がある。そして“以”は「～をもって」の意味となる。
“拿”“用”“以”は動作・行為の手段・方式・よりどころなどを表す。下
表のように、“以”には介詞のほか連詞（接続（助）詞）としての用法もあり、
“拿”“用”にも介詞のほかに、動詞としての用法がある。一般的には“拿”
“用”“以”の順序で具体的なものから抽象的なものになる（高橋（1995:p.42
6）また、“以”は本来、文章語であるが、現代の書き言葉においても広範か
つ頻繁に用いられる。特に、動作・行為のよりどころや仕方を表すとき、話し
言葉の“用”“拿”に相当する（小学館1992:p.1732）。
“拿”“用”“以”のほか、“把”も動作・行為のよりどころや手段を表すと
きも用いられる。前の三者ともっとも異なるのは、“把”を使うとき、動詞の
後ろに常に補語や場所詞があらわれることである。例えば「把刀砍在大拇指
上」（直訳：刀で親指の上に切る）「把手捂住耳朵」（引用者訳：手で耳を覆
う）「把手遮住太阳」（引用者訳：手で日を遮り食い止める）。(侯1998:p.9を
さえぎ
参照)
中国語の介詞はそもそも動詞から転化してきたものである。ほとんどの辞書
では“拿”“用”“以”は動詞と介詞に分けられるが、そのような分類してい
ない辞書や文法書もある。つまり、中国語の介詞という品詞は名が未だに完全
に定着していないようである。参考文献を参考し、諸先行研究における分類は、
以下のようにまとめられる。
尚（1991） 呂（1992） 小学館（1992） 高橋（1995） 侯（1998） 张斌（2001） 相原（2004）
拿 動詞／介詞 動詞／介詞 動詞／介詞 介詞 介詞 動詞 動詞
用 動詞／介詞 動詞 動詞／介詞 介詞 介詞 動詞 動詞
以 動詞／介詞／ 動詞／介詞 介詞／ 介詞 介詞 接続（助）詞 介詞
接続（助）詞 接続（助）詞
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また、デ格を表す名詞は道具を表すとき、その名詞の奥の意味の面からとら
えなければならない場合もある。例えば、「ピアノで食う」「麻雀で生活をす
る」のような例文は実際「ピアノ」や「麻雀」という実物を使って動作を行う
ことでなく、ピアノを弾く「才能」という抽象的な面から捉えなければならな
い。この場合の具体名詞がデ格の形をとって動詞と組み合わさる場合は、動作
主がその道具を運用する才能や方法がなければ、この文が成り立たないと考え
られる。
(1.6) ピアノで食う気ないね。（ロ57）
(1.7) 麻雀で生活をする。（作例）
１．１．格の交替現象
格の交替現象については、奥田（1960,1968-72,1976）が厳密に分析してい
る。
格の交替現象は動詞の種類・性質によって生じる。起こるものである。すな
わち、格と動詞との間は密接にかかわり、格が交替することで、格の意味役割
が紛らわしくなる場合もある。
例えば「唇に口紅で塗る」と「口紅を唇に塗る」との二つの文は同一の現実
を表すにもかかわらず、格の交替によって結びつき方が完全異なる。前者は
「もようがえの結びつき」で、後者は「とりつけの結びつき」である。「とり
つきの結びつき」では第一の対象（口紅）であるものが、「もようがえの結び
つき」ではデ格の名詞で表現されて、道具＝対象として表される。
しかし、「飴を紙に包む」のような例文の中の「紙」をデ格の名詞で表され
るとき、道具＝対象であるが、ニ格で表現されると、そのニ格は「とりつけの
結びつき」なのか、第二の対象を表すニ格であるが、古めかしい道具のニ格で
あるか、判断しがたい。「おそらく、このに格は二重の意味にはたらいてい
る」と奥田(1968-72:pp.30-31)は述べている。
１．２．格の交替関係－デ格とニ格
日本語では、「とりつけ動詞（付着）」や「ふれあい動詞（接触）」（名称は
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奥田（1968-72）による）がかざられになると、デ格のほか、ニ格の名詞をか
ざりとして使うことができる。「おさめる」「かける」・「かさねる」・「かつ
ぐ」・「かぶる」・「しめす」・「しょう」・「そそぐ」・「つぐ」・「つける」・「つな
ぐ」・「のせる」・「まぜる」などはこの種の動詞である。また、ふれあい動詞
には「うつ」・「かかえる」・「さす」「さわる」・「だく」・「たたく」・「つか
む」・「なぐる」・「なでる」・「はたく」・「はらう」・「ふれる」・「もつ」などが
ある（奥田1968-72:p.28,p.37より抜粋）。
(1.8) a.棚に並んだ粉末や液体をビーカーで混ぜ合わせ、（略）（二103）
対訳:用烧杯将架上的某些粉末，液体加以混合，（略）（二101）
b.棚に並んだ粉末や液体をビーカーに混ぜ合わせる。
仮訳:把架上的某些粉末，液体倒入烧杯里加以混合。
デ格の名詞がとりつけ動詞と組み合わさると、デ格は道具の意味をもたらし、
このとき、中国語と対応するのは同じく道具を表す“用”である。道具を表す
名詞がデ格の代わりにニ格の形をとってとりつけ動詞と組み合わされば、元々
道具の意味を表すデ格の名詞は道具の意味を失い、空間の意味が浮かび上がっ
てくる。例（1.8b）の中国語では「“把”構文(注３)」を用い、「ビーカー」は道
具の役割を失い、場所・空間の性質があらわれる。このような空間性を持たな
い物名詞は、中国語では空間化の手つづきを受け、“里”“中”のような方位
詞(注４)の助けが必要となる。そして、物の移動先（くっつき先）を表す場合、
動詞の直後に必ず方向性や場所性の結果補語の助けが必要である。つまり、動
詞の後ろに結果補語が無いと文が成立しない。例（1.8b）の中で“倒入”の
“倒”は動詞で、“入”は元々動詞であるが、この場合では動詞の後ろに置き、
結果補語の役割を果たしている。
この状況から見れば、日本語ではニ格の名詞ととりつけ動詞が組み合わさる
と、その名詞は場所を表し、この場合対応する中国語ではその名詞は場所性を
表す。なおかつ、そのとりつけ動詞が動作を完了したその結果性と強く繫がる
ことで、結果補語が欠かせないということを重んじると考えられる。
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１．３．格の交替関係―デ格とヲ格
動詞は一つのみの性質を持っていれば用法が単純になるが、すべてこのよう
な純粋なものとは限らない。「たたく」・「さす」・「さわる」・「ふれる」のよう
な動詞は「とりつけ」と「ふれあい」との両方の結びつきを作る能力を持って
いる。つまり、名詞と組み合わさってデ格をとるか、ニ格をとるかということ
はこれらの動詞が決めるのである。このような同一の事象を述べている二つの
文で、動詞が共通し主格以外の格形式のみ交替するという現象を木村（1991:p.
180）が「斜格どうしの交替」という。
(1.9) a.手で壁にたたく。(奥田1960:p.178)
仮訳：用手敲打墙壁。
b.壁に手をたたく。
仮訳：把手打在墙壁上。
(1.10) a.山田がぺんきで壁にぬった。(木村1960:p.180)
仮訳：用油漆涂墙壁。
b.山田がぺんきを壁にぬった。
仮訳：把油漆涂在墙壁上。
このような例文は構造的なタイプのみが異なるが、表現的には変わりがない
（奥田1960:p.178を参照）。しかし、構造が異なることによって、対応する中
国語も変わってくる。（1.9a）はデ格と対応するのは介詞“用”であって、
「壁」は動作の及ぶ対象物として表される。（1.9b）の場合は、「“把”構文」
があらわれ、文中の「手」は処置物とされ、「壁」は動作主の叩かれた場所と
して扱われるため、場所の後ろに方位詞“上”が出てくる。すなわち、前者で
強調されるのは道具性であるが、後者には壁という場所性であることが考えら
れる。
さらに、いくつかの語彙的な意味を一つの動詞が持っている場合、その意味
によってそれに伴う名詞の格は変化する。次頁の例文においては、「まく」の
動詞は一つの機能を持つのみではなく、「もようがえ(注５)」と「とりつけ」と
の両方の結びつきをつくることができる。このような語彙論的に多義的な意味
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をもっている動詞は結びつきのなかで、いくつかの意味のうちの一つを実現し
ているためである。結びつき方が違えば、かざられ動詞は異なる語彙的な意味
を実現する。「もようがえ動詞」には「あたためる」・「いためる」・「きざ
む」・「くだく」・「ちぎる」・「つぶす」・「ぬらす」「のばす」・「ふせる」・「ほ
る」・「まくる」・「みがく」・「ゆでる」・「わかす」などがある（奥田1960:p.26
を参照）。
(1.11) a.手ぬぐいで襟をまく。（奥田（1960:p.173）
仮訳：用手巾围领子。
b.手ぬぐいを襟にまく。
仮訳：把手巾围在领子上。
この「まく」は「まくる、くるくるとからみつける」という意味をもってい
る。同じ単語の組み合わせでは、動詞が多義的な意味をもつことによって、格
の交替関係も緩くなると感じられ、また格が動詞と組み合わせによれば、カテ
ゴリーも変化することがこの例文から明らかになった。
ここで対応する中国語はデ格の場合は道具を表す介詞“用”である(1.11a)。
例（1.11b）の場合は「手ぬぐい」は目的語として「“把”構文」の形で表し、
「襟」のような空間性を持たない物名詞は、中国語では空間化の手つづきを受
け、方位詞“上”の助けが必要となる。そして、「“把”構文」で表す場合、
その処置した対象物（手ぬぐい）をどこにどのようにするかの状況を表すとき、
（例1.11b）のように動詞の後ろに常に「結果補語」（-在）があらわれる。
１．４．道具＝手段－デ格とニ格
下記の例文のように「整える、直す」を表すもようがえ動詞にはデ格の名詞
が組み合わさるのが普通であるが、デ格の代わりにニ格の名詞もこのような動
詞と組み合わさることができる。このときデ格もニ格も同じく手段＝対象を示
すことができるが、ニ格の場合は「いくらかふるくさいニュアンスをおびる
（手鏡にかみをそろえる）」と奥田（1960:p.170）は述べている。
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(1.12) 手鏡でみだれ髪を直していたが、（略）（雁の寺 (原文)）
(1.13) 鏡で顔を少し整える。（ロ268）
対訳：她对着镜子整理了一下仪容。
(1.14) ミラーでちょっと髪の毛をなおし、（略）（ビュ67）
対訳：对着镜子稍微整理一下头发，（略）
デ格の名詞がかざりとして使われるとき、道具性が強くあらわれる。この場
合、対応する中国語の介詞は普通“用”であるが、対訳から見えれば、道具を
表す介詞“用”を用いず、“对着镜子”に翻訳される。“对着镜子”は日本語
では「鏡に向って」と訳される。すなわち、「鏡」は日本語では道具として扱
われるが、中国語では「ある特定の場所」とされる。なお、強いて言えば、奥
田の「手鏡にかみをそろえる」という例文の「手鏡に」のニ格はもしかすると、
「手鏡に向かって」の方向性を表すニ格と関係があるのではないかと考えられ
る。
１．５．道具＝原因を表すデ格
デ格の名詞が運動の動詞（verbs of motion）と組み合わさると、目的語＝
対象物に何らかの変化を及ぼすが、そのデ格の名詞が道具の性質を保ちつつ、
ある因果関係をも含意し、その運動の主体となることを北林(1990:p.126)が主
張している(注６)。つまり、デ格の名詞が道具を表すとき、「因果関係」を意味
する。
しかし、下記の例文はデ格の名詞が運動ではない動詞と組み合わさっている
が、そのデ格の名詞は因果関係を含意し、本来の道具性は弱まっている。
(1.15) ちょっと麻雀で借金作っちゃったんですよ。（二47）
マージャン
(1.16) ルートが包丁で怪我をしたのだ。（博90）
例文の「麻雀」も「包丁」も、道具と原因との両方の意味をもつと考えられ
る。すなわち、「麻雀」というゲームで負けたことが原因で借金を作り、「包
丁」という道具を使ったことが原因で怪我をしたという因果関係が文の中に潜
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在し、文脈から明確に判断できる。
２．乗物の結びつき
乗物とは、動作主が空間や場所を移動するために用いるものであり、人力
車・自転車・バイク・船・車・飛行機などのほか、本来は動物である馬も同様
の用途から、乗物と見なすことができる。
これらの乗物を表す名詞はデ格の形をとって移動性をもつ動詞（「行く」・
「来る」・「～に通う」）と組み合わさると、この乗物で表す名詞は移動手段を
表す。この場合の名詞は意味クラスの点で、乗物名詞となる。また、「自転車
で学校へ行く」のデ格は「自転車に乗って学校へ行く」のように言い換えるこ
とができる。今挙げた例の「～に乗る／～に便乗する」は意味的に移動手段＝
乗物を表す「～デ」と同じ働きを果たしていると言えるだろう。このことは対
応する中国語表現を検討したとき、より細分された形で出てくる。
しかし、デ格の名詞の意味クラスの異なりによって結びつきも変わる。例え
ば「自転車で学校へ行く」の中のデ格は乗物の結びつきを表わす。「徒歩で／
歩きで学校へ行く」のデ格は学校へ行く手段を表わすという面もないとは言え
ないが、このデ格の名詞は動作＝様態的であって乗物ではないので、移動の際
の様子、様態を示す面が出てくる。このようにデ格の名詞の意味クラスが異な
ると結びつきも変わる。
(1.17) 花婿が今、白い馬でやってきます。（深267）
対訳：新郎骑白马来。（深214）
(1.18) 小さな舟で海を漂って（略）（世161）
対訳：坐着小船在海上漂（略）。
(1.19) a.週末になれば父子して車で郊外のシネマコンプレックスに出かけ
お や こ
て（略）（い86）
対訳：每到周末，父子就开车去郊外的影城，（略）
b.夫人は別の車で帰ったそうです。（二279）
対訳：（略）夫人也好像搭乘别的车子回去了。（二280）
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(1.20) 新幹線で東京へ行くようなもんだよ。（世64）
対訳：相当于搭新干线去东京呢！
「午前の便、国内線」は乗物そのものではないが、交通手段（飛行機）と同
様のものと見なされるため、この結びつきの例に含まれる。
(1.21) 翌日の午前の便で出発することになっていた。（世4）
対訳：隔天便搭乘中午之前的班机出发。
(1.22) 国内線でエアーズロックへ行く。（世143）
対訳：搭国内线前往 Ayers Rock.。
乗物を表すデ格の名詞は移動動詞と組み合わさると、道具の性質から派生し
て動作主の移動の手段を表す。この場合、中国語では介詞に転じず、動詞の形
のままで用いられる。即ち、動賓構造で表すのである。
乗物を表すデ格の名詞と動詞との組み合わせは、対応する中国語の動詞の形
では、“骑”“坐”“搭”“搭乘”“乘坐”“开”（すべて「乗る」の意味）などの
様々な表現がある。基本的な区別は下記のようにまとめられる。
（1）「馬」・「オートバイ」・「自転車」のようなまたがる姿勢をとって乗物に
乗る場合、中国語では動詞の“骑”（乗る）を用いる。
（2）自分が船を漕ぐ場合は、“划”と言う。
（3）主語で表される人が自分で運転しない場合は、“搭新干线”（新幹線
で）、“搭国内线”（国内線で）のように動詞“搭”“搭乘”“坐”を用い
る。
（4）動作主が自分で運転する場合は、“开车出去旅游”の動詞“开”（運転
する）を用いる。
例(1.22a)(1.22b)では、同じ「車で」という表現が用いられるが、運転す
る人間が主語であるかどうかは、前後の文脈を読まなければ分からない。しか
し、中国語の場合では、自分が運転するかどうかは、中国語訳文を見れば分か
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る。
一方、下例(1.23)～(1.25)のように、乗物がその本来の機能ではなく、一般
的な道具の役割を果たすことがある。例(1.23)(1.24)は一般的な道具を表し、
例(1.25)は本来の道具＝乗物としてではなく、いわゆる「走る凶器」としての
面が出てくることになる。車で主語が被害を受けた場合、中国語では受身文に
用いる介詞“被”があらわれやすい。
(1.23) 愛車で送る。（ロ152）
対訳：用我的爱车送你。
(1.24) 車椅子で踊って楽しいと思います？（ビュ11）
対訳：你觉得坐轮椅跳舞会好玩吗？
(1.25) これは八千代からの依頼であるし､自動車でひっかけたという縁故も
あるので､何とかしてやらねばならぬ｡（あした来る人）
対訳：这是八千代之托，二来又有被自己车撞过的因缘，要想点办法才
是。
３．身体部分の結びつき
道具の定義についてはすでに宮島（2005）のものを挙げた。奥田も宮島も身体部
分を道具の枠に含めてはいない。両者の扱っていない身体部分を表すデ格の名詞
を、小論では物＝道具の延長と（あるいは出発点として）し、ここで、身体部分につい
て一項目を設ける。
「刀で人を殺す」、「フライパンで料理を作る」の「刀」・「フライパン」のようなモノが道
具としてある目的に使われ、具体的な道具性を鮮明に表す一方、「頭」「舌」「指」など
のような身体部分はモノではないが、ある目的のために、臨時的な道具として使われ
る、モノのような道具の性質を持っている。つまり、人体部位もモノの延長線とし、道具
の性質を有すると考えられる。
身体部分の定義においては、日本語表現研究会（1995）、講談社辞典局（2000）、
東郷（2003）はそれぞれの焦点が異なる。本稿ではこの三者の身体部分の定義を参
考にし、次のように定義づける。身体部分とは「人」という全体部分も含め、その付属
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的な部位（「頭」・「手」など）・「分泌物」・「排泄物」（「汗」・「涙」など）・「構成物」
（「骨」・「肉」など）などをいう。さらに「心」・「情」などの精神面も含まれる。なお、動物
の体に固有のものの一部（牙・角・嘴）も含まれる。なお、「人体部分」は「身体部分」
の一部であり、人体以外の生き物の身体部分（例：猫の背中）も物の一部（例：ナイフ
の背）もこの枠に入れておく。
下記の例文(1.26)(1.27)のように身体部分として道具の役割を果たし、例(1.27)
は「自分の手」の「手」は身体部分を表すが、「仕事をする腕前や、何かをする能力」
を指し、「手」の比喩表現であり、少し特殊な例と言える。さらに例(1.28)のように「あ
なた」体全体は道具として用いられる。
(1.26) （略）手を動かし続けながら、頭で土を押した。（土80）
対訳：（略）一面继续挥动双手，一面用头推开泥土。（土81）
(1.27) 自分の手で、自分の実力で人生を切り拓こうとしていることだけは、
強く感じ取っていた。（ロ330）
対訳：他以自己的双手，自己的实力，努力去拓展人生这一点。
(1.28) あなたで試してみていいですか？（ロ257）
対訳：可以借你来比吗？
身体部分として表すデ格は今まで述べてきたように道具性を持つ。この場合、
中国語と対応する介詞は“用”“以”である。時には、処置される物を強調し、
処置式の“把”構文が出てくる。
また、下記の例文のように介詞を介入するのが任意である場合も少なくない。
(1.29) そして彼は片手で食べる真似をした。（深327）
対訳：他用一只手做出吃的动作。（深267）
(1.30) （略）運転手は片手でノブのこわれかかったドアを押えた。（深327）
対訳：（略）司机一只手还得压住把手已坏的车门。（深267）
道具としての身体部分に中国語で介詞を用いることは任意であるが、「フラ
イパン」や「刀」など身体部分ではない通常の道具を手段に用いる場合は、介
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詞を用いなければ、非文になる。例えば「彼はフライパンで料理を作る」とい
う文の中国語訳は必ず介詞“用”が必要となり、“他用平底锅做菜”という文
になるが、介詞“用”を省くと、非文となる。
「フライパンで料理を作る（他用平底锅做菜）」の“用”が必要であり、
「彼は手でドアを叩く（他（用）手打门）」の“用”が任意である。なぜ両者
のような違いがあるのか。それは「手」は身体部分であり、体の一部、かつ原
始的な道具を表す、道具性をもつからである。また、「フライパン」は体から
分離可能であり、「手」は体から分離不可能であるからと考えられる。これは、
「分離不可能所有(‘inalienable possession’)」と Fillmore(1968:p.92)が呼
ぶものに相当する。
「抱く」・「握る」・「つっつく」・「たたく」のような「ふれあい動詞」がか
ざられとしてデ格の名詞と組み合わさる場合、デ格の代わりにニ格を用いるこ
とが出来る。例(1.36)(1.37)はこのことを表す。この場合、「に格の使い方の
ふるくささから、表現＝文体論的なニュアンスがかけている。（中略）ここで
はに格の名詞は機能的に手段＝対象をしめしているだけではなく、空間＝対象
としてもはたらいているからである」と奥田（1960:pp.179-180）が述べてい
る。このようなデ格が道具を表す際に、道具＝空間を表すニ格に交替できる場
合は、そのデ格が身体部分である場合が多い。
(1.31) 自分の身体を両手でしっかりと抱いていた。（い220）
対訳：妳苍白的嘴唇不停地颤抖，双手紧紧抱着自己的身体。
(1.32) おれはこの時気がついて見たら、両手で自分の袂を握ってる。（坊ち
たもと
ゃん (原文)）
这対訳：我 时才发觉两只手正抓着自己的袖子。（哥儿（3）(訳文)）
身体部位の上（頭）から下（つま先）までのデ格の名詞は動詞と組み合わさ
ると、モノを表す道具と同様の機能を果たす。また、同じ身体部分の名詞がデ
格の形をとって動詞と組み合わさって道具の意味を表すこともあるが、その場
合はこの道具の持つ抽象的な面から捉えなければならない。次頁の例文では、
「耳でつかむ」は実際に耳を使って文章のリズムをつかむのではなく、耳の本
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来の機能－聴覚でリズムをつかむわけである。また、「目で追う」も同じく、
目の「表情」「目つき」「眼差し」で人、物などを見るのである。このような
身体部分として道具を表すデ格は、その具体名詞の表面の意味を捉えるのでは
なく、その名詞の抽象的な意味から捉える場合が、身体部分を表すデ格では少
なくない。
(1.33) (略)文章のリズムを耳でつかんでしまえば、(略)（博105）
対訳：(略)用耳朵抓住句子的节奏，(略) (博102)
(1.34) VIP が英語で答えると、年長の男が若い男を目で促した。（二15）
対訳：VIP 用英语回答时、一旁较年長的男子以眼神催促着年轻男子。
（二15）
下記の例文の日本語では、身体部分を表すデ格の具体名詞が道具として使わ
れているが、中国語の訳文から見れば、身体部分は翻訳されず、その身体部分
の持つ本来の機能は動作主の動作で表わされ。例えば、眼、耳、足、手の持つ
本来の機能はそれぞれ「見る」「聞く」「走る、歩く」「持つ」である。
逆に例(1.35)のような中国語訳は“以眼睛”（眼で）と翻訳すると、やや蛇
足を加えるように思われる。
(1.35) 彼女は眼で火葬場を探した。（深342）
対訳：她以眼睛搜寻火葬场（深278）
(1.36) 目で見るとってことよ。（ロ6）
対訳：就是用看的嘛！
(1.37) 耳で聞けば空耳ってことありますもんね。（ロ6）
対訳：用听的有时候会以为是幻觉。
(1.38) 同じように振り返った亮介の目にも、眼前に並ぶ倉庫のあいだに見える対岸
のお台場まで足で歩いていけるような気がする。（東59）
対訳：亮介也跟着回头一望。在并排仓库的缝隙之间所看到的对岸台场，
仿佛用走的就能抵达似的。（東67）
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前頁の用例(1.36)～(1.38)ではデ格の名詞に対応して中国語の介詞構造
“用”が用いられ、また、その身体部分そのものは示されず、それぞれの器官
が本来果たす機能だけを表し、“用看的”、“用听的”、“用走的”のように表現
される。道具性、手段性からも離れていっそう、抽象的な面があらわれる。
さらに、下記のようにデ格の名詞と全く対応しておらず、中国語では「動補文構造」
の形で表す場合もある。
(1.39) 亮介はゆうこのからだを腕で押しのけ、鰤と焼き海苔もコタツへ運んだ。（東6
3）
対訳：亮介把悠子推到一边，将青甘鱼和烤海苔也一起端到暖桌上。（東7
2）
(1.40) ただ、あの埠頭に自分の足で立ったことはない。（東125）
対訳：虽然自己从来没有去过那个码头，（略）（東140）
例（1.39）（1.40）はそれぞれの動詞は“推”“去”であり、“到”“过”の
ような結果補語が後ろにつき、「動補文構造」の形になる。日本語では「腕で押
す」「足で立つ」の「腕」・「足」は必ずデ格と同時にあらわれるが、中国語で
は身体部分を表さず、その身体部分の果たす機能、例えば「手」は「持つ／押
す」、「足」は「立つ」・「歩く」・「走る」つまり、動詞のみ表す場合が多い。こ
れと似ている観点が英語でもある。
通常特定の種類の実体とかかわる出来事を示す動詞がその結果、その実体を表
現しない場合は、通例の状況を意味していると解釈してもよい。 Fillmore(1968:pp.
373-393)は「 slap 〈平手で打つ〉という行為は平手で行われ、 kick 〈ける〉という行為
は足で、 kiss 〈接吻する〉という行為は唇で行われる、ということは普通はっきりして
いるので、このような身体部分の名詞と動詞との結びつきは英語の話し手がこれらに
ついて特に言うことがなければ、表現する必要はないと主張している。例えばその身
体部分の名詞にはなんらかの連体修飾語がついたとき、「 He slapped me in the
face with his muddy left hand 」〈彼は泥だらけの左手で私の顔を叩いた〉のよう
には言うかもしれないが、「 He slapped me in the face with his hand 」〈彼は手
で私の顔を叩いた〉のようには言わない。また、「 spank 」〈（尻などを）ぴしゃりと打
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つ〉の動詞が「行為の目標」（すなわち「対象物」）を明示する必要はめったにな
いことについては(Fillmore1970:pp.109-137)もつけ加え、示唆をあたえる。
奥田(1967:p.329)が述べるように「手つき」「手ぎわ」「足どり」などのような
状態性の抽象名詞は、なんらかの修飾を伴って、状態規定のむすびつきをつく
る」ことが認められる。例えば、「真剣な表情で何かを見ていた」、「奇妙な手
つきで、何かを表現しようとしていた」の「表情」「手つき」の前には必ず
「真剣な」「奇妙な」のような修飾語がついている。
しかし、下記の例文に見られるように、「目つき」「手つき」などの状態性
の抽象名詞は、何らかの修飾を伴わず、同じ様態の結びつきをつくることもあ
りうる。規定性（連体修飾語）＝様態性の状語としての性格が薄くなっている
一方、手段・方法を表す面が強くあらわれているように思われる。
(1.41) 対訳：かれらはひそひそ話や、目つきで、胸のうちを伝えあっていた。
（輝ける道 (訳文)）
原文：他们小声嘀咕着，或是用眼神互相传着心里的话。（金光大道(原
文)）
このような修飾成分を伴わないデ格において中国語と対応するものは、“用”も
しくは“以”である。このような場合から見ると、方法を表す意味が強く感じられる。
しかし、顔から表す表情「ほほえみ」のような名詞がデ格の形をとって、動
詞と組み合わされば、完全に様態の解釈が生ずる。しかし、身体部分の名詞が
また残りながら、「横目」「早足」「笑顔」のような語構成の名詞は道具と様態
の意味が半々に分かれ、道具を表すか、様態を表すかが、曖昧になる。ここで
は道具性を保ちつつも、様態性の意味が展開されているように思われる。
(1.42) 心からホッとした顔をする理得に、ユーリはほほえみでこたえる。
（二74）
(1.43) 車を走らせながら、南は横目でチラリと見た。（ロ157）
(1.44) （略）外務所の建物から早足で出てきた。（二33）
(1.45) 「いらっしゃい」タクミが笑顔で上がってきた。（ビュ156）
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３．１．身体部分＝空間の結びつき
「天道虫は手の甲で這っている」(作例)において、デ格の名詞「手の甲で」は場所・
空間を表すが、下記の用例のデ格は道具も空間も表すことができる。
(1.46) 彼等は本を読み、人の話を聞き、頭で考えて、社会と革命とを手探りしてい
るのだった。（青春の蹉跌 (原文)）
他们只是读书，听人家议论，用头脑考虑问题，探索着社会和革命问题。
（青春的蹉跌(訳文)）
(1.47) 少年の頭で理解できるだけのことについては、私も金閣に通暁していた。
（金閣寺 (原文)）
有关金阁的常识，凡是少年头脑中能理解的，我都已烂熟于心，（略）
（金阁寺(訳文)）
(1.48) 博士はフォークの背で果肉をつぶし、（略）（博189）
対訳：博士用叉子压着果肉，（略）(博181)
(1.49) 同じ方向へ顔を向けた市井も、亮介のからだで風を凌ぎながら声を上げる。
（東57）
対訳：一直躲在亮介的身后，借此抵挡寒风的市井也发出了一声惊叹。
（東65）
中国語の訳文から見れば、このデ格は道具のみならず、空間性も表される。
さらに、空間性－「在亮介的身后」と道具性－「借此」（亮介のからだを使って）とも
使ってしまい、「亮介のからだで」のデ格は二つの機能にまたがっていることがはっき
り分かる。
(1.50) 心と心でちゃんと繫がることのできる相手の前に、これまで心を隠していた自
分が情けなかった。（東248）
対訳：在心灵契合的伴侣前，一直将内心隐藏到今天的自己显得如此不
堪；（略）（東273）
仮訳：面对能够对人以心相待的人，我为自己隐藏感情而感到惭愧，
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（略）
「《で格》の名詞は、ときとしては道具をあらわす対象語でもありうるし、ときとしては
空間をあらわす状況語でもありうる。この事実からこの機能的にことなる、ふたつの《で
格》を形態論的にくべつすることはしない」と奥田(1975:p.63)が述べている。「心と心
でちゃんと繫がることのできる相手の前に」の場合の日本語も中国語も同じく、「心」は
道具も空間も表している。
３．２．身体部分としての道具＝原因の結びつき
「涙」・「汗」・「乳」のような身体から出る分泌物も身体部分の枠に含まれ
る。このような液体の身体部分の名詞がデ格の形をとって動詞との組み合わさ
ると、道具と同じく機能する。下記の例文のように「あの女は涙で男を騙す」
の「涙」は身体部分として道具性が強く感じられる。しかし、例(1.51)は道具
性を表すほか、原因性もあらわれる。
(1.51) 佑司は満腹になってもなお噴き出してくる母親の乳で顔を濡らした。
（い233）
４．原料・材料の結びつき
山口（1985）を参考にした上、原料の定義を次のように下す。
すなわち、原料とは製品を製造したり、加工したりするときのもととなる素
材で、製品になったときにその性質が製品に残っていない物である。また、材
料は原料より範囲が広く、材料とはそれに手を加えて物をつくりだすもとにな
る具体的な物や、研究・調査の結論を出すもとになる資料・データ、または作
文や芸術作品の題材などの抽象的な物も、すべて材料の範囲に含める。
材料と原料との最も異なる点は、ある物で作った生産物の性質が変わらない
場合はそのある物を材料という。この定義に従えば、例えば、「机は木で作っ
た」の「木」は材料である。「葡萄でワインを作る」の「葡萄」は原料である。
奥田（1967:pp.327-328）では、「つくる」・「こしらえる」・「できる」のよう
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な生産動詞、生産性を意味する具体的な他動詞（「にる」・「たく」・「ぬう」）
がデ格の具体名詞と組み合わさると、かざりは原料、材料をしめすことができ
るとして、原料と材料を区別しない。しかし、材料の結びつきと原料の結びつ
きとは一般的に区別されている。そしてしばしば、英語の be made from（原
料）と be made of（材料）が引き合いに出され、日本語でも原料の結びつき
は「～カラつくる」のようにカラ格があらわれる。また、渡辺(1966:p.378)は、
動詞によって原料・材料が分かれ、「「作る」「出来る」「成る」などの動詞と
結びつくかざり名詞は原料または材料をあらわしている。「作る」の場合は主
として原料を、「成る」の場合には例外なく材料（または構成要素）を、「で
きる」は双方に用いられる」と述べる。
そこで、どちらもデ格で表すことができるが、材料のほうはカラ格へと置き
換えにくいことを考慮して、本稿では、それぞれ原料の結びつきと材料の結び
つきを、以下の２項目に分類する。
（１）原料の結びつき
「米で酒をつくる」「葡萄でワインを作る」のような例文は「米」「葡萄」は
農作物の一種であるが、醸造の過程を通して米の本来の形や味などと異なる。
デ格の名詞が「つくる」・「作り出す」・「こしらえる」・「できる」・「醸造す
る」のような生産動詞と組み合わさると、かざりの名詞は原料・材料を示し、
原料・材料の結びつきをつくることができる。
(1.52) 米で酒をつくる。（岩波国語805）
対訳：用米做酒。
(1.53) パルプで紙をこしらえる。（新時代1691）
対訳：用纸浆造纸。
上記の文型は「（原料）で（生産物）を作る」であるが、この文型を「（生
産物）は（原料）で／から作る」に換えられる。材料を使って作り出した生産
物の本質が材料の本質と変わらない場合は単にデ格で表すが、逆にその生産物
の本質が材料の本質と変わるとすればカラ格にも入れ換えができる(注７)。
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(1.54) 「日本酒はこめでつくる」（高橋2005:p.39））
仮訳：日本酒是用米做成的。
仮訳：日本酒是由米做成的。
この場合の中国語では、原料・材料を表すデ格に対応する介詞には“用”
“由”を用いる。“用”を用いる場合は、単に材料・原料を使い、生産物を作
り出す。
上記の例文は文型が異なるが、意味が変わらない。「日本酒は米でつくる」
を「日本酒は米からつくる」に置き換えられる。また、「米で酒をつくる」を
「米から酒をつくる」に換えられる。格の位置は極めて自由である。中国語で
は介詞の位置はこのように自由に置くことができない。例（1.54）は生産物－
“日本酒”が主語の場合は介詞“用”も“由”も両方が用いられる。しかし、
（1.52）の場合では、原料－“米”が主語の場合は介詞“由”は用いることが
できない。この場合の“由”は、原料の原点と、生産の過程の変化を重んじて
いるというニュアンスが含まれると考えられる。
生産物が主語とされる場合、材料・原料を示す“用”や“由”を用い、常に
“是～的”構文(注８)の形になる傾向がある。即ち「生産物＋“是”＋“由”／
“用”＋材料・原料＋動詞＋“成”＋“的”」の文型である。この場合は動詞
の後ろに結果補語“成”の助けが必要になる。
（２）材料の結びつき
材料の定義はすでに述べたが、本稿では具体的な物の素材や抽象的なデータ
の資料などをすべて材料の枠に含める。また物を作る具体的な材料はさらに主
要材料と副材料に便宜上分けることができる。例（1.55）と（1.56）は前者の、
例（1.57）～（1.59）は後者の用例である。
Ａ．主要材料の結びつき
主要材料とは文字通り、ある生産物にとっては主として用いられる材料を指
す。すなわち、その材料は生産物には欠かせない存在である。例（1.55）は紙
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と木は飛行機を作る主要材料とし、紙と木がないと、飛行機をつくることが成
り立たない。つまり、紙と木は飛行機の必須のものである。例（1.57）は「焼
酎は水で割る」は「水」がなくても焼酎がそのまま飲める。「水」は焼酎に対
して任意的な存在である。
(1.55) 次はオムルが紙と木で作った飛行機。（二213）
対訳:接着是欧姆尔用纸和木头做成的飞机，（略）（二214）
(1.56) 煎餅は米でできたクラッカーなどと英語でいわれています（日243）
対訳：虽然从英语的字义来看，煎饼是指用米做成的饼干，（略）
Ｂ．副材料の結びつき
奥田（1967:p.325）ではデ格の具体名詞のつくる「もっとも典型的なむすび
つきな対象的なむすびつき」の例文の中に、「おしぼりでこする」「ひしゃく
でのむ」のような道具名詞のあらわれるものともに「たらの白身を昆布でゆっ
くり炊いた」のようなものが含まれている。しかし、「たらの白身を昆布でゆ
っくり炊いた」は「フライパンでいためる」と比べると明らかな違いがあり、
奥田(1967:p.325)の言う「動作の手段」的な面があるとしても、それだけでな
く、材料的な側面をも持っている。このような「副材料」を表す名詞がデ格で
表れる例は、食材を中心として一定の数の用例がでてくる。
本稿ではそれに一節を与えて、「副材料の結びつき」としておく。副材料の
結びつきの場合は、デ格をカラ格へと置き換えることができないようである。
(1.57) 焼酎はお湯か水で割って飲むのが一般的です。（日267）
対訳：一般喝烧酎时，都先以热水或冷水稀释。
(1.58) たらの白身を昆布でゆっくり炊いたものが食べたい。（文134）
対訳：用白昆布慢熬出来的清炖鳕鱼。
(1.59) 現在でいう千羽鶴は、折り紙の鶴をひもで通したものを意味します。
（日241）
対訳：現在所説的千羽鶴、則是用線穿過一千隻用紙折成的紙鶴。
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上記の例文は付加性の副材料と見なす。しかし、このような副材料も必須か
任意かの二種類に分かれる。例(1.57)のように「お湯」・「水」は焼酎の材料
ではないが、副次的な存在とし、たとえ欠けてもその生産物に影響を与えない。
付加性を表す材料の結びつきのデ格は中国語に対応する介詞の“用”“以”で
ある。「折り紙の鶴をひもで通す」では、鶴を通す道具である紐が千羽鶴の構
成要素の一つになっているとも考えられ、道具＝材料の連続性が示されている。
同じように、「石鹸でみがく」は「タワシでこする」と異なり、純粋な道具と
は言えず、材料的な面がからんでいるようである。
一般的に言えば、原料・材料を示すのにデ格が用いられるが、原料・材料か
ら製品への変化を強調した表現、つまり原料・材料と製品との性質が異なる場
合は、カラ格で表す場合もある。例えば、「この木の枝から美しい和紙ができ
ます」(益岡1987:p.42)の「から」は「で」に置換えても差し障えない。また、
山梨(1995:pp.56-57)も原料、材料を問わずデ格もカラ格も使えるが、ただし、
両者の重んじる点が異なると主張している。デ格は「手段」を、カラ格は出発
点→到達点、素材→生産物のようなある物を新たなある物へ展開するという
「出発点、起点」を重んじるという。山梨はこのことを下図のように説明して
いる。
〈から〉
■ ………………→ ◎
（X） （Y）
―――――――――――
〈出発点〉 〈到達点〉
〈素材〉 〈生産物〉 (山梨1995:p.56)
なお、格の相互移行する現象は材料と生産物との間にも存在している。構造
の違いによって重んじられる点も異なる。奥田(1960,1976)と木村(2000)を認
知言語学的な観点からまとめれば、次頁に表のようになる。そこに示されたと
おり二類に分けられ、連語の構造が異なるが、意味は変わらない。
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材料デ生産物ヲV 材料ヲ生産物ニV
例 お米で御飯を炊く お米を御飯に炊く
文 毛糸でセーターを編む 毛糸をセーターに編む
奥田 生産的な活動を示す 対象に状態の変化を引き起こすことを示す
(1960, 働き掛けを受けて、 働き掛けて変化をする物＝直接対象
1976) 新しく作り出される物＝直接対象 ヲ格の名詞＝働き掛けを受ける対象
デ格の名詞＝原料 ニ格の名詞＝生産物
ヲ格の名詞＝生産物
つくりだしの結びつき もようがえの結びつき
動詞：つくりだし動詞 動詞：もようがえ動詞
木村 材料明示 生産物明示
(2000) 材料が有標 材料が無標
生産物が無標 生産物が有標
動作の局面 動作と変化の局面の双方
「炊く」・「編む」・「ほる」のような生産性をもつ動詞は、生産物を対格や与
格にとる生産動詞であって、このような「格の相互移行」を支配することがで
きるのである(奥田1960-72)。
４．１．材料＝構成要素の結びつき
構成要素（材料）を示す場合は、要素そのものは形も変わらず、それがいく
つか集って別のものを組み立てている状態であり、数を示すかざりで複数が示
されることが多い。構成要素は成り立つ物や存在にとって必要なパーツ(part)
であり、「米」・「竹」のような具体的な原料・材料ではないが、原料・材料と
同様の役割を果たし、材料の延長と言っても過言ではない。存在物が構成要素
としてモノに限られたことではなく、ヒトの集まりや、形のある物もあれば形
のない物もある。また具体的なものもあれば、抽象的なものもある。
「ものを構成する要素は、動作表現においてはデで、状態表現においてはカ
ラで表される」と益岡（1987:p.42）が述べている。すなわち、この要素とし
て存在する名詞がデ格の形をとって「組み立てる」・「成り立つ」「組織す
る」・「構成する」・「成立する」のような生産性に近い動詞と組み合わさると、
原料・材料の結びつきの場合と同様、デ格をカラ格にも換えることができる(注
９)。
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(1.60) みずは酸素と水素でできている。（高橋2005:p.39）
仮訳:水是由氧和氢构成/组成的。
(1.61) この世界は人間ひとりひとりで構成されているんだ。（五体不満足）
対訳：这活生生的世界是由一个一个的人组成的，（略）
(1.62) 人は精神と肉体で成っているわけですから、(略)
(peap.kumanichi.com/mental/umeda/24.htm - 14k)
上記の例文を見ると「組織する」・「成り立つ」のような動詞は生産性を表
し、これらの動詞を修飾する構成要素を表すデ格の名詞は常にカラ格に置き換
えられる(注10)。この場合、デ格と対応する中国語の介詞は“用”であり、カラ
格と対応する介詞は“由”である、“用”と“由”との差異は“用”は構成要
素としての名詞が具体化され、それに対して“由”はその構成要素の由来を示
し、道具の意味が薄くなり、抽象化するというニュアンスが出てくる。“由”
（カラ）は介詞として「事物を構成する成分、材料などを導き、後ろに来る動
组詞は“ 成”，“构成”，“形成”などであることが多い」(注11)。これらの動詞か
ら見れば、その中の要素より、むしろ動作の成り立つ過程が重視されていると
考えられる。
４．２．材料＝充満＝内容の結びつき
「メモで覆われている」の「メモ」のような材料を表すデ格の名詞と組み合
わさって、充満の意味を表し「材料＝充満＝内容の結びつき」をつくることが
できる。デ格の名詞は物名詞、人名詞、抽象名詞などを含んでいる。デ格のか
ざりは何らかの物を満たす材料（要素・中身）を示す。このような充満の意味
を表す動詞には「みたす」・「うずめる」・「うずまる」・「うめる」・「おぎな
う」・「ふくらます」・「ふくらむ」・「詰める」・「にぎわう」・「あふれる」・「混
雑する」・「塞がる」・「いっぱいになる／する」などがある。
なお、「覆われる」・「あふれる」・「みちる」などはニ格になりやすい(注12)。
デ格の名詞が充満の意味を表す場合もニ格の場合と同様と言える。奥田（196
2:p.309）の「に格の名詞と動詞とのくみあわせ」にはこの結びつきが道具の
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結びつきから派生し、動詞で示される状態をその内容の側面から具体化するこ
とが指摘されている。
(1.63) (略)その身体がメモで覆われていても、彼女の笑顔は曇らなかった。
（博125）
対訳：虽然身上贴满纸条，却丝毫没有影响她满脸的笑容。(博120)
(1.64) 店内はその8割ほどが客で埋まっていた。（い46）
対訳：店里坐满了八成的客人。
(1.65) 彼は自分を知識で満たし､（略）（轮椅上的梦）
原文：他要用丰富的知识来充实自己，（略）
(1.66) 流蘇はそれらをあかりで満たさずにはいられない｡（倾城之恋）
原文：（略）她不能不用灯光来装满它。
上記の例文の中国語訳は二つの文型に分けられる。一つは道具を表す介詞
“用”を用いる文である。もう一つは「存現文(注13)」の形である。例(1.63)(1.
64)のように主語が空間や場所であるときは中国語では存現文の形で表す。存
現文を表す場合は動詞の後ろに結果補語“满”（「みたす」・「いっぱいになる
／する」）があらわれる。
４．３．材料＝判断の結びつき
デ格の名詞は思考活動を示す心理動詞と組み合わさると判断・想像の結びつ
きをつくることができる。デ格の名詞はかざられ動詞で示される判断・想像の
拠りどころ、根拠や材料などを示す。思考活動を示す心理動詞は「想像す
る」・「感じる」・「わかる」・「判断する」・「推量する」・「推測する」・「見わけ
る」などがある。かざり名詞「表情」・「顔色」・「歩き方」などは具体名詞に
せよ、抽象名詞にせよ、具体的に感覚でとらえられるものが多く、それらは対
象の一定の側面を表している。名詞でない場合には、例(1.69)のように、形式
名詞の「こと」の手続きを受け、具体化される必要がある。それらはかざられ
動詞で示される判断・想像の根拠・材料を示し、対象的な結びつきをつくる。
このような材料を表すのはデ格であるが、かざられ動詞が心理・思考動詞を取
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る表現において、想像・判断の材料や出どころ（起点）として表される場合に、
カラ格を取る場合もある。
(1.67) 相手も顔色で八卦を立ててみる。（我112）
対訳：藉对方的脸色来推测以下
(1.68) 歩き方でわかったのである。（金閣寺）
対訳：从走路的步子就认出是他了。
(1.69) 私は一新と結婚した｡幸せは比較することで理解し、味わうほかない
ものだ｡（人啊，人）
原文：我和一新结了婚。幸福只能从比较中去理解和体味。
判断の根拠、材料を表すデ格の名詞は、このような思考動詞をとる表現にお
いてはデ格の代わりにカラ格に置き換えることもできる(注14)。このカラ格と対
応する中国語の介詞は“从”である。または、介詞でなく動詞の“藉”（たよ
る）と対応することもある。“从”（から）を使う場合はその判断の根拠の出
どころを強調する意図が見え、“藉”（たよる、～に基づいて）の場合はその
根拠にたよって判断する意味を表す。
５．言語活動を表す結びつき
言語活動を示す動詞(「言う」・「話す」・「しゃべる」)、あるいは認知活動
の動詞（「知る」・「調べる」・「みる」）が日本語のデ格の名詞と組み合わさる
と、その種の心理活動の手段を示す結びつきができる。デ格の名詞は原則とし
て物を表すクラスであるため、奥田のいうように「手段＝対象」を示している。
この場合、中国語は言語活動の結びつきは手段を表すような性質が強く見ら
れるが、認知活動の結びつきはその性質を失い、情報の出どころの意味へと偏
る。奥田（1967）は言語活動の手段＝対象を表す結びつきと認知活動の手段＝
対象を表す結びつきとを同じ項の中にまとめている。組み合わさる動詞も「み
る」「よむ」など両者に共通しているものもある。しかし、その場合も言語活
動を示す場合と認知を示す場合とは意味的に区別され、動詞項目もすべてが重
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なるわけではない。また、中国語の場合、上に示したように両者の結びつきに
違いが出てくると思われることも、日本語で両者を区別する際に参考になる。
奥田は同じ項にまとめているとは言え、本稿ではその扱いをもう一歩進めて、
用例を挙げるときも、この二つの結びつきを区別することにする。
５．１．言語活動の手段を表す結びつき
言語活動の動詞がデ格の名詞と組み合わさると、言語活動の手段を示す結び
つきができる。例えば「わかったらはがきでしらせてください」の中で「知ら
せてください」は通達という言語活動の一つで、「はがきで」のデ格は具体物
を示す物名詞であり、その言語活動を行うために使用する手段＝対象である。
このような手段を表すデ格の名詞について、道具の対象語の説明の中で、述
語のしめす動きがなりたつために義務的なものではないと鈴木(1972)は主張し
ている。言語外の現実のレベルでデ格の名詞を表す原料のことを考えると、
「日本酒は米で作る」の「米」は「日本酒」の必須原料であるという面がある。
しかし、上の例に対応する言語外の現実を考えると、「知らせる」という動作
をする場合は、「はがきで」でなくても構わず、または「はがき」以外の対象
語を使い、「電話で」などの手段を使っても「知らせる」ということが成り立
つ。このように言えるとすれば、言語活動の手段、あるいは一般に手段を表す
デ格の名詞は、動詞から見ての必須度は高くないようである。
言語活動を示す動詞には「言う」・「しゃべる」・「述べる」・「告げる」・「訴
える」・「語る」・「おっしゃる」・「伝える」・「教える」・「書く」・「話す」・「き
く」・「説明する」・「よぶ」・「よむ」などがある。
デ格のかざり名詞に「英語で」のように物名詞でない意味クラスの名詞がき
た場合も、言語活動の手段を表しているようであるが、これらは「電話で英語
で話す」、「手紙でひとことで説明する」のように手段＝対象のデ格と抵抗な
く重ねて使うことができる。「英語で話す」は手段の意味があるとしても「英
語を話す」との言い換えが成り立つ点で、手段＝内容的である。
(1.70) a.若い方の男が英語で話しかける。（二15）
対訳：年軽的男子用英語向他寒暄。
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b.ロシア語で話しなさい。（二77）
対訳：说俄语。（二75）
(1.71) ｢嫁｣が父親に息子が帰省しないと手紙で伝えた｡（人啊，人）
原文：“儿媳”把儿子不回乡探亲的事情写信告诉了父亲。
(1.72) a.翌朝。杉崎は電話で雑誌の担当編集者と打ち合わせをしていた。
（ロ203）
対訳：翌日早上，杉崎正用电话和杂志的责任编辑沟通。
b.電話で涼子とデートの約束をしながら、瀬名は本当に幸せだった。
（ロ126）
対訳：濑名兴奋地打电话给凉子，敲着下次约会的时间。
c.さっき電話で言うの忘れたと思って。（ビュ36）
対訳：刚刚电话里忘了告诉你（略）
日本語のデ格の名詞と言語活動を表す動詞とが組み合わさり、言語活動の手
段を表す結びつきに対応する中国語の介詞は“用”である。「ナニナニ語で言
う」場合は強調しない限り、介詞“用”があらわれず、動詞“说”“讲”で、
すなわち「動賓構造」（動目構造とも言う）の形で、表現される。
「手紙で伝える」と「電話で約束する」のような場合は、介詞“用”を用い
ることもあれば、動詞で表すこともある。ただし、「日本語で電話で用件を教
える」の場合は、介詞を重ねて“用日语用电话交代事情”のようには言わず、
介詞が重ならないよう、“用日语打电话交代事情”の形になる。
また、例えば「英語を教える」と「英語で教える」とは日本語では構造も意
味も異なるが、中国語では両者を“教英文”に訳すことが可能であり、文脈や
状況が分からないとどちらかが判断できない。しかし、「英語で歴史を教え
る」とする場合は「動賓構造」にならず、必ず手段を表す“用”を加えなけれ
ば文が成り立たない。例(1.72c)の「電話」は道具性が薄くなりつつ、空間性
があらわれると考えられる。
５．２． 認知活動を表す結びつき
「よむ」・「みる」・「きく」・「知る」のような認知活動を示す動詞はデ格の
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名詞と組み合わさると、デ格の名詞はこれらの動詞で示される知識、情報の出
どころを示す。この項目のデ格の名詞は上記の「言語活動の結びつき」のデ格
の名詞と性質が異なる。
すなわち、「ラジオ」・「テレビ」・「新聞」・「雑誌」・「広告」は殆どマスコミ
ュニケーションに関わる宣伝情報である。前述の「言語活動の結びつき」では
動作主が自ら情報源や言語を表すデ格の名詞を手段として動作を行う。それに
対して、「認知活動の結びつき」では、動作主は言語メディアを表すデ格の名
詞を通して情報を得る受身側の存在である。両者は同じ手段・方法を表す名詞
のデ格であるが、主語の立場が違う。つまり、「言語活動の結びつき」の動作
主は主動的な立場であり、「認知活動の結びつき」の動作主は受動的な立場で
あると言える。
(1.73) a.その中で最も私に印象的だったのは、テレビで時代劇を見たときで
ある。（適応の条件）
対訳：其中，给我印象最深的，是他们在电视 历里看到日本 史剧时的
反应。
b.TV で見て、自動改札の存在そのものは知っていた。（い340）
対訳：我从电视上看过自动剪票机，（略）
(1.74) 外国の雑誌の広告でみたんですが、（略） 钟（ 鼓楼）
原文：我从外文期刊的广告上看到，（略）
(1.75) 昨日僕は新聞で読んだ。（破戒）
対訳：昨天我在报上看到了这个消息。
例文から見れば、デ格の名詞に対応する介詞は“在”あるいは、“从”であ
る。双方とも同じく、情報を得る手段を表すが、前者は情報を得た場所を表す
意味を示すこともあれば、情報を得た範囲を表す意味を示すこともある。また、
前述したように、空間・場所性を持たない物名詞は中国語では方位詞“上”
“里”などの助けを受け、具体化されることが必要である。
一方、“从”は日本語に訳すと、「カラ」の意味である。すなわち、“从”を
用いると、得た情報の出どころの方向性があらわれると言える。
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６．中国語に対応する文構造
デ格の名詞が動詞と組み合わさって対象的な結びつきを作る場合、中国語で
は介詞や動詞のほか、他の様々な構文にも対応する。それを下記のように分類
する。
Ａ．受身文構造
デ格の名詞と動詞とが組み合わさると、受身表現であれば、中国語の受身文
に対応するのは当然である（例(1.76)）。しかし例(1.77)のように介詞“用”
が省略される場合もある。
(1.76) （略）追い出され、揚句の果て、首を折って、死人の担架で運ばれて。
（深345）
対訳：你到处被驱逐，最后连脖子也断了，被用抬死人的担架抬走。
（深281）
(1.77) （略）そう考えただけで鉄鋏で胸が締めつけられるような気持になっ
ペ ンチ
た。（深259）
対訳：（略）光是这么想，就感到胸口有如被铁夹子夹到似地。（深20
8）
さらに、上記の例文の中国語訳を見ると、日本語の文は受身文ではなくても、
対応する中国語の文は受身文になる。つまり、この場合のデ格の名詞と動詞と
の組み合わせでは、中国語では介詞ではなく、文構造まで変わることがわかる。
また、湯(1985:p.81)によれば、「時には「道具格」は「動作主格」に従うの
ではなく、単独で根底にある構造に出現することもある。この時には「道具
格」の名詞句は異なる前置詞をもつ」という(注15)。すなわち、普通「ナニナニ
でナニナニをする」場合には道具を示し、使われる介詞は“用”であるが、
「ナニナニでナニナニされる」という受身文構造に変換し、もしくは動作主が
被害の心情を訴える場合は、中国語の場合、受身文があらわれる傾向が強い。
このときは“用”の代わりに受身文に専用の介詞“被”があらわれる。つまり、
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ここでの“被”は道具格を表す“用”と同じ役割を果たす。
(1.78) ルートが包丁で怪我をしたのだ。（博90）
対訳：根号不小心被刀子割到手。(博87)
(1.79) 彼はふとした不注意から鎌で切り傷をこしらえてしまった。（北京28
9）
対訳：他一不小心给镰刀划了个口子。
中国語では「道具格」を表す“用”は常に「動作主格」の次にあらわれる
が、文の中にもう一つの文構造（受身文）が生ずる場合は、“用”の代わりに
受身文構造の介詞“被”に入れ替えられ、「道具格」の“用”が存在するか否
かは任意となるのである。例(1.79)の“给”は“被”と同じ役割を果たす。
Ｂ．道具を表すデ格の名詞の省略
道具を表すデ格の名詞が動詞と組み合わさったとき、中国語の道具を表す
“用”などの介詞に対応する。しかし、介詞もその道具の名詞も表れない場合
も多く、その道具を表す動作のもっとも根本的な意味を表すのみである。例え
ば、「ピアノ」・「鋏」・「モップ」のそれぞれのもっとも根本的な役割は「弾
く」・「切る」・「拭く」であって、中国語では道具＝対象物を強調しない限り、
その道具の元々の役割＝動作のままで表現すれば十分となる。
前述したが、英語の動詞「spank」〈（尻などを）ぴしゃりと打つ意〉が「行為の
目標」（すなわち「対象物」）を明示する必要がほとんどないことも、これと
似た観点と言えるだろう(Fillmore1970:pp.109-137を参照)。
(1.80) 倉田はピアノでさわりを弾きだした。（ロ14）
対訳：仓田流畅地弹着这首曲子。
(1.81) 女性客の声に、柊二ははっとして我に返る。鋏で耳に傷をつけてしま
ったのだ。（ビュ274）
対訳：听见女客人一声尖叫，柊二才回过神来，原来是不小心剪到客人
的耳朵了。
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(1.82) 「あのさ」床をモップで拭いていたサトルが顔を上げる。（ビュ169）
対訳：「喂！」擦着地板的阿悟抬起头说。
Ｃ．道具を動作主として表す
「気象庁では台風警報を出した」「ここは私たちで引き受けます」における
デ格は、金田一によればデ格の一つの用法として、「動作の主体を表す」（金
田一1982:p.781）。また「デ」格が表し得る動作の主体は「組織」・「集団」と
して、「複数」を表す場合もある。その他に、「でももし僕で役に立つのなら
また来週も来るよ」（「ノルウェイの森」の例）や「杏子は自分でコースを決
めて､運転手に命じた｡」（「あした来る人」の例）のように「単数」が主体と
なることもある。
しかし、「身体部分の名詞＋デ」は動作の主体を表す用法がないように思わ
れる。すなわち、身体部分を表すデ格の名詞は道具性があらわれ、道具として
あらわれる場合が多い。ヒト名詞と違って人体部分名詞は他のモノ名詞と同じ
く、行為のシ手にはなりえない。その一方、中国語では、英語と同じく(注16)、
動作の主体を表すことがありうる。例えば“你的钥匙开不了我的锁”の“你的
钥匙”と“这支毛笔不能写小字”の“这支毛笔”は、両者とも「主語道具」と
言われる。中国語の主語が道具を表す主述構造の場合、主語は多くの場合すで
に確定したものである。しかし下記の中国語訳文を見れば、主語が確定してい
ない場合も主語として文に出てきたものもある。つまり、定的(definite)、不定
的(indefinite)なものを問わず、主語になりうる。
(1.83) 剃刀で胸に傷をつけ、「左の下の乳を切ろうと思ったが、痛くて切れ
ぬ」という情けなさも、いかにも啄木らしい。（文241）
対訳：剃刀划伤 时胸口 ，「然后想要干脆切开左乳下方，但是痛得切不
动」的无奈，都颇有啄木个人风范。
(1.84) 自分の身体を両手でしっかりと抱いていた。（い220）
対訳：妳苍白的嘴唇不停地颤抖，双手紧紧抱着自己的身体。
道具を表すデ格の名詞を中国語と対応させると、その道具を表す名詞が動作
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主として使われる場合が中国語では多い。湯（1984:p.80）は、「「動作主格」
が出現するときにはたいてい「道具格」が付帯的に出現するということである。
しかしながら時には「動作主格」が明示されず、従って「道具格」だけが表層
構造に出現することがある」と述べている(注17)。言い換えれば、中国語では
“用”＋道具名詞が常に動作主の後ろにあらわれる。もし、動作主が存在しな
い場合は、この道具名詞は格上げになり、表層構造に出現し、動作主格の位置
に移り、動作主の役割を果たすのである。
上記の中国語訳文では、動作主があるとき、“用剃刀（剃刀で）”“用双手
（両手で）”は介詞“用”が介入すると、“双手”は「道具格」となる。一方、
動作主がない場合、この身体部分、“我双手”“这只手指”は「格上げ」され、
「動作主格」になる。つまり、「主語変形」の規定により、「動作主」が存在
するときにはその「動作主」が主語となり、「動作主」が存在しないときには
「道具格」を表す部分が主語となる。
Ｄ．慣用句的な言い回し
日本語では、身体部分の名称を使った慣用句が少なくないようである。「目
で追う」「肩で息をする」「肌で分かる」「鼻で笑う」のような身体部分を表す
慣用表現は、中国語の訳文を見ても、慣用的な表現が多いようである。
(1.85) 臍で茶を沸かす。（新時代1885）
対訳：捧腹大笑。
(1.86) 「（略）」と呟いた佳乃の言葉が、急に肌で分かるような気がした。
（東123）
対訳：突然觉得自己好像可以切身理解她所说的「（略）」的一席话。
（東138）
(1.87) もちろんすぐに、「ないですよ」と鼻で笑ってみせたのだが、（略）
（東173）
対訳：亮介立刻嗤之以鼻地回答：「怎么会。」不过，（略）（東191）
身体部分としての慣用的な表現において用いられるデ格の名詞は、中国語と
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対応する介詞をほとんど失い、同じく慣用的な表現になる。
まとめ
これまでの検討の結果明らかとなった、「対象的な結びつき」と中国語の介
詞および文構造との対応関係は、下表のようにまとめられる。
対象的な結びつき
デ格と動詞との組み合わせ 対応する中国語の介詞
1.道具の結びつき
例：石で殻を割る。 “用”“拿”“以”
対訳：用石头敲开壳, 「動賓構造」
例：手榴弾で自決する。
対訳：以手榴弹自裁。
例：椅子でぶっ叩く。
対訳：摔椅子。
1.1格の交替関係－デ格とニ格
例：液体をビーカーで／に混ぜ合わせる。
1.2格の交替関係―デ格とヲ格
例：山田がぺんきで／を壁にぬった。
1.3道具＝手段－デ格とニ格
例：手鏡に／でかみをそろえる。
1.4道具＝原因を表すデ格
例：包丁で怪我をした。
2.乗物の結びつき
例：白い馬でやってきます。
対訳：骑白马来。
例：新幹線で東京へ行く。 “骑”“坐”“搭”“搭乘”“乘坐”“开”
対訳：搭新干线去东京。 （すべて「乗る」の意味）
例：父子して車で出かける。
おやこ
対訳：父子开车去郊外。
3.身体部分の結びつき
例：頭で土を押した。
対訳：用头推开泥土。 “用”“以”
例：自分の手で、人生を切り拓く。
対訳：以自己的双手，拓展人生。
4.原料・材料の結びつき
例：米で酒をつくる。 用”“以”
対訳：用米做酒。
例：紙と木で作った飛行機。
対訳：用纸和木头 飞做成的 机。
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4.1材料＝構成要素の結びつき
例：みずは酸素と水素でできている。 “由”（主語は生産物）
仮訳:水是由氧和氢构成/组成的。
4.2材料＝充満＝内容の結びつき
対訳：彼は自分を知識で満たす。
原文：他要用丰富的知识来充实自己。 “用”
例：店内は客で埋まっていた。
対訳：店里坐满了客人。 “存現文”
4.3材料＝判断の基準・根拠
例：相手も顔色で八卦を立ててみる。 “藉”“从”
対訳：藉对方的脸色来推测以下
例：歩き方でわかったのである。
対訳：从走路的步子就认出是他了。
5.1言語活動を表す結びつき
例：英語で話しかける。 “用”
対訳：用英語向他寒暄。 「動賓構造」
例：ロシア語で話しなさい。
対訳：说俄语。
5.2認知活動を表す結びつき
例：外国の雑誌の広告でみたんです。
原文：我从外文期刊的广告上看到。 “从”“在” ＋方位詞
例：昨日僕は新聞で読んだ。
対訳：昨天我在报上看到了这个消息。
中国語に対応する文構造
A. 受身文構造
例：ルートが包丁で怪我をしたのだ。 用”
対訳：根号不小心被刀子割到手。 由”（主語は生産物）
B. 道具を表すデ格の名詞の省略
例：倉田はピアノでさわりを弾きだした。
対訳：仓田流畅地弹着这首曲子。 「動詞句」で表す
例：「あのさ」床をモップで拭いていたサトルが顔を上
げる。
対訳：「喂！」擦着地板的阿悟抬起头说。
C. 道具を動作主として表す
例：自分の身体を両手でしっかりと抱いていた。 対応する介詞なし
対訳：妳苍白的嘴唇不停地颤抖，双手紧紧抱着自己的身
体。
D. 慣用句的な言い回し 慣用句表現
例：臍で茶を沸かす。
対訳：捧腹大笑。
- 51 -
二．副詞的な結びつき
「鍋で料理を作る」「油で魚を焼く」のデ格の名詞――「鍋」・「油」――は
「料理を作る」・「魚を焼く」の道具として使われ、道具という意味役割を果
たす。
一方、「啓子は緊張した顔で聞いていた」（深 20）、「佐伯は手探りで電気の
スイッチを入れる」（二 243）のようなデ格の名詞は、以上見てきた例とは異
なり、文の成分として修飾語(注18)の役割を果たし、動作主の動作の様態・様子、
もしくは文全体の状態をも修飾する。様子や方法・手段を表すデ格や服装、ま
たは身につける物などを表すデ格のかざり名詞とかざられ動詞との関係は内的
関係であり（奥田 1962:p.309 を参照）、動作の側面あるいは動作主に関わる現
象を表す。このようなデ格の名詞と動詞との組み合わせを、奥田は「規定的な
むすびつき」と名づけている。
本稿では、このデ格の名詞は副詞として用いられることに着目し、「副詞的
な結びつき」と名づけることにする。
例：子どもたちは、（中略）中には靴をぬいで、はだしで冷たい水の中に
とびこむものもいた。（青春之歌）
上の例文の「はだしで」の「はだし」という「状態性の名詞」は、デ格の形
をとって動詞（とびこむ）と組み合わさると、その動作主が冷たい水の中に飛
び込むのが、どのような様態かを取り出して表している。
かざり名詞がデ格の形をとることによって、後ろのかざられ動詞の表す動作
の側面にあらわれた様態・姿などをどのように分類したらよいだろうか。奥田
（1967:p.328-329）は「状態性の名詞がで格のかたちをとって、動詞とくみあ
わさると、動作の状態を示して、規定的なむすびつきができる」と述べている。
そこで本稿では、奥田の研究、そしてそれ以外の先行研究をも踏まえつつ、
名詞のデ格の形であらわれるこのような副詞的な結びつきについて、改めて考
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察し、下記のように９分類してみた。さらに、この分類に基づき、中国語の介
詞構造との対照研究を進める手がかりにしたいと思う。
１．様態の結びつき
２．「～さ」の度合の結びつき
３．方法の結びつき
４．人数の結びつき
５．時間の結びつき
６．基準・範囲の結びつき
７．副詞化された「～で」の結びつき
８．主語（の状態）の結びつき
９．コピュラ中止形の「デ」
１．様態の結びつき
矢澤(1988:p.94)は、「～デ」には動的なサマを表す「様態デ」と静的なサマ
を表す「状態デ」とがあることを指摘している。なお、何らかの動きのあり方
を表す「大急ぎで・手さぐりで・手つきで」などのデ格の名詞は、修飾機能と
して、「ゆっくり」や「ドタドタと」と同様、動きそのもののあり方を修飾限
定の修飾成分とみなすことを主張し、さらに「大声で」・「小声で」などのよ
うなデ格の名詞も、主体の状態というよりも動きのあり方を表すものとして、
矢澤(1987:p.72)は「様態デ」と呼ぶ。
本稿では、矢澤の定義を踏まえながら、さらに小西(1994)と Agnes(1997)
とを参考にした上で、様態と状態のそれぞれについて、次頁下に掲げた表のよ
うに定義づけを試みた。
そこで示されるように、「様態」と「状態」とははっきり区別される。しか
し、奥田（1967:p.329）では、「裸足」「手さぐり」などのような名詞は「状態
性の名詞」と称し、「～声」「～目つき」などのような名詞は「状態性の抽象
名詞」と呼ぶ。また、状態という用語は、「物の属性や運動、自然現象や心理
現象などをひろくさしている。かざり名詞がこの状態をしめしている。かざら
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れ動詞は、この状態にはたらきかけて、それになんらかの変化をあたえること
をしめしている」（奥田 1960:p.200 より抜粋）とする。
この「状態」の定義から見ると、奥田が様態を表す「裸足」のような名詞を
「状態性の名詞」、「～声」「～目つき」のような名詞を「状態性の抽象名詞」
と呼ぶのは、おそらくある事物のあらわれた様態が動詞に与えて反映した状況
から捉えたからだと推測される。つまり、奥田が「状態性の名詞」や「状態性
の抽象名詞」と称したのは動詞の変化から捉えたからであると考えられるので
ある。
例えば、「裸足でベッドから飛び降る」という文について、奥田は文全体を
含めて「裸足」を「状態性の名詞」としているが、本稿の「様態」とは、下表
の通り、動作主の容貌・身なりや外面的動きという意味的な面から捉えて、
「様態」と名付けることにする。一方、「状態」は外見の様子を表すだけのも
のではなく、さらに動詞までかかっているため、一時的な外見の様子であるに
もかかわらず、時間的に持続したもので、かつ、動きも含まれていると考えら
れる。上記の例文を図式化して示せば、次のようになる。
裸足でベッドから飛び降り､
様態 状態
様態（manner）：方法・やり方／態度・物腰・扱い方 状態（state）：ありさま・事情／心理［感情］
状態
1) a way or method in which something is done or 1) a set of circumstances of attributes characterizing
happens; mode or fashion of procedure a person or thing at a given time; way or form of
事物がなされたり、起こったりした方法、またはやり being
方；行動・行為の方法・仕方・方式、あるいは（外観 一定の時間において、人あるいは物事を特徴
上の）やり方 づける属性の状況または形式
2) a way of action; behavior or bearing
行動の方法；容貌・身なり；行為（振る舞い）、また
は態度・姿勢
動的なサマ 静的なサマ
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つまり、本稿において「様態」は奥田の捉え方と異なり、名詞の部分のみを
切り離し、「様態の結びつき」と名付けることとする。
また、奥田(1967:p.331)では、「人の身分（資格）、職業」などの名詞も状態
を示す（例：一生、職人でおわる人間だね）と述べる。この種の名詞「職人
で」は、今まで述べてきた名詞よりも完全な状態性を持つことがはっきり分か
る。このような状態を表す名詞と奥田が述べた「裸足」のような「状態性の名
詞」、「～声」「～目つき」のような「状態性の抽象名詞」とを混同しないため、
本稿では「裸足」のような様態性を表す名詞と動詞との組合せを「様態の結び
つき」と名付けることとする。
奥田（1967:pp.328-329）によれば、「裸足」「猫背」などの様態を表すデ格の
名詞が動詞と組み合わさると、動作の姿・状態が表面にあらわれる。このよう
なデ格の名詞は副詞性を持ち、かざられ動詞で示される動作にあらわれる状態
を規定している。また、様態を表すデ格の名詞が動作に伴う状態を規定する点
では前述と同様だが、名詞が単独では用いられず、連体的なかざりが必須なも
のである。
そこで、この二種の結びつきを、それぞれ「１．１ 様態の結びつき
（1）」と「１．２ 様態の結びつき（2）」に分けて見ていくことにする。
前者は連体的なかざりが義務的ではない。例えば「裸足でベッドから飛び降
りる」の「裸足で」は、前にかざりがなくても後ろの「飛び降りる」動詞を単
独に修飾することができる。それに対して、後者には連体的なかざりに義務的
なものがくる。例えば、「軽い足どりで家に帰ってくる」の中の「足どりで」
は単独に後ろの動詞「帰ってくる」を修飾することができず、必ず「軽い」の
ような修飾語で「足どり」を修飾する。
１．１．様態の結びつき（１）
「裸足」・「猫背」・「たすきがけ」などの様態を表すデ格の名詞が動詞と組
み合わさると、動作の姿が表面にあらわれ、意味的にはさらに以下のようなグ
ループに細かく分類することができる。
1）身体そのものの様態（例：裸・裸足）
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2）身体の形状（例：大あぐら）
3）衣服のかかわる様態（例：たすきかげ）
4）動作の進行様態（例：手さぐり）
以上の4項目について、それぞれ具体例を示していこう。
本稿の「対象的な結びつき」においては、「頭で土を押した」の「頭で」は
身体部分として道具性が強くあらわれる。しかし、「早足で出てきた」「笑顔
で上がってきた」のような例における「早足」・「笑顔」のように、名詞＋身
体部分の語構成をもつ組み合わせは、道具を表すか、様態を表すかが曖昧であ
るが、道具性の意味から様態性のそれが派生しているように思われる。
(2.1) 対訳：（略）裸足でベッドから飛び降り､（略）（轮椅上的梦）
原文：（略）光着脚跳下床来，（略）
(2.2) a.（略）対岸を見つめたまま亮介が小声で答える。（東 134）
対訳：亮介望着对岸小声地回答。
b.小声で尋ねた亮介の言葉も、すぐに強風に流されそうになる。（東
56）
対訳：亮介小声问道；一字一句仿佛随时都会被强风吹走似的。
「目遣い」・「手振り」・「面持ち」・「手放し」・「手探り」のような「身体部
分＋動作動詞の中止形」と「急ぎ足」・「忍び足」のような「動詞中止形＋身
体部分」のデ格の名詞においては、その名詞自体には動詞の修飾に従って動詞
の様態があらわれ、動作の動きのイメージが截然として浮かびあがる。
(2.3) でさっそく下駄を引っかけて、急ぎ足で元の所へ引き返してみる
げ た
（略）（吾 71）
対訳：我立刻穿上木屐，高高兴兴地回到原地一看（略）（我57）
(2.4) たすきがけで働く。（新時代 1191）
対訳：挽着袖子工作。
(2.5) 室内で真っ暗で、佐伯は手探りで電気のスイッチを入れる。（二 243）
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対訳：里面漆黑一片，佐伯摸索着开关并打开电灯。（二 242）
さらに様態を表す比喩や慣用句的な表現もある。
(2.6) 川嶋の言葉をうわの空で聞きながら、恵は相槌を打った。（ひ 193）
対訳：惠心不在焉地听着川嶋说的话，随便地答应着。（夏225）
(2.7) 猫背で仕事机に向かっていたり、（略)
(www.cleansui-club.co.jp/web/vol22/04/ -27k）
仮訳：驼着背在桌前工作（略）
上記の例文は、中国語では「動詞（V）＋着＋目的語（O）＋動詞（V）」の
形でありながら、さらに三つの種類に分けられ、いずれも動作がどのような方
式で、あるいは、どのような状況で行われるかを表す。
1）例（2.1）の場合：光 着 脚 跳下床来
↓ ↓ ↓ ↓
V ＋ 着 ＋ O ＋ V
“光着脚”（裸足で）の原形は“光脚”（裸足）であり、「離合動詞(注19)」と
して一語と見なすことができる。“着”は動詞間に置かれ、動作主のある持続
的な動作を表す。なお、例（2.7）も同様の構造である。
2）例（2.4）の場合：挽 着 袖子 工作
↓ ↓ ↓ ↓
V ＋ 着 ＋ O ＋ V
“挽着袖子”は一語ではなく、元々“挽（V）＋袖子（O）”の形である。そ
の中の目的語は、動作主の衣服にかかわる物であり、動詞主の動作を表す動詞
句（工作）を修飾する副詞の働きをする。そして動詞句の表す動作が、進行し
ているときも、アスペクトを表す“着”は動詞（挽）と目的語（袖子）の間に
介入して連動文(注20)の構造を構成する。
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3）例（2.5）の場合：即使夜晚也可以 摸索 着 测量 时间
↓ ↓ ↓ ↓
V ＋ 着 ＋ O ＋ V
“摸索”は一語であり、離合動詞ではなく、“着”を間に置くことはできな
い。
また、下記の用例のように、「名詞＋動詞中止形」の名詞としてデ格の形を
とって動詞と組み合わされば、動作主の行う動作の様態を強調し、修飾する。
挙例以外に、「早送り」・「小走り」・「大あぐら」・「大急ぎ」などがある。また
「～ずく」・「～ぎれ」・「～ぎみ」のような接尾辞と合わせてつくるデ格の名
詞も同じ修飾の役割を果たす。
(2.8) (略)大威張りで宣言した。（博 99）
対訳：(略)他还很威风地宣告：(略) （博96）
(2.9) 主人は三度まで思いどおりにならんので、少々じれぎみで「（略）」と
言った。（吾 280）
対訳:主人两次都不能如愿，有点焦躁，说：「（略）」（我 238）
以下の例文(2.10)～(2.1)では、一見すると原因性が強く感じられる。「震
える」・「充血する」・「目を開ける」といった動作・状態は、「怒り」・「疲
労」・「驚き」により発生するものである。様態と原因との二つの意味が文中
に含まれることは否定できない。
(2.10) 佐伯の声は怒りで震えている。（二 238）
対訳：佐伯怒不可遏的大声咆哮。（二138）
(2.11) やがて疲労で充血していた眼をしばたたきながら江波が美津子を手招
きした。（略）（深 243）
対訳：江波眨眨因疲劳而充血的眼睛向美津子招手。（深 195）
(2.12)（突然のことにわけがわからず、）理得は驚きで目を開けたままユーリ
のキスを受ける。（二 58）
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対訳：（略）吃惊的睁大双眼接受他的亲吻。（二 56）
この種の文は下記のように図式化される。
佐伯の声は怒りで震えている
様態 原因
「怒り」・「驚き」のような心理・感情、もしくは「疲労」のような一時的
な生理状態、すなわち、動作主の内部からあらわれる抽象的なデ格の名詞が動
詞と組み合わさるとき、このデ格が前半に関わる場合は、動作主を修飾して動
作主の様態を表すが、後半に関わる場合は原因性があらわれる。つまり、様態
を捉える場合は動作主と関わり、原因を捉える場合は動作と関わるのである。
下記の用例は様態性が排除され、完全に原因を表すデ格である。「屈辱」は
自ら発する感情ではなく、外部から来た要素である。このような外部要素は動
作主が自らコントロールすることができない。
(2.13) ナオミの紅く彩られた唇は、屈辱で震えていた。（二 102）
対訳：（略）直美的娇艳红唇，因受辱而气得微微的打颤。（二 100）
１．２．様態の結びつき（２）
様態を表すデ格の名詞が動作に伴う様態を規定する点では「様態の結びつき
（1）」と同様だが、名詞が単独では用いられず、連体的な修飾が必須である
ものを、「様態の結びつき（2）」として（1）と区別して、本項で考察する。
この種の様態を表す名詞は、前述の「裸足で」・「手探りで」よりさらに修
飾性が豊富で抽象性が高まる。このカテゴリーに属する名詞には、「勢い」・
「仕草」・「調子」・「眼差し」・「顔つき」・「態度」・「笑い」・「心持ち」・「表
情」・「手つき」・「足どり」・「意気込み」・「口調」・「余裕」などがある。
(2.14) 狂瀾を既倒になんとかするという勢いでまたたいへん笑われた。（吾
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43）
対訳：大家又以挽狂澜于既倒的声势大笑起来。（我 29）
(2.15) 先生は奇妙な手つきで、何かを表現しようとしていた。（い166）
対訳：老师用奇怪的手势比画着，好像要表达些什么。
(2.16) やっと口から出てきた言葉がこれだった。きょとんとした顔で、「涼
子」がこちらを見ている。（東27）
対訳：亮介好不容易终于从嘴巴挤出一些话，「凉子」则转过头来，愣
怔地望着亮介。
(2.17) 対訳：お母さんはやさしい眼差しで娘をちらと見やった。（刘
1991:p.421）
原文：妈妈温和地看了女儿一眼。
(2.18) 「そう…」大人の男の余裕で聞いていた杉崎は、南に礼を言った。
「話してくれてありがとう」（ロ 213）
対訳：「喔…」静静聆听完的杉崎，以一个成熟男人的肚量向南致谢
道：「谢谢你告诉我。」
デ格と対応する中国語の介詞は“用”“以”を用いて動作主の動き・行為の
様態を修飾する。さらにアスペクトを表す“着”と呼応し（例 2.15・2.16）、
動作主の動作・行為の持続を表す。中国語の“用”“以”は方法・手段を表す
が、ここで、“用”は「勢い」「手つき」という道具性を強調すると考えられ
る。その一方、“以”は道具性を強調するのではなく、連体的なかざり（「奇
妙な」）という基準・程度を強調すると言える。また、介詞“用”“以”を用
いず、直接に「副詞句構造」の形（「形容詞“溫柔”／動詞“愣怔”＋助詞
“地”＋動詞」）で動作主の行う動作の様子を表す場合もある。
刘（1991）によれば、中国語の状語は限定性状語(注21)と描写性状語の二つに
大別できる。さらに描写性状語は、動作を描写するものと、観念上、動作主を
描写するものの二つに分類できる。描写性状語はほとんどが後に“地”が付く
が、そのうち、動作を描写するものは、“地”が使用されない場合もある（例
2.2a・2.2b）。一方、動作主が動作を行う様子を描写するものには、通常必ず
“地”を用いる（例 2.16・2.17）。
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そのことに関連してさらに具体的な説明を加えると、「小声で」は、例
(2.2a)のように動作主を描写することを捉えれば“地”を加えるが、例(2.2b)
のように後ろの動作を描写するのなら“地”が省略されることも可能である。
また、助詞“地”は動詞を修飾するとき、助詞“地”の代わりに、副詞の後
置成分“的”を後に置くことで状語(注22)（連用修飾語）になることができる
(黄1983:pp.268-270)。これは書き言葉でよく見られる。すなわち、ここでの
“地”を“的”に換えることが可能である。
介詞（“以”“用”）が加えられる「介詞句構文」と助詞の“地”が付く「副
詞句構文」との相違点は、前者は動作主が動作の様態のある基準に基づいて、
その度合いを強調する具体性を表すのに対して、後者の場合は語気が弱まり、
単に動作を修飾して述べるのみであることにある、と考えられる。つまり、介
詞を表す構文は「道具・方式」の成分が高く、助詞の“地”を表す構文は「様
態」の成分が強まる。
奥田(1967:p.329)が述べるように、「手つき」・「手ぎわ」・「足どり」などの
ような状態性の抽象名詞は、なんらかの修飾を伴って、状態規定のむすびつき
をつくる」。しかし、以下の例文から見れば、「目つき」・「手つき」のような
「状態性の抽象名詞」は、何らかの修飾を伴わず、同じ状態規定の結びつきを
作り得る。ただし、前述の項目と比べると、修飾の成分が非常に薄くなってい
る一方、身体部分としての道具を表す面が強くあらわれているようである。
(2.19) 柊二は顎でマンションの中を示し「部屋に行こう」という合図を送っ
た。（ビュ 65）
対訳：柊二用下巴示意真弓进房间。
(2.20) 万理絵が三上を目で指して、恵をせっつく。（ひ 113）
対訳：万理绘瞄着三上，一边催促着惠。（夏 127）
(2.21) そして江波に眼で合図をして廊下に出た。（深 243）
対訳：以眼神向江波作暗号，走出走廊。（深 195）
このような修飾成分を伴わないデ格において中国語と対応するものは、
“用”もしくは“以”であり、方法を表す意味が強く感じられる。さらに「笑
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顔で振る舞う」という例の「笑顔で」は、動作主の様態を表すか身体部分とし
ての道具を表すか、がさらに曖昧になってきており、両方の意味を持っている
のではないかと考えられる。
「物」を表す名詞の場合、身につける範囲が大きいものほど、様態性が強く
感じられる。「姿」・「なり」・「かっこう」などの動作主の全体を捉える場合に
は、必ず連体成分をもつ修飾語を伴う。これらの名詞のデ格は動詞との組み合
せによって同じ様態の結びつきをつくることができる。例(2.22)のような身に
つけるものを表す単語のデ格は服装を表し、道具と様子の間には、中間的なも
のが認められる（高橋2005:p.39）。
(2.22) 中学生たちが、あかいランニングではしっている。（高橋 2005:p.39）
仮訳：中学生穿着红色运动衫在跑步。
(2.23) (略)黴の生えた皮靴で走りに走った。（博 93）
対訳：(略)穿上长着霉菌的皮鞋不停地跑向医院。(博 91)
(2.24) 芸者は普通、日本髪に和服姿で三味線を弾き、（略）（日 59）
対訳：通常、艺妓都梳着日本式发髻、穿着和服弹奏三弦琴、（略）
(2.25) 温泉へ着いて、三階から、浴衣のなりで湯壺へ下りて見たら、又うら
なり君に逢った。（坊ちゃん）
対訳：到达温泉，我穿着浴衣从三楼下来，到了浴室又碰到老秧君。
身につけるものや服装などのデ格の名詞は、かざりとして動詞を修飾するこ
とができる。対応する中国語では完全に動詞で表し、動作の持続を表すため、
通常、アスペクトを表す助詞“着”が含まれる。たとえば、例（2.24）の対訳
を見ると、“穿着和服”を日本語に翻訳した場合「和服を着て三味線を弾く」
になる。また、上半身と下半身、いずれの場合においても服装を身につける動
詞として中国語では“穿”がある。主体の服装変化を表す動詞“穿”に“着”
を加えると、変化後の結果の継続が表される。なお、衣服ではなく、マスクな
どの身につけるアクセサリーは中国語では“穿”と言わず、“戴(注23)”などの
言い方がある。
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「鍋」・「マスク」・「ストッキング」などはすべて「物」である。しかし、
「鍋で料理を作る」の「鍋」は料理を作るために使われる道具である。「マス
ク」や「ストッキング」のような物は身に付けると、体の一部分とされ、動作
主が動いている瞬間、様態性があらわれる。「鍋」は様態性がなく、道具性の
ほうに偏っている。しかし、なぜ同じ物であるにも関わらず、同じデ格の形を
とりながら、異なる意味役割を果たすのだろうか。それは再帰動作（着る、自
分の手に付けるなど）が潜在し、すなわち再帰現象が起こるからである。「太
郎はマスクで ATM のお金を下ろす」「太郎はストッキングで銀行強盗をす
る」という例の「マスク」・「ストッキング」は一見すれば、道具性を有して
いる。しかし、「太郎はマスクで顔を覆い、お金を下ろす」という手順が文の
中に存在しているため、動作主が身につける物で動作を行うという場合、その
身につける物は本来道具性を持つが、再帰現象に従って道具性から様態性へと
転換していくと考えられる。
２．「～さ」を表す度合いの結びつき
「速さ」・「単純さ」・「鋭敏さ」・「素直さ」・「緩慢さ」のような形容詞（イ
形容詞・ナ形容詞）語幹＝語根に「さ」が付された派生名詞が、デ格の形をと
って動詞と組み合わさると、度合い・程度的な基準を表す。これを「度合いの
結びつき」と名づける。この「～さで」の形式は単独であらわれることはなく、
形容詞・動詞の連体形や名詞のノ格の形によって修飾されている。この場合、
デ格の代わりにニ格を用いることもできる。
前述した「様態の結びつき」は、動作をするときの様子を表し、デ格の名詞
は副詞性を強く持っていることが明らかになったが、この「度合いの結びつ
き」も「様態の結びつき」と同じく動作の行う様態を表すが、「度合いの結び
つき」の方は単に様態を表すだけでなく、さらにある基準に基づき、動作の様
態を表すということが両者の間の最も異なる点であろう。
(2.26) 彼はすばらしい速さで磨滅するだろう。（金閣寺）
対訳：他也许会以极快的速度消殒吧？
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(2.27) (略)これ以上ないほどの単純さで三角形を造形している。（博 95）
対訳：(略)用这种最简单 摆方式 出一个三角形。（博 92）
(2.28) 男は何という素直さで死を受け容れたことか。
対訳：男的就那么痛快地为她而死。（青春的蹉跌(訳文)）
(2.29) 島村は寝足りぬ虚しさで眺めていた。（雪国）
対訳：岛村睡眼惺忪，空虚地眺望着。
上記の実例を見ると、対応する中国語にあらわれる介詞は“以”のみである。
なぜなら、「～さで」の表現は抽象的な名詞であり、中国語では方法かつ基準
を表すことができる介詞は“以”（「～に基づいて」の意）のみであるためで
ある。もし、“以”の代わりに“用”に訳すと、やや違和感があると感じられ
るが、例（2.27）のように方法を表すときには、やはり“用”が用いられる。
また、副詞性を表す助詞“地”を使って“状語”として、デ格と対応する。さ
らに“地”を使うとき、持続性を強調する場合は、後にアスペクトを表す助詞
“着”が付く場合もしばしばある（例 2.29）。
例(2.28)・(2.29）の中国語訳“痛快”“空虚”のような形容詞に助詞“地”
を加えると、状語の働きを持ち、動作に対して修飾や描写を行うことがある
(注24)。
“以”が付く介詞句構文と助詞の“地”が付く副詞句構文との相違点は、前
者には、動作主が動作の様態のある基準に基づき、その度合いを強調する具体
性があらわれるのに対して、後者では語気が弱めになって、単に動作を修飾し
て述べるにすぎないことにあると考えられる。
中国語の“着”は “时态助词”（時態助詞）あるいは“动态助词”（動態助
詞）と呼ばれる。いずれにしても、アスペクトを表し、一般に、動詞や形容詞
のすぐ後ろにつき、連動文の形で動作主の行う動作の状態の持続を示す。
中国語のアスペクトを表す“着”は様々な用法を持つが、ここで“着”につ
いて『中日辞典』を参考した上で、前掲の実例を次頁の表のように分類してみ
た（「V」は動詞、「adj.」は形容詞を指す）
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中国語の“着”の用法 「中日辞典」の例 本稿での実例
1)動作の進行を表す。（「V＋“着”＋…」の形） 例：妈妈读着信，脸上露出高兴的神 (2.15)
色。（お母さんは手紙を読んでい
て、顔にうれしそうな表情が現れ
ている）
例：讨论正在热烈地进行着。（いま熱
烈な討議が行われる）
2)状態の持続を表す。（「V・adj.＋“着”」の形） 例：他穿着一身新衣服。（彼は新しい (2.16)・(2.22-2.25)
服を着ている）
例：夜深里，屋里的灯却还亮着。（夜
が更けたのに部屋の明かりがまだ
ついている）
3) V1＋“着”＋V2の形で、連動式を構成する。V1は多く単音節の動作であるが、時には、一つのVを重ねたり、二つの
Vを連用することもある。このようなV1とV2の意味関係はさらに①と②に分けられる。
① V1＋“着”は、V2の表す動作が、どのような方式で、 例：红着脸说。（顔を赤らめて話す） (2.1)・(2.5)・(2.7)
もしくはどのような状況のもとでなされるかを表す。 例：坐着讲。（座って説明する）
② V1とV2の間に手段と目的の関係がある。 例：急着上班。（急いで出勤する） (2.4)
例：这碗菜留着给爸爸。（この料理は
お父さんのためにとっておく）
３．方法・手段の結びつき
方法や手段を表すデ格の名詞と動詞が組み合わさるとき、以下のように、
「～かた」を用いる方法・手段の結びつきと、「～かた」を用いない方法・手
段の結びつきとの二種類に分けられる。「～かた」を用いないかざりは単独で
あらわれて方法・手段の結びつきをつくることができる。これに対して「～か
た」は連体的に修飾されなければならない。また、後述のように、「～かた」
を用いない方法・手段の結びつきにおけるかざり名詞は、ほとんど抽象名詞
（例：未亡人でさえも手内職でくっている／もし、ぼくが自由恋愛で相手をさ
がしたとしたならば…（奥田 1967:p.330））である。
３．１．一般的な方法・手段の結びつき
この場合における名詞は、ほとんどが抽象名詞であり、デ格の形をとって動
詞と組み合わさると、動作主が行うことについての方法・手段を明確に表す。
(2.30) 昔のけんかは暴力で圧迫するのだからかえって罪はなかったが、
（略）（吾 486）
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対訳：以前的打架用暴力压制，反而没有罪。
(2.31) 日本の社会は集団決定とコンセンサスで動いていますから、根回しは
合意を得るための不可欠な過程なのです。（日 189）
対訳：由于日本的社会是以集团所决定与同意之事而采取行动，所以斡
旋可说是争取同意时所不可或缺的过程。
(2.32) 彼は毎日一生懸命にアルバイトで学費を稼ぐ。（作例）
仮訳：他每天拼命地打工赚学费。
また、「名前入り」のような「名詞＋動詞中止形」や「見合い」・「付添
い」・「代かき」・「掛け合い」のような「動詞＋動詞中止形」の形、さらに
「つけで買物をする」の「つけ」のような「動詞中止形」の形として表される
デ格の名詞が動詞と組み合わさると、同じ方法・手段の結びつきができる。
(2.33) だから成功すれば、一流の写真雑誌は彼の名前入りで掲載してくれる
だろう。（深 337）
対訳：因此，只要拍得成，一流的摄影杂志会以他的名字刊登。（深
275）
(2.34)（略）ホテルオークラの披露宴に招かれた仲間たちは、見合いで決め
たという新郎や両親や仲人と金屏風の前に立って、（略）（深 84）
対訳：（略）应邀来大仓饭店出席喜宴的同伴们，看到她和以相亲决定
的新郎，双亲以及媒人站在金屏风前，（略）（深 63）
デ格の名詞が動詞と組み合わさって方法・手段を表すとき、対応する中国語
では、介詞“用”あるいは“以”を用いて方法を表す。また、例(2.32)「アル
バイトで学費を稼ぐ」における「打工赚学费」のように、介詞を伴わず、動詞
を用いて連動文の形で表現する場合もある。
「一．対象的な結びつき――１．道具の結びつき」のところでも触れたよう
に、「ピアノで生活する」の「ピアノ」は具体物を指し示して生活するために
使われる道具であるが、ピアノが弾ける才能を持たずに、ピアノを持つだけで
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はどうにもならない。ピアノを通して動作主が自分の才能を生かすという過程
が必要である。よって、ピアノのような具体名詞と動詞とを組み合わせる文は、
その奥の意味を捉えなければならないであろう。「筆で飯を食う」（対訳：靠
笔杆吃饭。）（日中 1263:p.1263）のような例も、その類例と言えよう。
(2.35) あのレコード会社と契約してピアノで生活していけるなら（略）（ロ
304）
対訳：如果和那个公司签约，可以靠钢琴活下去的话（略）
３．２．「～方」を表す方法・手段の結びつき
「動詞連用形＋かた」という語構成を持つ合成名詞がデ格の形をとって動詞
をかざると、動詞で示される動きや行為の仕方・方法が表現される。しかし、
下の例（2.38）のように仕方・方法の側面が弱まり、動詞で示される動きに伴
う副次的な様態を示しているのみのような場合もある。
(2.36) 皆川流という古流なもみ方で一、二度やらせればたいていの胃病は根
治できる。（吾 37）
対訳：必须用皆川流这种旧式揉摩法揉一二次，大部分的胃病都可以根
治。
(2.37)（略）日本の家庭ではそれぞれ独特の作り方で、よく作ります。（日
23）
対訳：（略）日本的家庭都经常以自己独特的做法，来烹调这种食物。
(2.38) 擦るような歩き方で廊下へ出ていった。（雁の寺）
対訳：蹑足似地走出廊子。
日本語の「～方」・「方法」・「方式」などは方法・手段を表すとき、動作主
が何らかの方法に基づいて動作を行うことを意味する。このように何らかの基
準（連体修飾）に基づく場合には、既述のとおり、このデ格と対応する介詞と
しては“以”も“用”も普通に用いられるが、“以”を使うときは、その基
準・方法に基づくことが強調される。それに対して、“用”を用いるときは、
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動作を行う方法が強調されていると考えられる。
また、例（2.38）の「歩き方」は動作主の動作を修飾するため、対応する中
国語では、介詞を用いずに「形容詞＋（“地”）」の形で、副詞として動作主が
行った動作の様態を表すことになる。
奥田(1967:p.330)は、「かざり名詞が数量をしめすものであれば、量＝規定的
なむすびつきができる」と述べている。このような数量を示す名詞が「デジタ
ル的」な表現とも呼ばれることもある(山梨 1995:p.8)。
以下、「人数」「時間」「基準・範囲」を示す修飾語に近い名詞を、さらに、
「量的」と「非-量的」との二つに分類することにする。
４． 人数の結びつき
量＝規定的な結びつきとは、かざり名詞が数量を示すものである。「この荷
物は三人で運べる」「十人で一つのチームを組む」における「三人」・「十人」
のような明確な数字で表されるデ格の名詞が、動詞や形容詞などと組み合わさ
ると、その動作主の動作を行う人数の状態を修飾する。その人数は単数・複数
ともに可能である。そして、「デ」格が表し得る動作の主体は「組織・集団」
や「場所の性格をもつ」ものが多いが、そのほか、複数に限らず、「なんと言
っても彼の半分は澪で出来ている」（い298）、「私はさ、私でバランス取って
るの。だから心配しないで」（ビュ114）のような単独の存在が主体となるこ
ともある。
本稿では、数量を表すデ格の名詞と動詞との組み合わせを「人数の結びつ
き」と名づけ、さらに、明確な数量と不特定な数量との場合に二分して考察す
ることとする。
４．１．人数（量的）の結びつき
日本語では、人を表す数量（「一人」・「二人」）のデ格の名詞が動詞と組み
合わさると、動詞を行う人の数を表す。このような場合を国広（1970:p.235）
は、「動作の主体」ではなく「様態副詞」と呼んでいる。
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(2.39)（略）朝倉さん来なくて、私このままじゃ、ひとりで結婚式挙げる b
の？（ロ4）
対訳：（略）如果朝仓不来，难道叫我一个人举行婚礼吗？
(2.40) 相変らず、女三人でつるんでるんだな。（ひ174）
対訳：你们还 过是和 去一样，老是三个人搅和在一起哪。（夏201）
４．２．人数（非-量的）の結びつき
「自分で」・「数人で」・「みんなで」・「自分で」などのような明確な数字で
はないデ格の名詞で示される人数は、単数・複数ともに可能である。このよう
な人を表す数は、動作主が行うことのメンバーとして示される。すなわち、動
作主の人数を修飾し、副詞的な存在を果たし、人数として動作を行う方法をも
文中に含意していると見られる。
下記の例文を、より細かく観察すると、「同位語」の傾向が見えてくる。つ
まり、「男の子＝自分、刑事たち＝数人」という関係にあり、さらに、人数を
示さぬ「内々」・「人々」などの重ね型名詞も「総出」のような名詞なども複
数として用いられる。また、「うち」のような名詞は、この場合では第一人称
の単数「私」もしくは複数「私たち」を意味する。
(2.41) むかし男の子は自分で竹馬を作ったものです。（日 291）
対訳：以前的男孩都自己做竹马。
(2.42) 会場の外でも、タキシード姿で一般客を装った刑事たちが数人で警護
についていた。（二53）
対訳：若干刑警穿着燕尾服，乔装成一般观众，在剧场外面严密的戒护
着。（二 50）
(2.43) 皆さんも忙しいだろうから、ごく内々で済ませますのでどうぞ御放念
ください。（深 28）
対訳：大家都很忙，我们自己做就行了，不用麻烦大家！（深 17）
(2.44) 東京は二十世紀最後の日を祝う人々で賑わっていた。（二 322）
対訳：东京街头，为了庆祝21世纪的来临，每个人都沉浸在欢乐的气氛
当中。（二 319）
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(2.45) うちで飼うんじゃないの？（い 258）
対訳：不是我们要养牠吗？（現 232）
(2.46) 家じゅうでわたしの意見を賛成してくれた。（日中 1263）
対訳：全家人都赞成我的意见。
人を表す動作の様態を修飾するデ格は、「量的＝人数の結びつき」「非-量的
＝人数の結びつき」ともに動作主の人数を示している。この場合のデ格は中国
語と対応する介詞はない。すべて主語＝動作主として扱われる。
例（2.46）は、日本語では「家じゅう」という空間を表すが、中国語では
「全家人」に翻訳され、動作主を表すものが日本語と齟齬を引き起こしている
場合を示す実例として注目される。
下例（2.47）～（2.50）のように、「（人）～きり（っきり）」・「～がかり」・
「～づれ」・「～ぼっち」のような接尾辞がデ格の形をとると、前述の「自分
で」・「ふたりで」と同様の役割を果たす。ただし、接尾辞としての機能が強
まるのに従って、様態性が強く浮かび上がって来る結果、「自分」・「ふたり
で」よりも抽象化されるものと考えられる。
(2.47) 私は父と二人きりで落付いた日本料理のしんみりした奥座敷に、
（略）（文 30）
対訳：我想起和父亲两人在安静的日本料理店包厢（略）
(2.48) そう言いながらもタクシーの運転手は手を貸してくれ、ふたりがかり
でなんとかユーリを理得の家の中にかつぎこんだ。（二 137）
対訳：理得边说边请计程车司机帮忙，两人合力将尤利抬进理得的家里。
（二 136）
(2.49)（略）その展覧場へ東風がはいって見物していると、そこへドイツ人
が夫婦連れで来たんだって。（吾 103）
対訳：东风进入展览室参观时，有一对德国夫妇来了。（我 84）
(2.50) どうせきっと…ひとりぼっちで迎えるんだと思ってしまたから。（二
22）
対訳：反正一定是…孤独一人的迎接千禧年。（二 21）
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このような「～がかり・～連れ」のデ格の名詞を「三人で」のデ格の名詞と
比べると、様態性が認められるが、中国語訳では依然として主語の形で表され
る。
「裸足で歩く」「二人で歩く」の「裸足デ」と「二人デ」のデ格は、村田
（2005:p.174）によれば、デ格ではなく「コピュラ中止形のデ」とされている。
しかし、以下の例文（2.51）～（2.53）は、同じ様態を表すデ格の名詞と動詞
との組み合わせであるが、「裸足で歩く」のデ格よりコピュラ性があらわれて
いる。
「裸足で歩く」の「裸足デ」のデ格は、後ろの動詞「歩く」の様態を修飾す
ることが明らかである。しかし、名詞と動詞との組み合わせのみで、ここのデ
は単にコピュラ中止形のデとされる。日本語では道具・原因・場所を表す格助
詞の「デ格」とコピュラ中止形の「デ」とが区別される以上、日本語の学習者
の混乱を避けるためにも、様態を表す「デ格」とコピュラ中止形の「デ」とは
明確に区別しておく必要がある。
「で格はむすびのくっつき「だ」のなかどめの形「で」とともに、古代語の
に格から分化したにて格の変化したもの」であると鈴木(1972:p.213)が述べて
いる。「道具」及び「動きや状況が成り立つ場所」がその基本的な意味であり、
「材料」と「原因」とは「道具」から派生したものである。「様子」は「道
具」とも関係があると鈴木が言及している。
このように、文法研究の深化により、デ格は中留めの「で」とニテ格との二
類が深層レベルの意味役割に従って様々な項目に分出されたものであることが
明らかとなったが、このような点に留意することは、日本語学習者の日本語習
得上にも大きな便宜が与えられるものと考えられる。
(2.51) そこは巨大な図書館のような場所で、すごく静かで、清潔で、整然と
している。（い 2）
対訳：那里，有一个巨大的图书馆，很安静，很干净，一切井然有序。
(2.52) 街中を黒髪で、清らかな女性が歩いている。（二 325）
対訳：一位容貌清丽 发，黑 披肩的女孩踽踽的走在大街上。（二 322）
j ǔ j ǔ
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(2.53) いわばごまかし性表情で、じつをいうとだいぶ骨が折れる芸術である。
（吾 424）
対訳：换言之，这是敷衍性的表情；说实在，也是相当费力的艺术。
（我 353）
既述のように、様態を表すデ格に対応する中国語は、介詞“以”“用”、も
しくは「副詞句文構造」の形になるが、上記の例文を見れば分かるように、コ
ピュラ中止形のデに対応する中国語には介詞がなく、文の中止符号“，”のみ
を付して表現される。これは日本語と同じく、単に文と文とを繋げる役割のみ
を果たすことを示すものである。
５．時間の結びつき
本稿においては、時間の結びつきについて、「流れさっていく時間のなかの
各瞬間」と「特定のある期日から他の期日までの間」との二種類に分け、前者
を「特定の時点の結びつき」、後者を「期間の結びつき」と名づける。
すなわち、「時間の結びつき」を
１）特定の時点の結びつき
２）期間の結びつき
の二類に分類して考察する。
５．１．特定の時点の結びつき
特定の時点の結びつきとは、具体的には、「今日」・「来月」・「前世」・「来
世」のような、それだけで特定の時点を表す名詞、あるいは「～歳」・「～
年」・「～頃」・「～とき」・「～時代」のような名詞に、「28歳や若い頃」のよう
に数字や形容詞などの修飾語が加えられて修飾の名詞が具体化され、明確な時
間を指し示すものに関して言うものである。
なお、このような名詞は一般に、ニ格をとって時間の長さを示すが、デ格を
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とる場合は動作の行われる時間の範囲を示す（奥田 1962:p.321）。「もう少し
で」・「あと少しで」のような「不確かな時間」を表す場合も特定の時点の結
びつきができるが、両者とも同様の機能を持ち、時間副詞として後続する文全
体を修飾する。また、「シモニディスは八十で妙詩を作った（吾 116）」のよう
な数字は「歳」と同じ意味を示す。
ここで「特定の時点」を次のように３分類してみる。
１．明確な数字を表す時間－「28 歳」・「1975 年」
２．数字を表さない明確な時間－「今日」・「来月」・「前世」・「土壇場」・
「土俵ぎわ」・「朝一番」
３．不確かな時間－「もう少しで」・「あと少しで」・「もうちょっとで」
(2.54) 男しかし、彼女の人生は28歳で一度その幕を下ろしている。（い 82）
対訳：她的人生曾经在28岁时落幕过。
(2.55) 成瀬さん、印度人はこの河に入ると、来世でよりよく生きかえると思
うているそうですな。（深 324）
対訳：成濑小姐，听说印度人认为泡过这条河，下辈子可以出生的比较
好。（深 265）
この場合のデ格は特定の時間を表すこともあるが、「マデ」に交替すること
ができる「デ格」もある。すなわち、このデ格はある時点からずっとある状態
を持続し、ようやくこの時点までたどり着いたという、このたどり着いた「特
定の」時点を表すものである。このデ格には、ある状態の経過が存在している。
(2.56) 六十二で生きているくらいだから丈夫といわねばなるまい。（吾 46）
対訳：已活到六十二岁，自然要说健康。（我 31）
(2.57) 義弟の記憶の蓄積は、1975年で終わっております。（博 9）
対訳：(略)叔子的记忆只到1975年为止。（博 8）
このような「マデ」と同じ役割を果たすデ格と対応する中国語は、動詞の補
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語となる“到”である。
前述のように「今日」・「明日」などの明確な時間があらわれるなら、時間
の特定性がはっきり分かる。しかし、以下のような例文を見ると、明確な時間
はあらわれてはいないものの、「朝一番」・「土俵ぎわ」・「土壇場」・「最初」・
「最後」・「直前」・「直後」によって時間が制限され、同様に「特定の時間」
を表すことができると言えるだろう。
(2.58) 明日朝一番で、保護センターに連れて行こう。（い 258）
対訳：明天一大早，就要带牠去保护中心。（現 232）
(2.59)（略）と土俵ぎわで持ち直す。（吾 108）
対訳：重要关头，鼻子扭转了局面。（我 91）
下記の例文における「信号待ち」は、その信号を待っている「とき」を表す
のか、信号を待っている「さま」を表すのかが、曖昧である。
(2.60) 数日後、出勤中の杏子は、信号待ちでタクミを発見した。（ビュ 154）
対訳：隔天早上，上班途中的杏子在等红绿灯时，看见了阿巧。
特定の時間を表すデ格の名詞が対応する中国語は、時間を表す“在”である
が、時に“在～时”の形で表されることもある。この時間を表す“在”は強調
されない限り、常に省略される。
また、次の慣用句的な表現も「特定の時間」を示している。
(2.61) のみならずまだ秋の取り付きで運動中に照りつけられた毛ごろもは、
西日を思う存分吸収したとみえて、ほてってたまらない。（吾 260）
(2.62) なぜって、まだ宵の口で人がおおぜい通るんですもの。（吾 459）
よい
「もう少しで」・「あと少しで」・「もうちょっとで」のような名詞がデ格の
形をとって動詞と組み合わさると、不確かな時間とはいえ、数字を表す時間と
同様の役割を果たし、かざりとして動詞や文（全体）を修飾する。
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なお、この時間を表す副詞的な用法は、時間のみに使われるとは限らず、物
や事柄にも使われることが可能である。
(2.63) もう少しで失恋になるからしばらく辛抱していらっしゃい。（吾 228）
対訳：快要到失恋的场面了，忍耐一下。（我 194）
(2.64) もうすぐであの湖の見える高台に着く。（ビュ 269）
対訳：就快到那条可以看见海的路了，（略）
この「もう少しで」・「もうすぐで」は副詞として使われるが、対応する中
国語では、時間や動作を修飾する副詞と対応し、“快要～了”もしくは“就快
～了”の文型で表されることが多いが、両者とも、もうすぐ、じきに、近いう
ちにある現象が出現することを表す副詞句構文である。
「（動詞）～途中で」・「～中途で」・「～ところで」・「～最中」・「～あた
り」・「～寸前」・「～頃」・「～中」のような文では、前の動作と後ろの動作と
はほぼ同時に行われる。このデ格の名詞は、動作が行われる時間が限定され、
明確な時間と同じく時間副詞の性質も截然として見える。その動作が行われる
特定の時間は時間を示すのみならず、動作主が行う動作の様態をも表すことが
下記の用例で分かる。このときのデ格は、動作が行われる段階、および動作が
行われる特定の時点の二つの状態を表しうる。
(2.65) 救急車で運ばれている途中で、急速に意識は晴れ渡っていった。（い
275）
対訳：在被救护车送往医院的途中，我的意识突然清醒起来。
(2.66) 階段を半分ほど降りた辺りで、コーヒーを飲んでいたビクトルもふと
顔を上げ、（略）（二 57）
対訳：当尤利沿着阶梯走到一半时，正在喝咖啡的维克特尔突然抬起头
来；（略）（二 54）
(2.67) 私が試した中で、同じように約数の和が自分自身になる数は他に見当
らなかったが、(略)（博 29）
対訳：虽然在我试算时，并没有找到其他约数和等于自己的数字，但
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（略）（博 28）
以上のように、動作を行う限定された時を表す場合もあれば、事象を表す場
合もある。中国語では、時間または場所を表す介詞“在”に対応するが、この
場合は時間を表す“在”である。
「～次第で」・「～あとで（後で）」・「～上で（うえで）」のような文は、前
の動作の完了にしたがって、後ろの動作が継起して起きることを表す。
二宮（2001:pp.114-124）は、「V1したあとでV2する」という文について、
「ある行為や作用・現象が継続していたものであることを言外に認め、その行
為・作用が完了・終始する時点を示し、「で」以前の継続行為や状態の打ち切
りを意味する」と述べている。
言い換えれば、「V1したあとでV2」は、V1を基準点とし、V1が起こってから
V2は相次いで起こるという意味であり、V2という事柄は、V1という事柄が起こ
らない限り成り立たない。また、「V1したあとで」の代わりに「Nのあとで」
の形に変えても、意味的には変わらず、同じ機能を果たすと言える。なおかつ、
「～次第で」・「～上で（うえで）」のような例文も「あとで」とほぼ同じ意味
を表すと考えられる。「あとで」のデ格は省かれる場合（例2.68b）もあれば、
例(2.68c)のように古めかしい言い方であるニ格の形で表すこともある。
(2.68) a.ひとしきり買ったCDの話をしたあとで、なんだか会話が途切れてし
まった。（ロ 79）
対訳：在聊完CD的话题后，不知为何，两人忽然沉默了起来。
b.ケンカ、か。電話を切ったあと、恵はぽつりとつぶやいた。（ひ
82）
対訳：挂上电话之后，惠独自喃喃地说着：（略）（夏 90）
c.ふたりで譲りあったあとに、晶子がふっと笑った。（ひ 119）
対訳：两个人互相让了一会儿，晶子不觉扑哧地笑了出来。（夏 135）
(2.69) 検討した次第で、改めて連絡させていただきます。（作例）
仮訳：检讨 联之后，再跟您 络。
(2.70) すべてを知ったうえで行動する方が効率的だ。（二 240）
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対訳：了解整个计划过程后，可以有效率的执行计划。（二 239）
「V1したあとでV2する」と対応する中国語は、“V1＋（之）后＋V2”の文型
が普通である。例（2.69）は時間を表す介詞“再”を加えてV1を強調する表現
だと思われる。
森田（1989:pp.492-493）によれば、「今は忙しいからなお、あとで読もう」
の「あとで」は「現在、もしくは話題の時点より後のあまり隔たらない時期に
行為・作用などが生起することを表す」と定義されている。
(2.71) 俺が食うの。あとで金払うから。（ビュ 42）
対訳：一碗我吃，待会给你钱。
(2.72) どこかにあると思うよ。あとで探しておくよ。（い 134）
対訳：不知道放到哪里去了，等一下回去找找看。
「V1したあとでV2する」と「あとで」は、事柄の区切りの時間軸が基準とさ
れるように見えるが、前者は後者よりも時間の幅が狭いと考えられる。すなわ
ち、前者はV1が起こったために、V2が相次いで起こるわけであって、V1とV2と
の間の時間の幅が狭いのに対し、後者では、V2を行うのは、現時点の行為が起
こったからとは限らず、その時間の幅はより広いものと考えられる。この場合、
中国語ではほとんどが時間を表す副詞“待会儿”“等会儿”などで表される。
５．２．期間の結びつき
「～週間」・「～ヶ月」・「～年（間）」などのような、ある特定の時点から他
の時点までの一段の時間の範囲を示す名詞がデ格の形をとって動詞と組み合わ
されば、期間の結びつきを作ることができる。時間の範囲を表すデ格はニ格に
入れ替えることができないが、「デ」を省略することが可能である。すなわち、
「三十分で話す」は「三十分話す」とも言える (森田 1989:p.757 を参照)。
しかし、「デ」を省略することで、大意が変わると思われる。例えば、「三
十分で話す」の場合、二時間の話を時間がないために三十分で話す、つまり、
絞り込んで短縮するという意味になるが、「三十分話す」の場合は、所要時間
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が三十分になるというだけの意味で、話した結果三十分になる、話して三十分
経つという意を表す。また、「十時で帰る」のような時点を表すデ格をニ格
（「十時に帰る」）に切り替えることができるが、この場合は、表現意識が異
なるだけであると森田が述べている(注25)。
(2.73) なってみろ、三日でいやになるから。（吾 154）
対訳：你当当看吧，包你三天就讨厌。
(2.74) それでね、2週間くらいで、効果が現れる。（ロ 47）
対訳：然后大概两个礼拜就会有效果（略）
(2.75) 2，3ヵ月で美しい琥珀色の液体を楽しむことができますが、（略）（日
325）
対訳：经过2，3个月，就可以享受有着美丽琥珀色的液体，不过（略）
中国語の時間を表す介詞や副詞の種類は様々である。今回取り出した実例は
あくまでも基本的な文型にすぎない。大量の実例を収集してみると、時点や期
間を表すデ格の名詞に対応する中国語には、介詞のみならず、時間副詞も大量
に見出された。
例えば、「明治33年で、漱石は33歳だった。（文11）」（明治33 年，33岁的漱
石（略））、「（略）六歳で同じく山手居留地横浜英和学校に入学した。（文11
2）」（六岁时进 样入同 位于横兵市区居留地的横兵学校就读。）、「二度目の夫人丁
と
未子とも二年余で別れ、（略）（文255）」（和第二任妻子丁未子结婚两年就分手，
み こ
（略））、「不仲がつづいて結婚後10年で離婚する。（文264）」（吵吵闹闹10年后，
终究还是离了婚）などのような時間・期間を表すデ格は、中国語では介詞のみ
ならず、補語や副詞文構造にも対応する。このような多数の実例を検証してい
くことで、それが具体的にどのように対応するのか明らかにすることを今後の
課題としたい。
上記の例（2.73）～（2.75）では、“就”という副詞があらわれている。中
国語の“就”には様々な用法があるが、ここでの“就”は、動作・行為が時間
的に早いうちに実現する、あるいは実現する速度が速いと話者が判断している
ことを表し、日本語の副詞「すぐ」・「じきに」に相当する(注26)。すなわち、
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“就”を加えるか否かはそれぞれの話者の判断による。
下記の例(2.76)では、“就”を使わず、その反意語の時間副詞“才”が用い
られている。中国語の時間副詞“才”は“就”と同じく様々な用法があるが、
ここでの“才”は、動作の発生または完了の遅いことを表す(尚1991を参照)。
日本語の「やっと」・「ようやく」に相当する。
(2.76)（略）昔アイソクラチスという人は九十四歳で大著述をした。（吾11
6）
対訳：（略）艾索克拉特斯九十四岁才完成大著。
６．基準・範囲の結びつき
一定の数量の名詞が、デ格の形をとって動詞と組み合わさると、動作主の動
作・状態、または限定などの状態や特徴があらわれ、量＝規定的な働きをする。
このような名詞はすべての物事の基準・範囲を限定している。基準・範囲を表
すデ格の名詞と動詞との組み合わせにおいては、量的と非-量的との二類に分
けられる。ここでの基準・範囲については、人を修飾する場合もあれば物や事
を修飾する場合もある。人間（動作主）を修飾するときは、その動作主の行う
動作の様態を表し、一方、物や事を修飾するときは、状態を表すと考えられる。
６．１．基準・範囲（量的）の結びつき
数＋「円・本・杯」のような形で、すなわち助数詞としてのデ格の名詞と動
詞とが組み合わさると、動作主の行う動作の様子を修飾し、副詞的な役割を果
たす。
前述した「私このままじゃ、ひとりで結婚式挙げる」「女三人でつるんでる
んだな」の「一人＝私」「三人＝女」のデ格は「動作主の様態(注27)」を表す。
しかし、下記の例文は「動作対象の様態(注28)」を表すのである。この問題には、
ヲ格とデ格との関係がかかわっていると見られ、「靴下2足＝380円」「買った
ある物＝5千円」「スプーン＝一本」「コーヒー＝一杯」の関係は事象を通して
変化が起こらないという(森山 2002-04:pp.136-143 を参照)。
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(2.77) ハンカチを2枚とくつ下2足を380円で買いました。（博48）
対訳：用380元买了两条手帕和两双袜子。（博 46）
(2.78) 私、駅前で 5 千円で買ったよ。（ロ 149）
対訳：我在车站前花五千块就买到了耶！
(2.79) (略)スプーン一本で野菜も蛋白質も一緒に取れるよう、(略)（博 18）
対訳：只要一支汤匙，就可以同时吃到蔬菜和蛋白质。（博 18）
(2.80) ほんとに、コーヒー一杯で帰るつもりだったの？（ひ 102）
対訳：你真的只打算喝杯咖啡就走吗？（夏 115）
具体的な数字を表すデ格は、名詞の形をとって動詞と組み合わさると、動作
主が動作を行う様態や状態を表す。この場合、対応する中国語は介詞“用”の
みである。一定の基準に従って動作を表す場合は、介詞“以”を用いる。例(2.
78) のように“花(注29)”（動詞）を用い、「動賓構造」で表す場合も多い。
例(2.78)・(2.80)で用いられている“就”について説明を加えれば、「三百万
円で足りるので、早く持って来い（三百万元就够，赶快拿来）のような数量詞
である場合も、「紅茶で構わないよ」（红茶就行）のような数量詞でない場合
も、文中の“就”は許容範囲を指示すると馬（1996,2002）は指摘している。
(2.81) (略)タイガースはドラゴンズに2対3で負けた。（博 82）
対訳：(略)虎队以二比三输给了龙队。（博 78）
(2.82) 時速80キロで走る。（日中 1263）
対訳：以时速八十公里行驶。
上記の例文におけるデ格は、基準性が強くあらわれる。対応する中国語の介
詞は、多くの場合“以”を用いる。“以”はよりどころ・方法・基準を表し、
「～によって、～に基づいて」という意を表す。なお、“用”は具体的な道
具・材料・方法を表し、両者ともに「方法を表す」機能を持つが、“以”の方
が、何らかの基準に基づいてある方法をとる傾向が見受けられる。“以”と
“用”で最も異なる点は、前者がより抽象的な面に使われる点であろう。
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６．２．基準・範囲（非-量的）の結びつき
下記のように、基準・範囲・限定などを表す名詞は、一定の数量でない場合
でも、デ格の形をとって量的な結びつきと同様、動作主がある基準・範囲の中
で動作を行う働きを果たすと考えられる。基準や範囲の意味が強くあらわれる
場合、対応する中国語には、基準や範囲を表す介詞があらわれやすい。
もし、様態や状態の意味があらわれる場合には、対応する中国語は、介詞か
ら他の品詞に転換する傾向がある。
(2.83) 貴子は踵を返して全速力で走り出した。（ロ 90）
きびす
対訳：便转过身拼命地跑着，（略）
(2.84) ここには全部で七十人くらいの人が入って生活しています｡（ノルウ
ェイの森 (原文)）
対訳：这里一共生活着七十人左右。（挪威的森林(訳文)）
「全速力で」は、動作主（人）を修飾するとき、その人の動作を行う様子を
修飾し、様態性が浮かび上がる。この場合、対応する中国語では「形容詞＋
（“地”）」の形で、副詞として動詞を修飾し、動作主が行う動作の状態を表す。
無生物（物や事柄など）に関わる「全部で」は、その物事の状態を表す。
また、下記の用例中の「～点」・「～面」・「～格」・「～法則」などは、前述
した基準・範囲を表すことにより、客観性があらわれて動作の様態性が薄くな
り、事態を表す状態性が強まると考えられる。このような基準や範囲が強くあ
らわれる場合、対応する中国語にも基準と範囲を表す介詞があらわれる傾向が
ある。
(2.85) （略）味や消化吸収の点で白米に劣ります。（日 61）
対訳：在味道及消化吸収方面、就不如白米。
(2.86) いろいろな面で助けてくれた人がいると、（略）（日 63）
対訳：若是有人在某些方面受到他人的关照、（略）
(2.87) しかしそれはお気の毒だが少し論理に合わない。その格でゆくと川へ
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落ちれば必ず死ぬことになる。天ぷらを食えば必ず下痢することにな
る。（吾 281）
対訳１：可惜，有点不合逻辑。 以此推论，掉到河里一定会死；吃天妇
罗一定会下疬；(略)（我 239）
対訳２：但是，对不起，这未免不太合乎逻辑。如果按这个模式推论下
去，掉在河里就一定淹死，吃了炸大虾就一定泻肚子；(略)（我
200）
このデ格と対応する中国語は、例(2.85)のように範囲を表すとき、“在”を
用いるが、例(2.87)における対訳１と対訳２のように基準を表すとき、それぞ
れ“以”あるいは“按”（～に基づく意）を用いる。
７．副詞化された「～で」の結びつき
「夢中で」・「本気で」・「平気で」・「無言で」・「しらふで」・「興味津々で」・
「半死半生で」・「半信半疑で」・「不満足で」・「ままで」などのようなデ格の
名詞は、動作主の精神状況、内的な様態と直接的に関わり、副詞的修飾成分と
して主体のサマを修飾する。これを「主体めあての修飾関係」（例：花子が立
ったままで踊りを見る）と呼ぶ。
また、「無料で」・「ただで」のようなデ格の名詞は、後ろにある動作と密接
に関わり、動作主より動作の方を修飾すると思われる。例えば、「このケーキ
をたたでもらった」において、「たたで」は「もらった」という動詞の行われ
方、つまり、その事態の「さま」を表し、前者よりやや客観性が出てくる。
このように、デ格の名詞が動作主（主体）を重んじるか、それとも動作（事
態）を重んじるかということに基づき、それぞれ「主体めあての結びつき」と
「動詞めあての結びつき」とに２分される。すなわち、
（１）主体めあて：夢中・本気・平気・無言・無断…
（２）動詞めあて：無料・ただ…
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ということになる。
７．１．「主体めあて」の結びつき
「夢中で」・「本気で」・「平気で」・「無言で」・「無断で」・「しらふで」・「興
味津々で」・「半死半生で」・「半信半疑で」・「不満足で」・「ままで」のような
デ格の名詞は、動作主の精神状況と直接的に関わっており、副詞的修飾成分と
して主体のサマを修飾する。
また、「無料で」・「ただで」のようなデ格の名詞は、後ろに来る動作と密接
に関わり、動作主より、動作の方を修飾すると思われる。
(2.88) 走りながら先ず心覚えの奴だけは夢中でもぎ取った。（高野聖）
対訳：边跑边拼命地先把看到的那几只拽下来。
(2.89) a.そろそろ例のとおりになって来たと主人は無言で微笑する。（吾
58）
対訳：又回到那件事了，主人默默微笑。
b.（略）14は欠落した空白の前に、無言でたたずんでいた。（博 61）
対訳：（略）14则要默默地面对残缺的空白。（博 60）
(2.90) 真二は興味津々で顔を覗き込んでくる。（ロ 253）
対訳：真二一副兴致勃勃地望着她的脸。
形式名詞の「～まま（で）」は、様々な形で動作主を修飾する。「動詞＋ま
まで」の形もあれば、「名詞＋ままで」の形もある。また、「まま」も「まま
に」もあれば、「まま」の後ろに「、」をつけない場合もある。さらに、「恵は
言われるままに灯りを消し、キッチンでコップに水をくむと、晶子に手渡し
た」（ひ 129）のような形もある。
この「～まま（で）／～ままに」は、構造上は異ならないが、意味は変わる。
「まま（で）」についての用法は、森田（1989:pp.86-88,p.131）によれば、基本
的に以下の三つ（①～③）がある。V1 は動作の形や名詞の形で表される場合
がある。
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① V1 で示した動作が成立した後、予期される状態に進展せず V1 のままで
完結し、次に予想外の動作・作用 V2 が起こることを表す。V1 には瞬間
的な動作が入る。
(2.91) 男はパーティの三角帽をかぶったまま、タクシーに乗り込んでいた。
（二9）
対訳：男子头戴着派队的三角帽，坐在计程车里，（略）（二8）
② V1 で示した動作の結果の状態が続いていて、それを止める動作や予期さ
れる動作が起こらないこと（V2）を表し、V2 は否定の形で表す。V1 に
は動作の結果の状態が継続されるような性質の動詞が入る。
(2.92) (略)瞳はどこか遠くを見やったままで、こちらに手を差し伸べる気
配もなかった。（博44）
対訳：(略)他的眼神始终看着远方，从来不曾向我伸出手来。(博 42)
③ V1 で示した動作の結果状態が続いている間に、V2 で示す別の動作・事
態を迎えることを表す。この用法は“V1 した状態で V2 する”という
「並立・付帯状況」とも考えられる。
(2.93) 真弓は朝礼のときにいた場所にずっと立ったままで、柊二をじっと
見ている。（ビュ 40）
対訳：真弓一直站在朝会场地上看着柊二。
上記の例文にあらわれたものは、すべて副詞性を持つデ格の名詞であって、
これらが動作の様態を修飾する。このように動作を修飾する場合、中国語では
今まで述べてきたように、動詞・形容詞を修飾する語句の後ろで、副詞句とし
て動詞を修飾する。
例(2.91)・(2.92)には、動詞と動詞の間にアスペクトを表す助詞“着”、も
しくは、例(2.93)のように結果補語の“-在”が介入され、動作主の行う動作
の持続を表している。
形式名詞の「～まま（で）」の実例を収集して用法を整理した結果、以下の
ような五種類の文型にまとめられる。
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１）「パジャマを着たままで飛び出した」
２）「パジャマを着たままで、飛び出した」
３）「パジャマを着たままに飛び出した」
４）「パジャマを着たまま飛び出した」
５）「パジャマを着たまま、飛び出した」
「～ままに」はニ格が副詞として動詞を修飾する、古めかしい表現だと思わ
れる。それに対して、現代日本語では「～ままで」の形が用いられる。また、
「まま」は「まんま」と同様に口語的な表現である。それらの後ろに「、」を
付けるかどうかは、おそらく個人的な嗜好に関わるものと考えられる。
７．２．「動詞めあて」の結びつき
「無料で」・「ただで」・「まるで」・「ひさしぶりで」などのようなデ格の名
詞と動詞が組み合わさると、やはり副詞性を表すが、「主体めあて」の修飾関
係から動作主が行う「動作」の修飾関係へと転換する。
このデ格はほとんど副詞化され、どのように動作を行うかを示す。すなわち、
このデ格の名詞で動詞を修飾するのである。また、「まるで」は、「ように」・
「みたい」のような助動詞と呼応する場合もある。
(2.94) a.（略）その前にも三十四年間引き取って教育したのだからただでは
渡せない。（文 122）
対訳：（略）在那之前我教育她三十四年，所以绝不能免费把她交给
你。
b.父さん、まるで寝てるごとある。（深167）
対訳：孩子的爸，像睡着了一般。（深133）
c.久しぶりで嬉しそうな顔をして……。（深129）
対訳：我好久没看到你这么高兴……。（深102）
「ただで」は、直接対応する中国語では名詞であるが、実際には“地”を加
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えて副詞句として動詞を修飾する。しかし、上記の例文から見ると、“地”を
省略することも可能である。
また、「ひさしぶりで」は時間副詞であって、対応する中国語では、ほとん
どが慣用表現である。
８．主語の（状態）結びつき
「先生」・「友達」・「学者」のような資格・身分を表すデ格の名詞が動詞と
組み合わされば、主語の状態を表す。また「健康」・「退屈」のような状態を
表すデ格の名詞も、同じく主語の状態を表す。
奥田（1967:p.330）には、「人の身分（資格）・職業・状態などを示す名詞
がデ格のかたちをとって、いる、すわる、いすわる、おさまる、そだつ、くら
す、とおる、とおす、はたらく、おわるなどのような動詞とくみあわさると、
陳述的なくみあわせとなり、動詞は自己の語彙的な意味をうしなうか、よわま
ってむすびとしてはたらき、くみあわせ全体が合成述語としてはたらくこと」
が述べられている。
(2.95) 出世栄達の望みをすてて、生涯を高校の先生で暮す気になってみると、
却って（略）（青春の蹉跌）
対訳：我已决心抛弃出息发迹的念头，一辈子老老实实地当个高中教师，
反而（略）
(2.96) 会社員でいるうちは絵を描く暇もなかった。（新和英 221）
仮訳：当公司職員時、連画画的時間都没有。
(2.97) なんのことですこりゃ、意味も何もないじゃありませんか、これでも
理学士で通るんですかね。（吾 114）
対訳：这是什么玩意儿，不是毫无意义吗？理学士怎么懂得这一些！
（我 97）
(2.98) まずまず健康で（中略）その日その日を暮らしている。（吾 27）
対訳：一直都很健康，（中略）平安度日。（我 15）
仮訳：一直都很健康地平安度日。
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デ格の名詞が人の身分（資格）を表すとき、「～として」の用法と重なる場
合があり、このようなデ格を馬（1997）は「主体の資格」と呼ぶ。また、仁田
（2000:p.97）でも、「姉は（生涯）独身で通す」「父は課長で終る」のような
例文が挙げられ、「N ｊは、Ni の資格として存在する」(注30)と述べられている。
資格・身分を表すデ格名詞に対応する中国語は、動詞の“当”や“作为”な
どである。“当”は「担当する」「任ずる」また「（職業名詞を）する」の意味
を表す。“作为”は「～とする／～として」「～に充当する」の意である。
また、「健康」のような主語の状態を表すデ格には、対応する中国語の介詞
はないが、主語の状態を修飾する副詞として使われる“地”が用いられる場合
がある（例(2.98)仮訳）。あるいは、中止形として“，”をつけたまま、表現
される場合もある(例(2.98)対訳)。
９．コピュラ中止形の「デ」
奥田（1967）は「～デ」のなかに、陳述的な組み合わせに近いもので、中止
形として働いていると言えるものがあることを指摘しているが、単語の組み合
わせとして捉えるなら、これも資格＝副詞的（規定的）な結びつきである。た
だし、後ろに飾られた動詞や名詞などは、上来取り上げた諸例に比して、あま
り拘束されていないようである。
また、下記の例文から見れば、このデ格は三つの種類に分けられる。一つは、
例（2.99）のようなもので、津留崎（2003:p.146）は、この中止形の表す関係
的な意味を〈前提〉と定義している(注31)。
例(2.100)は「強盗」と「探偵」との並立関係を表す。「強盗」と「探偵」の
両者を並列させて述べる組み合わせである。
さらに、例(2.101)のように、文の前後関係的な意味も並列関係も表さず、単
に陳述的な意味だけが表される場合もある。
(2.99) 花子は医者で、横浜に住んでいる。（津留崎 2003:p.146）
仮訳：花子是医生，住在横滨。
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(2.100) ダンビラを畳の上へ刺して無理に人の金銭を着服するのが強盗で、
おどし文句をいやに並べて人の意志を強うるのが探偵だ。（吾 481）
対訳：把匕首插在榻榻米上，硬抢人家金钱的是强盗；说出一大堆威吓
的话，以强迫人家意志的是侦探。（我 402）
(2.101) 二人は女でわたしがその中へまじりましたが、自分でもよくひけた
と思いました。（吾 32）
対訳：两个是女人，我夹在其中，我想我拉得很好。（我 19）
以下に示した例文は陳述的な性質を持つが、単に中止形としてのみならず、
原因性を表すデ格とも言えるものである。
(2.102) 僕がこういう科学書生で、平素其方の研究にばかり頭を突込んでる
ものだから、（破戒）
対訳：我是搞科学研究的，平时一古脑儿钻在研究里。
仮訳：我因为是搞科学研究的，所以平时一古脑儿钻在研究里。
(2.103) 夫の大多数はサラリーマンで、起きている時間のほとんどを通勤と
自宅から遠い職場での仕事に費やしています。（日 33)
対訳：男主人幾乎都是薪水階級、白天的時間除了花費在往返的交通外、
就是待在遠離自己住家的辦公室。
仮訳：男主人因为幾乎都是薪水階級、所以白天的時間除了花費在往返
的交通外、就是待在遠離自己住家的辦公室。
主語の「職業」・「身分」・「資格」などを表すデ格を伴う名詞は、動詞と組
み合わさって副詞的な結びつきを作るが、この場合のデ格は様態性が弱まり、
状態やコピュラのデアルの中止形の「デ」の成分や陳述的な性格も色濃くあら
われる。
上記の例文では、コピュラ中止形のデに対応する中国語の介詞はなく、文の
中止符号“，”のみを付けて表現されているが、これは日本語と同じく、単に
文と文との繋がる役割を果たしている。しかし、原因を表すデ格であれば、対
応する中国語は介詞かつ接続詞として使われる“因为”と対応し、後ろに“所
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以”と呼応する場合もあるが、このことは、「三．原因的な結びつき」の章に
おいて詳しく述べるつもりである。
まとめ
これまでの検討の結果明らかとなった、副詞的な結びつきと中国語の介詞と
の対応関係は、下表のようにまとめられる。
副詞的な結びつき 中国語との対応
1.様態の結びつき 様態の結びつき（１） アスペクトを表す“着”
様態の結びつき（２） 1）“用” 2）アスペクトを表す助詞“着”介入
2.度合いの結びつき 1）“用”
2）助詞“地”もしくは“地”省略
3.時間の結びつき 介詞“在”もしくは“在”省略
4.人数の結びつき 介詞なし
5.基準・範囲の結びつき 介詞“用”“以”“按” もしくは 慣用的な表現
1）動作の様態を修飾する場合は助詞“地”を使う。もしくは
6.基準・範囲の非-量的な結びつき “地”省略可
2）動作の様態以外の場合は介詞なし
1)「～方」の文型：介詞“用”“以”、もしくは動作主の様態を
7.方法・方式の結びつき 修飾する場合は助詞“地”（“地”省略可）
2）「～方」の文型以外の場合：介詞“用”“以”もしくは「動
賓構造」
8.副詞化された「～で」の結びつき 動作を修飾する“地”
9.資格（の状態）の結びつき 「動賓構造」
10.コピュラ「ダ」の連用形化した「デ」 1)介詞なし 2）接続詞―“因為～（所以）”の文型
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三．原因的な結びつき
原因・理由を表すデ格については、種々の先行研究が発表されている。
奥田（1967）は、自然現象・生理現象を表す自動詞が、現象・動作・状態を
表すデ格の名詞と組み合わされることにより、原因の結びつきを形成するとす
る。そして、原因的な結びつきには、単なる原因を示すデ格のみならず、「戦
争で死ぬ」のような原因＝状況のデ格や、「徴兵検査で国へかえる」のような
原因＝目的のデ格などが存在することについても、詳しく取り上げられている。
宗田（1992:pp.67-86）は、「風邪で休んだ」のような「主体が同一の場合」
および、「議長の欠席で会議が流れた」のような「主体が異なる場合」という
新たな観点から、原因・理由を表すデ格についての分析を行った。その際、原
因・理由のデ格と道具のデ格との共通点や、原因・理由のデ格とニ格との交替
関係なども論じている。
また、奥津（1986:p.79）は、「目的と理由・原因とは意味の上で似ていると
ころがある。広い意味ではどちらも理由を表すと考えてよい」と述べている。
以上指摘されてきたことどもは、デ格名詞と動詞との組み合わせにおける
「原因的な結びつき」と「目的的な結びつき」との関係の近さ、および、その
分類の難しさを端的に物語るものと言えるだろう。
本稿では、日本語の原因・目的を表すデ格の複雑な構造について、独自に採
集した実例に基づく実証的な分析を施し、新たな分類の枠組みを提示すること
を目指すとともに、加えて、中国語の介詞、さらにその文構造とも、どのよう
な対応関係があるのかをも明らかにしようとするものである。
以下、次のような５つの観点から、詳細な検討を加えていくことにする。
１．現象を表す原因的な結びつき
２．原因＝状況的な結びつき
３．目的的な結びつき
４．後置詞化されたデ格を表す原因的な結びつき
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５．原因を表すデ格に対応する中国語の文構造
１．現象を表す原因的な結びつき
現象を表す自動詞が、「現象」・「動作」・「状態」を表すデ格の名詞と組み合
わさると、原因的な結びつきができるという。
本稿では、この「現象」を、さらに「自然現象」・「生理現象」・「心理現
象」の三者に細分類してみることにする。
１．１．自然現象
自然現象を示す動詞が、現象を示すデ格の名詞と組み合わさると、原因の結
びつきができる。修飾される動詞が現象を示し、修飾する名詞によって条件づ
けられているのである。この場合のデ格は、ニ格に切り替えられる場合が多い。
また、下記の例文の「雨」・「風雨」は一見して、原因の役割を担っている
と解されるが、捉え方によっては、「場所」の役割も果たしているとしても解
釈できる。例文を、「前日の雨の中で地面はぬかるんでいた」と解することも
可能であり、解釈のゆれが見られることになる。
(3.1) a.しかも、前日の雨で地面はぬかるんでいた。（五体不満足）
対訳：因为昨天的雨，陡坡上还留有一洼一洼的水。
b.原文：树是由风雨刮倒的。（近藤の例）
木は風雨で倒れた。
また、下記の例文のように、現象を表す名詞がデ格の形をとり、対象に変化
をもたらす意味を持つ動詞と組み合わさって、受動文の形で表される場合も多
い。
この場合のデ格の名詞は、動作主というより、手段・原因を表している。こ
れを木村（1991:p.194）は「、受動文の名詞が格形式デをしたがえる文」と呼
ぶ。
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(3.1) c.山頂は雪でおおわれている。（木村の例）
d.田畑は台風であらされた。（木村の例）
１．２．生理現象
「酔う」・「疲れる」・「震える」・「よわる」「くるう」のような生理的な状態
を示す動詞が、デ格の名詞と組み合わさって動作主の生理的な状態を表す場合
は、結びつきの原因的なニュアンスが生ずる。
このような被修飾動詞は、態度的なニュアンスを持たないものの、心理的な
状態が含まれていると考えられる。この場合の「デ格」は、「ニ格」にも換え
ることができる。
(3.2) a.バスを待っていた人々は、寒さでふるえている。（益岡 1987:p.47）
対訳：等巴士的人因寒冷而发抖着。(苏:p.107)
b.男たちは、長く続く戦いに疲れはてた。（益岡 1987:p.47）
対訳：男人们因持久战而疲惫已极。(苏:p.107)
１．３．心理現象
デ格の名詞が心理（的な態度）を表す動詞と組み合わさった場合も、原因の
結びつきをなす。この名詞は、一時的な感情を持たせる「対象＝原因」とされ
る。また、この場合のデ格もニ格に換えられる。このような心理的な態度は
「態度的な心理状態」とも言われる。修飾される動詞は、態度的な心理状態を
示し、修飾する名詞はその態度の向けられる対象を示している（奥田1962:pp.
302-303）。
この場合のデ格もしくはニ格の名詞を支配する動詞は、動作主の態度ととも
に心理的な状態をも示す。ニ格は「に因って」の意味であり、これは「に寄っ
て」に通じる。つまり、「原因」を「密着の対象」として認知している。一方
「デ格」は、「原因」を「当該事態の発表する背景」として認知しているので
ある（杉村 1999 を参照）。したがって、この動詞とデ格（あるいはニ格）の間
にある結びつきの性格は、単に態度を示すものではなく、その動作がおこる原
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因をも示しているのである。
心理動詞には、「興奮する」・「迷惑する」・「満足する」・「安心する」・「感心
する」・「感謝する」・「同情する」・「当惑する」・「熱中する」・「苦しむ」・「悩
む」・「驚く」・「困る」・「がっかりする」・「退屈する」・「腹を立てる」などが
ある。
(3.3) a.自分が胃病で苦しんでいる際（略）（吾 39）
対訳：在自己为胃病所苦的时候（略）
b.花子は人間関係で悩んでいるらしい。（益岡 1987:p.47）
対訳：花子好像因人际关系在烦恼。(苏1997:p.107)
c.（略）仕事や人間関係で当惑したり、（略）（深 15）
対訳：（略）常因工作和人际关系感到困扰或束手无措；（略）（深 6）
今まで、自然現象・生理現象・心理現象を表す動詞が、現象を表すデ格の名
詞と組み合わさって原因を表すということについて、具体的に見てきた。
しかし、それらの現象以外でも、下例のように、一つの事態や出来事を示す
名詞が、デ格の形をとって自動詞や他動詞などと組み合わされると、因果関係
があらわれて、同じく原因の結びつきを作ることができる。
(3.4) a.晶子は鉄幹の浮気で食事も喉を通らない日々を体験したのである。
（文 136）
対訳：（略）晶子因为铁干的外遇，体验到食不下咽的日常生活。
b.車の事故で、毎日何十人もの人が死んでるんだ。（い 15）
対訳：每天都有几十个人因为车祸死亡。
c.ジャガイモの開墾で手に血まめができ、（略）（文 205）
対訳：为了种植马铃薯，他的双手甚至还磨出血泡化脓，（略）
d.バイ菌恐怖症で旅行に行けず、（略）（文 97）
対訳：由于他非常害怕细菌，所以无法出外旅行，（略）（文上 76）
また、かざり名詞が動詞の原因・理由を出来事の出どころ（発端）として表
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す場合には、デ格の代わりにカラ格が用いられ、動詞の部分（動詞句、動詞
節）は、これによって引き起こされる動作（または結果）となっている。よっ
て、例(3.5a~c)のデ格はカラ格に言い換えることもできる(注32)。
「このタイプの「で」と「から」でマークされる表現は、いずれもある結果
をもたらす原因の解釈ができる。「から」によってマークされる表現は、その
字義通りの意味からして結果としての事象が派生する〈起点〉（あるいは〈源
泉〉としての解釈が前面に出ている」と山梨(1995:p.58)が述べている。
(3.5) a.花子は不注意で事故を起こしてしまった。（益岡 1987:p.47）
b.不用意な発言ですべてを台無しにしてしまった。（益岡 1987:p.47）
c.花子はストレスで胃潰瘍になったらしい。（益岡 1987:p.47）
現象・事柄を表すデ格の名詞と自・他動詞との組み合わせにおいて、このデ
格は原因の役割を担っていると判断される。しかし、具体的な物名詞がデ格の
形で「道具」の役割を果たし、文全体で因果関係を含意すると解釈できる場合、
この物名詞のデ格は「原因」の役割をも担うと考えられる。
下例(3.6a~d)のデ格は「道具」を表すか、「原因」を表すかが曖昧である。
(3.6) a.診察券でカードマジックが出来そうなくらいパスケースは膨らんだ。
（い 186）
b.事務所からの電話で起こされた。（ふ 225）
c.亮介はエアコンで冷たくなったガラス窓に顔を押しつけ、（略）（東
27）
d.ちょっと麻雀で借金作っちゃったんですよ。（二 47）
マージャン
さらに、下記の例文は、様態を示すデ格の名詞と動詞との組み合わせである
が、様態（方法）と原因の両方の役割を果たすと判断される。
(3.7) a.五時間の会話で、少しだけぼくらはキスに近づいた。（い 151）
対訳：5个小时的交谈，使我们向接吻迈近了一步。
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b.何度目かのトライでようやく、極秘ファイルが開く。（二 313）
ご く ひ
対訳：不断的尝试，终于解开最高机密的密码。（二 311）
c.理得の顔は恐怖で引きつっていた。（二 317）
対訳：理得的表情恐惧不已。（二 315）
d.競馬でひと山当てたのだ。（ロ 23）
対訳:因为他们赌马赢了很多钱。
以上のような原因を示すデ格の名詞は、単純に原因の役割を担うのみならず、
道具・様態の役割をも果たしていると考えられる。
このように一つ一つの格がカテゴリーとして独立しているのではなく、それ
らの意味役割の機能が部分的に重なっている関係を、格の「カテゴリー間の相
互関係」と呼ぶ。
日本語のデ格が原因を表すとき、対応する中国語では因果関係を表す介詞
“因”“因为” “由”“由于”が用いられる。因果関係を表すそれらの介詞そ
のぞれの相違点を掲げれば、以下のようになる。
１）“因”は書き言葉に用いられる。“因”は後続の“而”と呼応する（例
(3.2a,b)）。また、“因”は常に“因病请假”（病気で休む）や“因公牺
牲”（公務で死んだ）のような慣用表現の形として使われる。この場合
は“因为”“由于”は用いることができない。
２）因果関係を表す介詞としては、“因为”も“由于”を用いる。前者は話
し言葉にも書き言葉にもよく用いられるが、後者は書き言葉に多く使わ
れる。両者は“而”または“所以”と呼応することがある。
３）“因为”“由于”は介詞の役割を果たすだけでなく、接続（助）詞の機
能も果たす。接続詞とするとき、“因为”は後節に用いて前節を強調す
る。“由于”にはこの用法はない。例えば、(3.4d)“由于他非常害怕细
菌，所以无法出外旅行”は“他无法出外旅行，因为他非常害怕细菌”と
言えるが、“他无法出外旅行，由于他非常害怕细菌”とは言えない。
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４）“由”と“由于”では、“由”は原因のみならず、成分・材料や事物の
方法、由来・出どころ・根拠などを示すことできる（本稿の「一．対象
的な結びつき」参照）。一方、“由于”は原因を表すだけである。
５）例（3.3a）と(3.4c）においては、中国語の“为”“为了”は目的を表
すこともできれば、原因を表すこともできる。しかも、介詞と接続助詞
の二つの品詞を持っている。また、“为”“为了”は原因を表すとき、
“因为”に換えることができる（侯1998, 张2001,李2003参照）。
２．原因＝状況的な結びつき
「戦争」・「空襲」・「地震」のような天災・人災による時間的に制約された
名詞は、デ格の形をとって動詞と組み合わさると、動詞で示される出来事の状
況を表す結びつきとなる。だが、この状況と出来事の間が因果関係によって関
連付けられていると、その結びつきが原因的であるか、状況的であるかが、区
別しにくくなる。むしろ、この場合のデ格は、原因と状況の二つの機能を持っ
ていると言えるだろう。
(3.8) a.空襲で麻布の家を焼け出された，（略）（文 141）
あ ざ ぶ
対訳：位于麻布的住家因为空袭惨遭祝融，（略）
b.戦争で、店が閉店されていった。（文 143）
対訳：战争期间有不少店家因此关闭。
c.さいわい長野市に近い温泉町にある実家は空襲で焼けもせず、妻子は
そこに疎開していたが、（略）（深 145）
対訳：靠近长野市温泉町的老家空袭时侥幸未被烧毁，妻和小孩疏散的
那儿；（略）（深 115）
これらの実例を見れば、デ格が原因的な結びつきと状況的な結びつきとの二
つの機能を持つことが明らかである。このことは、中国語訳文に、原因も状況
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もあらわれるていることからも分かる。原因的な結びつきでは、“因（为）”
“由于”と訳される。一方、状況的な結びつきでは、さらに、場面を表す状況
と時間を表す状況との二つが考えられるが、前者は“在～的情况下”（～の状
態の中で）と訳され、後者は“在～的时候”（～のとき）と訳される。
３．目的的な結びつき
「行く」・「来る」・「出かける」のような移動自動詞が、動作を表す名詞と
組み合わさると、目的の結びつきを作ることができる。
この場合のデ格の名詞は、常に仕事に関する名詞、あるいは一つの動機・き
っかけを表す名詞である。
(3.9) a.静珍は所用で郷里へ帰ると宣言し、（略）（活动变人形）
原文：静珍宣布她们要回家乡去办事，（略）（目的）
仮訳：静珍宣布她们因要事要回家乡，（略）（原因）
b.花子はお見合いで北海道に行く。（作例）
仮訳：花子因相亲而去北海道。（原因）
仮訳：花子为了相亲而去北海道。（目的）
「用事」・「仕事」に関するデ格の名詞、または、「動機」・「きっかけ」を表
すデ格の名詞と移動動詞との組み合わせは、原因の意味を表すこともあるが、
むしろ目的の意味が鮮明にあらわれる。
中国語の訳文を見ると、原因的な結びつきでは“因为”と翻訳され、目的的
な結びつきでは“为了”と翻訳される。目的的な結びつきでは「連動文(注33)」
の形で表されることも普通である。例(3.9a)“静珍宣布她们要回家乡去办事、
例 (3.9b)“花子去北海道相亲”などは、すべて連動文の形で目的を表すもので
ある。
中国語では、基本的に“因为”は原因性が強く、“为了”は目的を表すが、
原因を表すときに、“为了”を用いた例を見ることもないではない。また、陳
(2002:p.191)は、次のように指摘する。
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原因和目的有相通之处，吕叔湘认为：“目的的概念和原因的概念有密切的
关系”，“目的和原因”相通：来自外界者为原因，存于胸中者为目的，“原
因和目的原是一事两面”。尤其“为…而…”结构，“表原因和目的不是分
得很清楚，或者说，‘为…而…’，兼表原因和目的”，如“为衣食问题而奔
波”，既可以是“为了衣食问题而奔波”的意思，也可以是“因为衣食问题
而奔波”的意思。
[引用者訳] 原因と目的は互いに共通点を持っている。“目的の概念と原
因の概念は密接な関係を持っている。”と吕叔湘が述べる。外部から来た
のは原因であり、内部にあるのは目的である。“原因と目的は一体で両面
を持つ”。特に“为…而…”という構文は原因を表すか、目的を表すかは
っきり区別しない。さらに“为…而…”は原因かつ目的の意味を持つとも
言える。
つまり、“为衣食问题而奔波”（衣食のことで奔走する）は、次に示すよう
に、原因と目的の二つの意味を持っているわけである。
目的：“为了衣食问题而奔波”（引用者：衣食のことで奔走する）
原因：“因为衣食问题而奔波”（引用者：衣食のことで奔走する）
また“为・为了・因・因为・由于”などは原因・目的を表す。“为・为了”
は常に主観的な状況で使われ、客観的な事には用いられない。一方、“因・因
为・由于”にはこの制限がない（陳 2002:p.191 参照）。
４．後置詞化されたデ格を表す原因的な結びつき
「こと」「もの」「おかげ」などのような形式名詞は、補助的な単語であり、
「で」は単語以下のレベルの形式であるが、単語に義務的に従属する形式と見
なされる。これらはいずれも単独で文の中で機能することはできず、名詞か名
詞相当句と結びついて文の成分となりうる。このような名詞から派生した「こ
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とで」や「おかげで」は、連体修飾をうけるという名詞の文法的な特徴を残し、
特定の格（ここではデ格）の用法が特殊化したものであって、「後置詞」的な
働きをするのである（鈴木 1972:p.502,木村 1991:pp.326-333 参照）。
奥田(1967:p.333)は、「デ格のかざり名詞が（…のことで）になると、原因＝
目的的な結びつきのニュアンスを強くたもちながら、対象的なむすびつきに移
行する。このばあい、かざられ動詞は、主として、心理活動（言語活動や体験
など）をしめすもの、行為をしめすものである。かざり名詞はかざられ動詞で
示される行為の対象の範囲（問題点、関心事）をさししめす」と指摘している。
(3.10) a.あなたと別れたら、あなたのことでぼくはまたくるしむことになる
のだ。(奥田 1967:p.333)
b.つまらないことで喧嘩したり（略）。（世 74）
対訳：也会为了芝麻小事吵架。
c.記憶を失ったことであれこれ悩むよりも、事実を受け入れ、自分が
すべきことをこなしていくという考え方は彼女らしかった。（い
180）
対訳：她并没有因为自己失去记忆而烦恼，而是坦然地接受事实，做
自己该做的事。
d.土曜日のことで、今さら文句を言うためにかけてきたとは思えな
かった。（東265）
対訳：现在才打电话，应该不是为了抱怨星期六的事吧。（東292）
日本語では物事に関することや人称を表す名詞とデ格の間に、形式名詞「～
のこと」を入れることが義務的であるが、中国語では、「～的事」（～のこ
と）を入れる、入れないは任意とされている。
「もので」の「もの」は形式名詞的であり、これに理由の格助詞「で」がつ
いたものという解釈もできると奥津(1986:p.97)が述べている。また、会話では、
「もんで」となり、原因・理由になっていることを婉曲的に示す。予定外・不
本意などの個人的な理由を強調する場合が多く、会話の中で言い訳などによく
用いられる（森田 1989:p.104 参照）。「ことで」も原因・理由を表す場合があ
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るが、両者を比べれば、前者は話者の主観的な意味を、後者は客観的な意味を
表すと考えられる。
(3.11) a.ろくにえさをやらなかったもので、ポチはやせてしまった。(奥津
1986:p.97)
b.近くの海岸沿いに大きなリゾートホテルがオープンしたことで、客
足がぷっつりと途切れてしまったせいだ。（妹 56）
対訳：由于沿海附近新开了一家大型的度假饭店，客人不再上门，生
意萧条所以垮了（略）
「おかげで」・「せいで」・「かどで」のような形式名詞の媒介を必要とする
デ格は、あらゆる場合で原因的な結びつきを作ることができる。ただし、今ま
で述べてきた「原因」を表すデ格とは異なり、主観性が濃く出ると考えられる。
下例(3.12a ～ d)に示されるように、「～のおかげで」のような連体的な修飾
は、「人」・「物」、さらに「事」を表す名詞を伴う。例(3.12b)のように、特に皮
肉的に用いられる場合もある。
「おかげで」・「せいで」は、前に名詞が来て「名詞＋のおかげで」となっ
たときは後置詞化している。なお、例(3.12e)の「かどで」は表現がかたく、マ
イナスの結果、さらに罪の成分を表す原因に使われるため、常に悪い結果と繋
がる。
(3.12) a.あんたのおかげで、デザイン決まったし……あ、（略）。（ビュ 92）
対訳：托你的福，设计也决定了。
b.あいつのおかげでひどい目にあった。（日中 233）
対訳：都怪他我才吃了个大亏。
c.思わぬ騒動のおかげで、外食することになった。（博 99）
対訳 拜这场意外的骚动所赐，我们只好在外面解决晚餐。(博 95)
d.陰士のおかげで二度とない悟りを開いたのはじつにありがたい。
（吾 178）
対訳：由于小偷的缘故，我得到了唯一的觉悟，实在难能可贵。（我
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152）
e.交通違反のかどで出頭を命ぜられる。（日中辞典 371）
対訳：由于违反交通规则被传讯。
文脈によって中国語の翻訳形式も多様である。
「拜～之赐（～のおかげで）」は、恩恵を受けて感謝の気持ちを込める表現
である。「由于～的缘故」は客観的な言い方である。「～せいで」のあとには
マイナスの結果が出て、中国語で「都怪、都是～的错、害的」と訳されるが、
相手や物事に対して責める主観的な感情を含むと考えられる。「おかげで」・
「せいで」・「かどで」は、対応する中国語において介詞だけでなく、様々な
文型で表現することができる。すなわち、これは単なる品詞の問題ではなく、
文型の問題にも関わることと言える。
また、「原因」・「理由」・「わけ」などの名詞が、理由を表す副詞句をつくる
とき、それらは単独では使えず、必ず補足成分をとり「～で」の形となる。こ
れは「ため」に相当する（奥津 1986:p.103）。
(3.13) a.大臣は、風邪をひいたという理由で欠席した。（奥津 1986:p.103）
b.数学が悪かったという原因で落第してしまった。
c.家が破産したというわけで破談になった。
例（3.13a~c）の下線部はそれぞれ、「風邪で」・「数学の不出来で」・「家の破
産で」のような「名詞＋デ」の形で表すこともできる。しかし、上の例文は理
由の内容を表す「文」であれば、「理由」・「原因」・「わけ」を使って一度名詞
化して「デ」をつけるので、この場合の「原因で」・「理由で」・「わけで」は
redundant な表現ということになる（奥津 1986:p.103 を参照）。
様々な状況によって、文もその場に応じて表現される。「風邪で欠席した」
という表現は確かに単刀直入であり、ドライでストレートな感じがある。しか
し、「風邪をひいたという理由で欠席した」とした場合、そこには強調のニュ
アンスが含まれる。あるいは、非常に文章語的であると思われる。したがって、
「原因で」・「理由で」・「わけで」が果たして、奥津の言うような「redundant
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な表現」であるかどうかについては、なお再考の余地がある。
また、「～理由で」・「～原因で」・「～わけで」の例文において、「で」には、
理由の意と名詞「理由」のデ格としての意味役割とが重なっており、ここでの
「で」は、コピュラ中止形の「デ」である可能性もある。
５．原因を表すデ格に対応する中国語の文構造
原因・目的を表すデ格の名詞と動詞との組み合わせにおいては、中国語の介
詞に対応するというのが、あくまでも基本的なケースである。しかし、下記の
実例(3.14)～(3.22)のように、実際には、日中対照はそう単純な関係にはなって
おらず、介詞のみならず、文構造レベルにまで対応する場合も多い。
李(1997:p.23)は、次のように述べている。
语义范畴分布(注34)最广的恐怕应该是因果范畴。因果范畴是思维方式的一个
重要方面，因此它在语句中的反映也最为丰富。
[引用者訳] 語義（意味）範疇の分布が一番広いのは、恐らく因果範疇だ
ろう。因果範疇は思考方式の一つの重要な事項である。そのため、文の中
での反映がもっとも豊富である。
ここで、中国語訳の観点から、原因・目的を表す日本語のデ格とそれに対応
する中国語の原因・目的を表す構文を、次の A ～ H の８項目に分類して考察
していくことにする
Ａ．受動文の形で表す
Ｂ．使役文の形で表す
Ｃ．“得”字句補語文の形で表す
Ｄ．“地”／“的”字句の形で表す
Ｅ．“动宾”（動目）構造の形で表す
Ｆ．動作主の形で表す
Ｇ．兼語文の形で表す
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Ｈ．因果関係を表す介詞の省略
Ａ．受動文の形で表す
デ格の名詞と動詞との組み合わせが、受動文で用いられると、中国語の訳文も当
然ながら、受動文の形で表される。
(3.14)a. 原文：门给风吹开了。（佐々木の例）
対訳：扉は風で吹き開けられた。
b.雨で壊された巣を急いで張り直しているんだろうけど、（略）（い
237）
対訳：可能是想要快点修复被雨打坏的蜘蛛网（略）
しかし、日本語が受動文でなくても、中国語では受動文である場合が多い。
(3.15) a.やせたこの医者は、雪でぬれた五分刈の頭髪に手を当てながらいっ
た。（越前竹人形）
対訳：长得瘦瘦的医生用手按按被雪濡湿的一头短发，（略）
b.もとの茎は爆風で根元からぽっきり折れ、あとかたも無くなって、
（略）（黒い雨）
対訳：被暴风齐根折断，连点痕迹都没有留下来，（略）
c.竹籔が火事で焼けたところなんて見たことない。（博 104）
対訳：我从来没有看过竹林被火烧掉。
d.キャンプの初日、雷雨でひどい目に合わなかったか尋ねたが、雨な
ど一滴も降らなかった、とルートは答えた。（博 198）
対訳：我问他露营的第一天有没有被雷雨淋到，根号却回答一滴也没
有。
e.ラジオの音楽が雑音で途切れ、しばらくして元に戻る。（博 202）
対訳：收音机的音乐被杂音打断了，一下子又恢复了正常。
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张(2002:p.346)は、次のように指摘する。
一般情况下都是施事，但也并不限于施事，（中略）有时候也可以是实施Ｖ
的工具，材料，起因，等等。比如：被〔风〕吹病了／被〔雨〕淋湿了／被
〔汽车〕撞伤了。
[引用者訳] 普段その名詞―動作主は人間であるが、すべて人間が動作主
とは限らない。雨・風のような自然現象、車のような物を道具・材料・起
因として動作を行う場合もある。例えば、風に吹かれて病気になった（直
訳）。／雨に降られて濡れた（直訳）。／車にぶつかられて怪我をした
（直訳）。
つまり、中国語において「被＋名詞」を使うときには、動作主の役割を果た
す場合もありうるのである。
そして、物を道具・起因として動作主の役割を果たす場合、「中国語では能
動文の結果を表すものを“被”字句で表現すれば、ある事柄がある結果を招い
たという意味で因果関係が強調される」（鄭(1996:p.84)）ことになる。鄭の
挙げた例文に、「彼は刺身でおなかを壊した（他被生鱼片吃坏了肚子）」があ
るが、この文の「刺身」が、明らかに道具と起因の二つの機能を持ち併せてい
ることが分かる。
ここで問題となる“被”は、「被害」・「被災」の“被”であり、本来「蒙
こうむ
る」の意を持つため、好ましくないことや、話し手が不本意と感じることに使
われる。つまり、因果関係も含めて、ある被害を受けたり、災難に遭ったりし
て、話者がその悲痛な心情や気持を表すとき、中国語では常に受動文で表す傾
向があるわけである。
Ｂ．使役文の形で表す
中国語の介詞“让”は、受け身の意味のみならず、「～に（を）～させる」
という使役・容認・許容の機能をも有する。
“让”の目的語は動作主であるが、文の主語は受動者ではなく、使役し、容
認し、許容する主体である。下記の例（3.16a）に掲げた“怀念和怜爱让我哽
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咽”という中国語文は、直訳すれば「懐かしさと愛しさは私を泣かせる」とな
る。すなわち、「泣く」という動作を行うのは「懐かしさと愛しさ」ではなく、
「私」である。使役を表す介詞としては、“让”のほか、“使(注35)”や“令”が
あり、同様の役割を果たす。ただし、“让”に比してやや文語的な言い方とさ
れる。
例（3.16a,b）において、日本語文は使役文ではないが、中国語訳文は使役文
で表されている。つまり、あるきっかけ・原因を受け、その原因に影響された
動作主が自分の自発的な感情を強く訴えるとき、中国語では常に使役文で表す
傾向があると言える。
(3.16) a.懐かしさと愛しさで泣きたくなり、戸惑いと緊張でさらに泣きたく
なった。（い 201）
対訳：内心的怀念和怜爱让我哽咽，不知所措和紧张更令我快哭出来
了。
b.その一言ではじめて母の姿に侯爵は気づいたが、（略）（春 351）
対訳：她的这句话，才使侯爵留意到母亲的身影。
Ｃ．“得”字句補語文の形で表す
デ格の名詞が対応する中国語としては、原因を表す介詞”因（为）”のほか、
名詞と動詞の間に“得”を介入させた「“得”字补语句形式」（“得”字句補語
文）でも表し得る。“得”字句補語文は、動作主のその「緊張」・「喜び」に至
る程度(extent)を表す。
(3.17) a.緊張で冷たい汗を流しながら引き金に当てた指に力を込めようとし
たそのとき、無線機からざわざわとノイズが聞こえてきた。（二
306）
対訳：尤利慢慢的瞄准布寇雷斯的脸，紧张得直冒汗。当他正要扣下
板机时，无线电传来吵杂的杂音。
b.開き直ったはずのゆき子も、膝を緊張で震わせた。（妹 50）
対訳：（略）应该要立即改变态度的雪子，都紧张得膝盖发抖。
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c.菊雄の顔は喜びでくしゃくしゃになった。（妹 151）
対訳：菊雄立刻高兴得手舞足蹈。原因の成分が多い。
Ｄ．“地”／“的”(注 36)字句の形で表す
奥田（1967:p.29)は、「規定的な結びつき」について論じた中で、「男は、
かわいた声でわらった」、「くもは、曲芸師のたくみさで糸をたぐりながら、
にげていく」のような例文を取り上げた。その指摘を踏まえ、廖(2007)では実
例の収集に努めた結果、さらに、「対岸を見つめたまま亮介が小声で答える
（東 134）」（対訳：亮介望着对岸小声地回答）、「島村は寝足りぬ虚しさで眺め
ていた（雪国）」（対訳：岛村睡眼惺忪，空虚地眺望着」）のような例文を新た
に加えた。
様態を表すデ格の名詞は、動詞と組み合わさって動作主の動作の仕草・様態
を修飾し、一般にそれが様態を表すデ格であることが明確に判断できる。この
場合、デ格の名詞に対応する中国語の表現は、“地”／“的”である。
しかし、下記の例文(3.18)は、様態を表すデ格なのか、原因を表すデ格なの
かがはっきり区別できない。表面的には原因の意味が確かに強く感じられるが、
副詞の成分も「ふくみ」の意味として存在していると考えられる。例
（3.18c）の「心配で」のデは、名詞のデ格ともナ形容詞の連用形のデとも考
えられ、曖昧である。強いて言えば、この場合の「心配で」のデ（格）は意味
的には原因的な働きをしているように思われる。
(3.18) a.にっこり笑う。ゆき子は、申し訳なさで、そっと目を伏せてしまっ
た。（妹 189）
対訳：菊雄笑颜逐开，雪子则深感愧疚地悄然低头。
b.後輩たちは喜びで手を叩き、（略）（作例）
仮訳：年轻的同事们都欣喜若狂的拍手叫好，（略）
c.母さん、また心配で出て来たわ。（ロ 338）
対訳：老妈又担心地跑出来了。
原因の意味が強く感じられるにも関わらず、中国語の訳文では、“地”／
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“的”の助けを受け、動作主の動作を修飾する様態性の文があらわれる。この
ような様態(manner)・程度（extent）を表すとき、黄（1983）では三者に一切
区別はなく、すべて“的”で表されるとするが、、刘(1991)では“得”“地”
“的”三者の役割はきちんと分けられるとする。
様態を表すか、原因を表すかということについて、郭(2005:p.203)は、次の
ように言う。
联一个情状当被与另一个情状 系起来看时，它就会被看作”方式”或”原
因”。（中略）当Ａ和Ｂ的主体相同时，Ａ既可能是“方式”也可能是“原
因”。
[引用者訳] 一つの状況はほかのもう一つの状況と連係して起きて見られ
るときに、それは“方式”あるいは“原因”とみなされることができる。
（中略）ＡとＢの主体が同じであれば、Ａは“方式”が同時に“原因”で
あることがあり得ることである。
例(3.18a)の“雪子则深感愧疚地悄然低头”という文でにおいて、Ａは様態
―“愧疚”で、ＢはＡに関わっているもう一つの様態―“低头”である。動作
主は「雪子」である。郭が述べたように、動作主が同一であれば、Ａすなわち
“愧疚”は様態を表す形式でも言えるし、原因を表す形式によっても言える。
仮に、様態・方式という観点から捉えれば、“愧疚”“欣喜若狂”“担心“は
様態・方式であって、“低头”“拍手叫好”“跑出来了”はその動作主が行う動
作である。一方、因果関係という観点から捉えれば、“愧疚”“欣喜若狂”“担
心”は原因・理由であって、“低头”“拍手叫好”“跑出来了”は結果というこ
とになる。
Ｅ．“动宾”（動目）構造の形で表す
奥田(1967:p.333)によれば、「デ格のかざり名詞が（～のことで）になると、
原因＝目的的な結びつきのニュアンスを強くたもちながら、対象的なむすびつ
きに移行する」という。このような場合、例文（3.19）のように、中国語の
“动宾”（動目）構造文にも対応できる。なお、“女儿的婚事”は“因”（原
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因）で、“愁”は“果”（結果）である。
(3.19) 原文：愁女儿的婚事。（李 1997:p.24）
仮訳：娘の結婚のことで悩んでいる。
上記の原文は、“因为女儿的婚事烦恼”や“为了女儿的婚事烦恼”の形でも、
同じ意味を表す。
Ｆ．動作主の形で表す
“処置式”(湯 1987)においては、原因を表す有生あるいは無生の名詞が主語
となっている。すなわち、原因を表す場合、無生の名詞を主語とすることが中
国語ではあり得るわけである。このとき、常に処置式文、すなわち「“把”(b
ǎ)構文(注37)」の形で表される。
(3.20) a.汗で、髪の毛が、ぐっしょり濡れている。（砂の女）
対訳：汗水将(注38)头发浸得湿淋淋的。
b.薬のおかげで、悪い細胞はだいぶ消えているらしいわ。（世 131）
対訳：药物已经把大部分不良的细胞给消除。
ここでは、“汗”“药物”という原因・理由が動作主として表されている。
Ｇ．兼語文(注 39)の形で表す
原因・理由を表すデ格は、中国語の「兼語文」にも対応できる。
(3.21) a.我烦恼小孩成绩不好。（作例）
仮訳：子供の成績が悪いことで悩んでいる。
b.我担心他会自杀。（作例）
仮訳：彼が自殺することで心配している。
兼語文と連動文との相違点は、原因と結果の順序にある。兼語文の場合、結
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果（上例(3.21a,b)では“烦恼”“担心”）が原因であり、“小孩成绩不好”“他会
自杀”に先行するが、連動文の場合は、原因を表す部分が結果を表すそれに先
行する。
Ｈ．因果関係を表す介詞の省略
中国語の因果関係を表す“因・因为・由于”などは、“所以”などと呼応す
る。両者は同時にあらわれる場合もあれば、片方だけがあらわれる場合もある。
また、両者ともにあらわれない場合もある。例えば、刘（1991:p.733)に挙げら
れている、“吴广被杀害，革命力量受到很大损失（呉広が殺害されたために、
革命勢力は大きな損失を被った）”は、両者ともにあらわれない場合の例であ
る。
また、陳（2002:p.246)が「原因成分如果是谓词性词语，可以不用介词」と
指摘するように、複文の成分を帯びる原因を表わす場合であれば、介詞が省略
可能である（例：因为下大雨，刮大风，我们都迟到了→下大雨，刮大风，我们
都迟到了）。
しかし、両者ともにあらわれない場合があるとは言え、そこにはある程度の
文法的制約があり、完全に省略が自由というわけではない。陳(2002:pp.245-2
46)が「介引句子语义结构的可有语义成分的介词，往往不能省略」と述べるよ
うに、原因・理由を表わす介詞が導いた文である場合は、介詞“为”・“为
了”・“因为”を省くことができない。
(3.22) a.因为大雨，我们都迟到了。(陳 2002:p.246)
仮訳：大雨でみんな遅刻した。
→ ＊大雨，我们都迟到了。
b.他为了孩子的前途命都可以不要。(陳 2002:p.246)
仮訳：彼は子供の将来のことで、命さえ捨ててもいい。
→ ＊他孩子的前途命都可以不要。
以下の例文は複文の成分を帯びて、介詞が省略された文である。
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(3.23) a.若様はお留守でお目にかかれません。（春 178）
対訳：少爷不在家，不能见你。
b.学生時代は貧乏で、御飯のおかずに納豆ばかり食べていた。（文
391）
対訳：小林秀雄学生时代很穷，吃饭时的配菜经常只有纳豆，（略）
（文下 349）
c.深沢さんは、マザコンで、人一倍母親を大切にしていた。（文 507）
ふかざわ
対訳：深泽七郎有恋母情结，他比一般人还爱自己的母亲。（文下 455）
まとめ
原因を表すデ格の名詞と動詞との組み合わせに対応する中国語の表現を詳細
に観察した結果、介詞との単純な対応の場合のみならず、両言語間で文構造さ
えも変わる場合があることが明らかとなった。
これまでの考察の結果は、次頁の表のようににまとめられる。
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中国語と対応する介詞
由 原文：树是由风雨刮倒的。（近藤の例）
原 対訳：木は風雨で倒れた。
由 陰士のおかげで二度とない悟りを開いたのはじつにありがたい。（吾178）
于 対訳1：由于小偷的缘故，我得到了唯一的觉悟，实在难能可贵。（我152）
因 因 空襲で麻布の家を焼け出された，（略）（文141）
原 为 対訳：位于麻布的住家因为空袭惨遭祝融，（略）
因 因 （略）汗で臭くなっていました。（こころ）
的 対訳：（略）因出汗而发臭。
な 目 为 花子はお見合いで北海道に行く。（作例）
結 的 了 仮訳：花子为了相亲而去北海道。
び 中国語と対応する文構造
つ A.受動文 竹籔が火事で焼けたところなんて見たことない。（博104）
き 対訳：我从来没有看过竹林被火烧掉。
B.使役文 懐かしさと愛しさで泣きたくなり、戸惑いと緊張でさらに泣きたくなった。（い201）
対訳：内心的怀念和怜爱让我哽咽，不知所措和紧张更令我快哭出来了。
C.“得”補語文 開き直ったはずのゆき子も、膝を緊張で震わせた。（妹50）
対訳：（略）应该要立即改变态度的雪子，都紧张得膝盖发抖。
D．“地/的”補語文 ゆき子は、申し訳なさで、そっと目を伏せてしまった。（妹189）
対訳：（略）雪子则深感愧疚地悄然低头。
E.动宾”構造 原文：愁女儿的婚事。（李の例）（仮訳：娘の結婚のことで悩んでいる）
F.原因を動作主と 汗で、髪の毛が、ぐっしょり濡れている。（砂の女）
して表す 対訳：汗水将头发浸得湿淋淋的。
G.兼語文 我烦恼小孩成绩不好。（作例）（仮訳：子供の成績が悪いことで悩んでいる）
H. 連動文(小論 静珍は所用で郷里へ帰ると宣言し、（略）（活动变人形）
「原因＝目的的 原文：静珍宣布她们要回家乡去办事，（略）
な結びつき」参
照)
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おわりに
以上、デ格の名詞と動詞との組み合わせについて、収集した実例データに基
づき、その意味・用法を詳細に分類・分析してきた。
格助詞のデ格は、英語の by, of, from, with などの前置詞に対応し、また、
中国語の介詞に相当すると言われている。しかし、デ格の名詞と動詞との組み
合わせを中国語と綿密に対照させてみると、従来一般的に言われていたような
「介詞構造」のみならず、「動補文構造」や「副詞文構造」とも対応すること
が明らかとなった。このような、日本語の一形式が中国語の複数の文型にも対
応するという事実は、中国語の方が日本語より、柔軟性かつ多様性に富む性質を有
する言語である可能性を示唆しているものと思われる。
日本語のデ格は、道具・様態・原因などをはじめとする様々な意味を担う多
様な役割を果たしている。表層格においては、デ格をカラ格・ニ格などに替え
ることができる。しかし、デ格の意味の役割（つまり深層面）は多様であり、
かつ、互いに関連し合っており、そこに明確な境界線を引くことは容易なこと
ではない。
対象的な結びつきは、道具や材料などの役割を果たすが、原因の成分も含ま
れることが明らかになった。また、身体部分が道具を表すこともあれば、様態
を表す場合もあった。
副詞的な結びつきにおいては、様態（方式）を表すが、原因をも表すことが
分かった。身体部分が、道具も様態（方式）もさらには空間をも表す場合があ
ることも本稿で指摘した。
このように、意味役割が一つのみではなく、種々の意味役割が隣接かつ関連
していることが、デ格の中に明確に見て取れる。それらの各意味役割のカテゴ
リー間にどのような相互関係があるのかということについては、今後の課題と
して、さらに考究を続けていきたいと考えている。さらに、コピュラ「ダ」の
連用形化した「デ」と格助詞の「デ」とにおいて、どこで境界線を引くべきか
の考察も、やはり今後の研究課題である。後考に俟ちたい。
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【注】
１．「とりつけ」とはかざられ動詞で示される動作が第一の対象を第二の対象
にくっつけるという関係を表現する。「を格」の名詞（第一の対象）は、動
作の働きかけを受けて変化するわけだが、その変化は何らかの仕方で、ある
物が他の物（第二の対象）にくっつけられる。その「くっつけ」の程度は、
接触から表面への付着まで、包含から貫通に至るまでであり、「とりつけ」
の条件としては、その意味的な完結性を獲得するため、第二の対象には
「格」あるいは「へ格」の名詞が必要である。「を格」の名詞と動詞との関
係は、「に格」あるいは「ヘ格」の名詞の存在によって決定され、三単語か
ら成り立つ単語の組み合わせをなしている。（奥田1968-72:p.27参照)
２．「ふれあい動詞」とは、「を格」の名詞で示される物への働きかけが何の変
化も呼び起こさないで、単なる接触あるいは把握に終わる動詞のことである。
物に対して物理的に働きかけて、それを変化させる全過程のうちから、接触
の段階あるいは接触の仕方だけを取り出して表現する。（奥田1968-72:pp.3
6-37参照）
３．「把」構文とは、本来動詞の後ろに置かれる目的語を、介詞“把”の目的
語として動詞の前に置き、この介詞フレーズが動詞に対して状語※の働きを
する構造をいう。例：他把窗户关上了（彼は窓を閉めた）。她 业把作 做完了
（彼女は練習問題をやり終えた）。
※状語とは、述語の修飾成分すなわち連用修飾語のことを言う。普通は動
詞や形容詞の前に置かれ、述語動詞・形容詞と一緒に述部を構成する。
(相原1994:pp.295-300参照)
４．方位詞は、方向や相対的位置関係を表す。(瀬戸口2003:p.71参照)
５．「もようがえ」とは、具体的な動作が物に働きかけて、そのあり方に何ら
かの変化を引き起こすことをいう。変化の種類としては、表面上の変化、内
部の変化、運動の状態に引き込む変化の仕方、姿を消してしまうという変化
がある。（奥田1968-72:p.25を要約）
６．「He kicked the ball high into the air with his foot.」と「John broke
the desk with the hammer.」のような文の‘with’前置詞句は、一見する
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と道具表現のように見えるが、実際は、「his foot」「the hammer」が原因
命題における運動の主体である。前者の例文から見れば、「足がボールに向
って移動し」、その結果「足がボールに接触し」、その結果「ボールが空中
に飛んで行った」という風にである。(北林1990:pp.126-127を要約)
７．「日本酒はこめでつくる」（高橋2005:p.39）と「日本酒はこめからつく
る」の中のデ格とカラ格は、同じ原料の役割を果たす。
８．「是～的」構文とは、ある動作・行為が既に発生したこと自体は明らかで、
更にその動作・行為の行われた時間、場所、方式等を特に取り立てて述べる
ものである。（相原1995:p.134参照）
９．「人は精神と肉体から成っておるが、（略）」
（marco-germany.iza.ne.jp/blog/day/20070514/）
10．「原子核は陽子と中性子からなる。」（尚1991:p.1153）
11．小学館（1992）参照。
12．「街中は産物にあふれていた。」
（www.tcat.ne.jp/~toratoratora/northwest.htmlk）
「世の中は音楽に満ちている。」（scrapbook.ameba.jp/musiclife_book/）
13．存現文とは、存在・出現・消失を表す文を言う。(相原1991:p.165参照)
14．「判断の材料も、一般にで格で表されるが、判断のでどころとしてとられ
る場合は、から格で表す」と益岡(1989:p.46)が述べている。「私は相手の
表情から心の状態を推測してみた。（益岡1989:p.46)」（対訳：我試著従対
方的表情来推測心理状態）、「その一言からすべてがわかった。（益岡1989:p.
46)」（対訳:由那句話、全都了解了）、「物事を表面だけで／から判断しては
いけない。」（対訳:不可単藉表面来判断事情）のような例は、いずれもデ格
に置き換えられる。
15．「房子被人用火烧毁了」（家はその人によって火でやかれてしまった）「房
子被火烧毁了（家は火でやかれてしまった）」（湯1985:p.81）
16．「対象格しか起こらないなら、その対象格名詞が自動的に主語になる。道
具格も同時に起こるならば、対象格名詞と道具格名詞はどちらが主語になる。
（This key will open the door.〈この鍵でドアが開くだろう〉）(The door
will open with the key.〈ドアはこの鍵で開くだろう〉」(Fillmore1969:pp.
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361-375)
17．「他用这一把钥匙开了门（彼がこの鍵でドアを開いた）」「这一把钥匙开了门
（この鍵でドアを開いた）」（湯1985:p.115）
18．「修飾語は、述語のあらわす動き、状態、性質の属性であるようす（質、
やり方）量、程度をとりだしてあらわす文の部分である。修飾語に対応する
疑問詞は、「どのように」「どんなに」「どのくらい」「どれほど」「いくつ」
「いくら」「何人」などである。述語が性質をあらわすばあいには、修飾語
は、それの程度をあらわすものにかぎられる」（鈴木1972.p:97）。
19．離合動詞とは、分離して用いることのできる動詞であり、その要素の組み
合わせは固定している。（高橋2006参照）。
20．「ディズニーランドへ行って遊ぶ」「家へ帰って食事する」などのように、
動作の行われる順に動詞（フレーズ）が連なって現われる構造の文を、連動
文と言う。（相原1996:p.96参照）
21．限定性状語は、主に時間、場所、範囲、対象、目的などの面から、文、述
語成分あるいは動詞、形容語を限定するもので、これには描写作用はない。
(刘1991:pp.423-429参照)
22．述語の修飾成分、すなわち連用修飾語は、状語（“状语”）と呼ばれ、普
通は動詞や形容詞の前に置かれ、述語動詞・形容詞と一緒に述語を構成する。
また、状語は時に“地”を伴って用言性の中心語を修飾する
「状語＋（“地”）＋用言性中心語（動詞・形容詞など）」
の形になる。(相原1996:p.70参照)
23．“戴”は動詞で、頭・顔・胸・腕など身体のいずれかの部分に着用するこ
とで、例えば「（帽子を）かぶる」「（眼鏡を）かける」「（指輪や手袋を）は
める」「（装身具やバッジを）身につける」「（花を髪に）さす」などの意味
を表す。（小学館1992,相原2004参照）
24．二音節形容詞で状語にもなるものが、後に“的”をおいた場合、この
“的”は述詞を体詞化する助詞“の場合もあり、また副詞の後置成分である
こともある。例えば、「认真的记在心里」（まじめなものは心に記憶する；
まじめに心に記憶する）。なお、副詞の後置成分“的”は、次の三つの位置
にもあらわれる。①一部の並立複合語の後。例：无缘无故的发脾气（なんの
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いわれもなく、かんしゃくをおこす） ②数量詞の重ね形の後。例：一天一
天的好起来（日ましによくなってきた） ③“拟声词”（擬声詞）の後。
例：扑通的跳下水去（ドボンと水にとびこむ）。(輿水1985:p.249参照)
また、書きことばでは状語に伴う“的”を“地”と書くことが多い。(輿
水1985:p.404参照)
25．「五時に閉店です」／「五時で閉店です」――「に」の方は単にシャッタ
ーを降ろす時刻を問題とし（それゆえ「閉店」は瞬間動作）、「で」の方は
今まで続いていた営業状態を五時を限度として閉店状態に切り替えるという
刻限を考慮する（それゆえ「閉店」は継続動作）点で区別される。（森田19
89:p.759参照)
26．刘(1988)および尚(1991)参照。
27．森山（2002-04:pp.136-143）参照。
28．森山（2002-04:pp.136-143）参照。
29．“花”は動詞で、「使う」「消費する」「費やす」などを意味する。例えば
“花钱”（金を使う）、“花时间”（時間をかける）など。（小学館1992,相原20
04参照）
30．「Nｊは、Niの資格として存在する」を、「父は課長で終る」という実例に当
てはめてみれば、Nｊは「父」、Niは「課長」ということである。（仁田2000:p.
97参照）。
31．〈前提〉というのは、先行節の事柄を前提として、さらに詳しい内容を後
続節で述べるという意味の文である。（津留崎2003:pp.144-152参照）
32．例えば(3.5a)では、「不注意で」を「不注意から」にも置換可能である。
33．「ディズニーランドへ行って遊ぶ」「家へ帰って食事する」などのように、
動作の行われる順に動詞（フレーズ）が連なって現われる構造の文を、連動
文と言う。（相原1996:p.96参照）
34．“范畴分布”（範疇分布）を李(1997:pp.23)は、「范畴类别在语句里的出现
状况。即:同一语义范畴可能是通过哪些不同的形式来表达的，它们各有什么
不同之处，相互之间又有什么联系」(引用者訳：範疇類別とも言う。文中に
ある出現する状況を分布する。すなわち、ことが分布する。すなわち、同一
の語義範疇でも何らかの形式で互いの間にどの相違や関連があるかのことを
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指す)、と説明している。
35．中国語の“使”は使役専用であり、ある事柄が原因となり、結果的に状態
変化を引き起こす、いわゆる「原因使役」に限って用いられる傾向にある。
そのため、動詞句には主として意志性のない状態動詞が用いられ、意志性の
ある動作動詞を用いた文は不自然となる。例えば、「??我使他去北京」（僕
は彼を北京に行かせた）、「??我使他看书」（僕は彼に本を読ませた）。(佐々
木1997:pp.133-160参照)
また、瀬戸口(2003:p.202)によれば、“使”の後によく使われる語は、
“感动”“高兴”“满意”など、心の動きを表わす動詞や形容詞である、と説
明されている。
36．助詞“地”は動詞を修飾するとき、助詞“地”の代わりに、副詞の後置成
分“的”を後に置くことで状語（連用修飾語）になる。これは書き言葉でよ
く見られる。すなわち、ここでの“地”を“的”に換えることが可能である。
（黄1983:pp.268-270参照)
37．“把”(bǎ)構文は「処置文」とも呼ばれ、ある事物に対する何らかの処
置およびその結果を強調するときに用いられる。“把”は「～を」という意
味の前置詞で、目的語を動詞の前に引き出す働きがある。（瀬戸口2003参
照）
38．“将”は“把”と同じ意味を表す。
39．兼語文とは、動詞述語文の一種である。述語が二つの動詞句から構成され、
前の動詞の目的語が同時に後の動詞の主語を兼ねている語を「兼語」といい、
この文のことを「兼語文」と言う。(瀬戸口2003:p.200参照)
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